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序 文

本遺物は昭和3 7年5月の「新産業都市建設促進法」公布により新産都市に仙台

湾臨海地域が指定されるに伴い、 西の浜貝塚の一 帯も宅地ブー ムで分割売買され

住宅の建設が始まったことから宮城県の「遺跡緊急調査対策委員会」でその変貌が

問題となりました。

本書は宅地造成工事により破壊される遺跡の記録保存を図るための調査が文化

庁の指示により昭和4 1年7月宮城県教育委員会によって実施された発掘調査の

調査報告書であります。

これらの調査された遺物や資料が未処理のままであったものを当時発掘をおこ

なった後藤勝彦氏に平成2年より時間をかけて遺物の修復や資料の整理を依頼し

調査報告書として取りまとめたものとなっております。

また、 宮城県及び近隣の二市三町と共同となる世界遺産登録へ向けた動きの中

で、 西の浜貝塚はその構成資産の中核となるものであり、 本町ではこの機会を契

機に歴史的文化財の保存· 活用の取り組みへの機運が高まりつつあります。

本書が広く町民や県民の皆様、 また各地の研究者の方々に活用され、 地域の歴

史資料としてご活用いただければ幸いです。

最後になりますが、 遺跡の保存にご理解、 ご支援いただいた方々と発掘調査に

携わった関係機関の皆様に対し厚く御礼申し上げます。

平成2 0年3月

松島町教育委員会

教育長 米川 稔
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1 はじめに

宮城県松島町西の浜貝塚調査報告（昭和 41年度）
＝陸前地方縄文文化の編年学的研究＝

後 藤 勝 彦

昭和37年5月1 0日法律第11 7号によって、 「新産業都市建設促進法（以下新産都市と
いう。）」が制定され、 仙台湾地区が指定された。 それに伴って、 開発計画に対処するため 、

計画予定地内の遣跡の保存のために 、 県が遣跡緊急調査対策委員会を組織した。 その委員の
一人として参画する。 指定地区の逮跡の保存状態が報告され、 開発により遣跡の一部が、 破
壊の恐れのある遣跡として、 松島町西の浜貝塚と亘理町三十三間堂遣跡の2箇所が取り上げ
られ、 昭和41年度の緊急調査として実施されることになった。

貝塚の現状は 、 昭和38· 3 9年の宅地開発、 建築プ ー ムに乗って、 貝塚の台地上が分割
され、 宅地として売買されて、 舌状台地の先端部には住宅が建築されて、 大きく変貌してし
まった。 その後、 土地所有者の茂泉清一氏から、 士砂流失防止のための土留め工事の実施と
会社の保獲所建設の動きを知り、 また 、 桔梗茂子氏から小中学生の盗掘により 、 崖の崩れの
処置をしたいという申し出もあった。 こういう意味で緊急調査として、 迪跡の現状を記録す
るための調査が 、 加藤孝· 後藤に委託された。

塩釜市史編纂事業にからんで、 昭和2 6年から松島湾内遣跡の調査が開始された。 塩釜市
一本松貝塚• 同横穴 、 桂島貝塚、 表杉ノ入貝塚• 埼山囲桐窟 、 鳴瀬町宮戸台囲貝塚が調査さ
れる。 特に、 昭和3 0年から宮戸島遺跡調査会と発展して、 継続的に宮戸島の追跡調査が、

約1 0年間実施される。
当時、 陸前地方の後期縄文土器の編年が空白で、 関東の後期縄文土器の編年形式を基本に、

土器編年を考えていた時代である。宮戸台囲貝塚の出土造物が、 層位的に分類され、 しかも、

それぞれ関東の後期縄文土器形式に比定され、 併行関係にあることが明らかにされ、 当貝塚
の出土土器を基に、 宮戸I (a · b) , 宮戸II (a · b) 、 宮戸Ill (a · b) の編年学的形
式序列を明らかにした。 このように宮戸編年の研究が進行するのである。 そして、 宮戸編年
の検討のために新に選ばれたのが、 松島町西の浜貝塚である。

当貝塚は、 昭和33年11月に試掘調査が実施されて、 昭和34· 3 5年の両年にわたり
調査が開始される。 昭和34年はA区 、 N区、 R区の3箇所、 昭和35年にはS区が調査さ
れて、 台地東斜面、 南西斜面及び南東部の平坦部が調査され、 その結果、 縄文時代後期中菓
から晩期中葉の遺物を多数採集した(/JI酵1959 ・1960)。 特記すべきは 、 台地東側の南東部か
ら東北地方最初の奈良• 平安期の製塩造跡が発見されたことである(/JI酵1983)。 また、 昭和
4 1年7月から8月の初めにかけて、 新産都市調査の前に宮城教育大学を中心に調査がある。
調査区は東斜面のN区近くで 、 半分以上がN区とダプって調査がなされたようである。 小破
片の土器が多数である。しかし、 特に 、 棒状の刺突具が多数採集されている（宮駄1967)。

新産都市調査以前の西の浜貝塚の成果については、 平成元年3月の『松島町史資料編I考
古資料』に記載してある(ti;島町1989)。残念なことは 、 Rトレンチの逮物に 、 一番整理の基本
である出土地点の記名のない遣物が多数存在したために、 立派な土器群が存在しても出士層
位が不明なため 、 層位的整理が出来なかった。したがって、 編纂者としで悩んだ末に 、 R·
N· Sトレンチについて、 編纂時の明確な編年型式で遺物を羅列しただけに止まったことで
ある。

宮城教育大学に保管してある追物について、 平教授も亡くなり 、 大塚学長の任 期も終わる
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ので 、 大学で調査した追物以外は 、 該当する市町村に返還して欲しいとの指示があり、 嗚瀬・
松島・七ヶ浜・塩釜にそれぞれ展示活用を要望して返還された。この時に西の浜貝塚の遣物
が返還された。 その後、 昭和34年調査のA地区の遣物が 、 貝塚の管理棟から松島一小の整
理室に運び込まれ。 その頃 、 宮城歴史教育研究会が、 会長大塚先生の米寿記念論文集の刊行
を企画した。 著者は時間の関係や仕事量などもあって、 悩んだすえ学長に関係深い昭和34 
年のA地区の製塩土器を整理して、 論文集にと考え、 原稿締切を延長願って、 論文集にまに
合せた。 この整理の結果、 A地区の製塩土器には、 縄文晩期大洞C I 期のものと、 奈良から
平安時代の二時期の製塩土器の存在が確認された。 また、 奈良• 平安時代の製塩追構（製塩
炉）が発見されており、 東北地方最初の発見でもあった。残念なことに 、 製塩土器の発展が
尖底から始まり、 小形平底から大形の平底、 特に、 厚手土器でバケツ状の器形へという発展
論理に事実誤認があったことも明らかになった。しかも 、 今まで不明であった古墳時代の遣
物が明らかとなったことである（後蒻彦2001)。

西の浜貝塚は、 縄文前期初頭から中期、 後期、 晩期、 そして、 弥生、 古墳、 奈良平安の古
代、 中世まで長期にわたり、 生活の拠点として使用されたことが立証され、 当貝塚の重要性
が再確認されたのである。

このように 、 精力的に松島湾貝塚の調査研究に従事し、 しかも、 西の浜貝塚の過去の調査
に精通していたことが 、 加藤・後藤への調査委託になったと考えている。 しかも、 著者は、

この調査は複数年の調査と考えていたが、 体調を崩し、 2年目は加藤中心の調査となり、 相
当最の遺物を抱え込むのである。 それに、 南境貝塚の緊急調査もあり、 3年に7回の調査が
あって、 大量の追物で泥沼の生活となる。 教員との二足草蛙で整理が遅々として進展しなか
った。

その後 、 身分上の変化があり、文化財保護課 、 東北歴史資料館（多賀城跡調査研究所兼任）、

学校管理者として、 また、 行政担当 、 最後にまた 、 学校管理者と流転する。 この間は避物の
整理は不可能であった。やっと 、 定年退職によって、 それも松島町の好意によって遣物の保
管、 整理場所の確保があり、 愛子に保管していた造物数千箱を松島に移動して、 やっと本格
的な整理が始まるのは平成2年からである。 以来、 昭和4 1年の調査の西の浜貝塚の整理が
完了し、 報告書作成になったのである。

この逮物整理の過程でも、 追物に出土記名のない土器が、 Bトレンチに多い。 調査の立派
な壁面図があり、 層位が記入されているが、 造物が見当らない層も存在し 、 どこかに追物が
残っているのではと考えられるが 、 筆者の手元にはない。

2 調査の経過 （図1)
どういう経過であったか今は明らかでないが 、 昭和4 1年8月4日から7日まで、 宮城教

育大学日本史研究会によって、 松島町教育委員会の調査として発掘がなされている。指導者
加藤孝である。 目的は貝塚上が宅地化による貝塚の保護と編年研究である。 筆者はこの調査
に参加していない。このために 、 新産都市関係の宮城県の調査は 、 大学の調査の後になった
理由が明らかになった。

調査担当者 日本考古学協会員 宮城学院女子大学助教授
同 上 宮城県塩釜女子高等学校教諭

調査補助者 伊具郡大内小学校教諭
東北大学付属小学校教諭
宮城郡七ケ浜中学校教諭
宮城県塩釜女子高等学校
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以上のような調査体制を編成し、 調査期間は昭和41年8月12 日から8月2 6日まで1
5日間実施した。

予算は発掘調査費 県支出金 2 9 0、 0 0 0円
測量調査費 II l O 0、 0 0 0円

調査は調査範囲が広いため 、 今年度だけでなく、 継続調査を念頭において実施した。
初年度は東斜面と併行して幅2 m、 南北3 0mのトレンチを設定した。 本来は斜面に直行

した調査区が 、 層位を確認するのに有効である。 複数年調査を考えた調査であったため 、 難
しい調査区の設定となった。 結局 、 筆者が体調を崩し、 昭和42 年に2 つの大規模調査を抱
えることになったので、 2 年目は加藤孝氏中心の調査となる。 そのために、 層位の確認等整
理に負担がかかることになる。

南北3 0mのAトレンチは、 南から2 m幅で 1� 15に区分し、 3グリット単位に調査を
実施した。 1�3、 4� 6、 7� 9、 1 0�1 2 、 1 3� 1 5である。 4� 6の5 • 6は調
査期間の関係で、 調査を取り止めたグリットである。 地表面はやや北から南に傾斜、 貝層も
同じように南に傾斜していた。 しかも、 貝層は東側に急傾斜している。 後に、 1 1グリット
から東に約 6mの Bトレンチを設定して、 堆積関係を検討。 また、 同じ位置から 、 西側に2
m幅で、 1 6mのCトレンチ、 4グリットから、 同じく1 6mのDトレンチを設定し、 しか
も 、 C · D間を幅5mの全面剥離を実施し、 焼土、 埋葬人骨 1体 （晩期大涸A式）と堆積貝
層の先端部が検出され、 Dトレンチの近い部分で貝層堆積層が2 mほど切れることがわかり、

貝の廃棄は一様でないことも明らかになる。 また、 このC · D間には 、 Aトレンチでは検出
されない、 晩期大洞A式の多数の土器、 人骨を含めて検出されたことは、 新しい貝層の堆積
層が存在することを示す。 特に、 1�4グリットの東西断面図に明らかである。

整理も3グリット単位に進めた。 3グリット内でも堆積がグリット毎に複雑である。
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図 1 発掘地域の平板実測図
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3 貝塚の位置 （図 2)
西の浜貝塚は日本三景の松島にあり、松島湾内三大貝塚の一つである。松島町の中心部に

は東北本線・仙石線の 2 本の鉄道がほぼ東西に近接して走る。 貝塚は東北本線「松島駅」か
ら東に 、 磯崎地区を通って約2km、仙石線「松島海岸駅」から 、 海岸を通って北東へ約2.
5 kmの位置にある。 仙石線「高城町駅」 から、南海岸沿いに磯崎地区がある。 この地区の北

側を海岸沿いに、東に延びる標高約 1 0mの丘陵 （舘ケ崎丘陵）があって、 地区より東に5
O O m、 この丘陵から南に延びる分枝の舌状台地が海岸に迫っている。この一帯が貝塚とな
っている。

貝塚所在の台地は 、 西側は急傾斜になっており、南西側から南東部が緩やかな勾配になっ
ている。 台地の中心部で標高 1 1 mである。 貝塚はこの台地の 1 0m以下に構成され、 東と
南西斜面に厚く貝層が堆積する。西斜面は急傾斜のため貝堆積なく、その崖下の標高 l m程

I�st:J:�: 嘉鯰麟馴

度の山沿いに多少の貝殻と
土器片が散布しており、一 ）

応環状貝塚ということか考 Ir颯

えられる。
貝散布の範囲は東西130m

南北200mに及んでいる。
生活拠点は時期によって

移動した。 東斜面の北から
南への移動、東斜面の南東

る。 図 2 貝塚位置図

4 調査区の堆積について
( 1) Aトレンチ （図3)
3グリットに区切って 5 地区に分けて調査し、 整理も各3グリット単位に進めた。

ニ
（第 1区）

表士（駐） 第 1区の西壁では、 第 1貝層は混貝層で貝層はない。 第2貝
混貝 層である。 A l の東西断面図北壁には、第 1貝層は北壁の西寄
1 貝下 りから始まり、 途中からである。東壁では、上部貝層 （第 1 貝
2 貝
2 混貝
土層（鳥土）

層）と下部に第2貝層がある。しかし、第2貝層はA3で消滅
する。特に、A3の東西断面図南壁には、第 1貝層、 その上部
に別な貝層か、 壁面東寄りに堆積、その上部にも薄い貝層が堆
積する。 調査時ではほどんと問題にされなっかた。要するに、

更に第 1貝層の上部の貝層は調査の対象から外されたといってよい。遺物も新しい土器群
の出土がある。トレンチ西側に第 1貝層がないため、この地区で層位の誤認がある。

ロ
（第 2区）

第2区5· 6区は調査の関係で調査を実施しなかった。 A4区
の西壁では、第 2 貝層が途中で消滅、 北側は混貝状態となる。東
壁でも同じような状態で、 上層の第 1貝層、間層を挟んで下部に
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照土（表土）

A1 A2 A3 

貝

Dトレッチ

A4 

2混貝
麟飯瓢遵匿[

土層

A7 

混貝

A3南壁2貝 A4北壁 A4南壁

唄 2貝

A7北壁

゜ 2m 1貝

混土 混貝

2混貝
w'"-� ぷ 蕊激蕊ざ矛盛

1貝
心瓢 ：笠 な心寧必

土層
• J! 痰唸紫臨疇箋w哀2貝

Cトレンチ

A9 A10 A11 f"ヽ•ャ9ふ ·\ A12 A13 A14 A15 

灰まじり

2貝

A15南壁

A9南壁
1貝

A10北壁
1貝

Bトレンチ
A12南壁

1貝

A13北壁

•2貝
図3 Aトレンチ壁面図
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第2貝層が出現する。 しかし、 この貝層も壁途中で消滅し、 混貝
となる。 A4区の東西断面北壁に、 東壁に表れない第 1貝層とそ
の上部の貝層が、 壁面東寄りに出現する。 第 1 区と同じように新

しい遺物が出士している。 層位の誤認がある。

ロ
（第3区）

第 3 区の西壁には、 上部の薄い第 1 貝層があり、 下に灰混じ
混土（駐） りの混貝層がある。 西壁北側で第 1 貝層の下に混貝層が別に堆
混貝 積する。 第2貝層は北側で、 第1貝層下の混貝層によって、 分
1 貝靡 断されて薄く、 土層に連なる。

1貝層下
1 混貝
1 混貝下

2 混土

東壁では上層に焼土層が堆積し、 混貝層を挟んで短い貝層、

焼土層が堆積する。この焼士層の性格を検証できなかった。 こ
の焼土層の下に、 貝混入の多い第 1 貝層となる。南側で茶褐色
層、 北側で灰層混じり混貝層を挟み 、 下に厚い混貝層が堆積す

2貝層上 る。 この混貝層のA 9区の寄りに、 僅かに第2貝層が顔を出し
2貝 A 1 0区の第2貝層にあたり、 混士貝層につながる。
2貝下 A7区の北壁東西断面図では、 第1貝層は北壁の途中から、

土層 あらわれ、 東に傾斜する。厚い混貝を挟んで、 第2 貝層は壁中
間で消滅する。A 9区の南壁東西断面では、 薄い第1 · 2貝層

が、 東に傾斜する。 その上層に新しい薄い貝層が2枚 、 壁途中からあらわれ、 東に堆積す
る。 新しい土器群の検出がある。

� 

（第4区）

黒土
混貝
貝層上
貝層
混貝（土）
2 貝

土層上

第4区の西壁では、 厚い混貝層が堆積し、 下に途中で層が途
切れる 、 薄い第 1貝層、 続いて、 混貝層を挿んで蒋い第2貝陪
となる。 A l l �l2区を掘り込み 、 これも薄い第3貝層を検
出する、 縄文前期の層である。 東壁は約7 0 cmの厚い混貝層と
なり、 この混貝層に挟まれた状態の第 1貝層となる。 A 1 1区
から第 1貝層が灰混じりの貝層の二重となる。 A 1 1区の第2
貝層下の混土層から黒土層にかけて、 第 1 号人骨の横臥屈葬の
人骨が 1 体出土した。 頭骨上部は失われていたが、 縄文中期大
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土層
に巻貝の多い第2 貝層が堆積する。北壁の東寄りに新しい貝層
が堆積する。 A 1 5 区の南壁東西断面では、 上部に第 1 貝層が
壁途中から確認される。 第2 貝層は東に傾斜し壁端で薄い。
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(2 ) Bトレンチ （図4)
東西丘陵斜面の堆積を検討するために、 A l l から東に幅2 mを 6mに延長し、 西からB

1�m区を設定して調査を実施した。予想した通り深く、 堆積もAトレンチより複雑で、 堆
積層も多く、 年代の新しい土器群が検出された。 調査は斎藤良治氏を中心に進められる。

堆積は地表面も東に傾斜、 表土があって Bill区の東端に、 第 1 混土層下に薄い第 1 貝層が
堆積し、 貝層を挟んだ約3 0 cm程の第2 混土層、 続いて、 砂層の薄い第 1土層を挟んで、 お
なじように 、 貝層を挟んだ約3 0 cmの第3混土層があって、 B II� 皿区の端までの 、 薄い第
2 貝層となる。その下部は 、 約8 0 cm程の砂を含んだ第2 士層とBIで黒土の第4混土層が
あって、 名称が付いていないが、 約2 0 cm程の土混じりの貝層と第3貝層とでも呼ぶか薄い
貝層が堆積して、 下部の第 3 士層に続く。貝層は東に傾斜し、 Bill区の東壁では北側に傾斜
する。Aトレンチでの第2 貝層・第1貝層は途中消滅し、 BトレンチではAトレンチの最上
層に、 新しい短い貝層が検出された。この貝層はBトレンチで名称がないが、 第3貝層とで
も呼ぶべき貝層として、 BI�II区に連なって消滅する。 名称がないため遺物の取り上げが
ない。 一部の第3土層の遺物を除いて、 大部分は第4混土層より上層の遺物である。 特に、

注目されたのは、 出士地区層位不明の士器の多いことである。

第
二
土
層

第
四
混
土

第第第
ーーニ
混貝混
土庖土

第第
ニニ

混 土
土層

—第 三貝 層？

—混貝土層

AlO 

Bill t/
 

JI
 
B

 

第
三

貝
層
？・

BI 

第三混土

第二貝層
第二混土

第一貝層
第一混土

。 2m 

Al2 

・混土貝層

図4 Bトレンチ壁面図
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(3) C · Dトレンチ （図1参照）
Aトレンチの西側の丘陵上面の様相を検討するために 、 A 1 1区から西に2m幅の1 6m

(81K)を延長して、 C トレンチとした。 続いて、 A4から同じように 、 C トレンチと並行させ
て、 1 6mのDトレンチを設定して調査を拡大した。

住居跡や住居面の確認を目的としたものであったが、 C トレンチで焼土跡が2箇所検出さ
れただけで、 Aトレンチから西方は 、 15 cm程で凝灰岩地盤に達し、 成果がなかった。 昭和
4 2年の第2次調査でも、 同じような状態であって、 石組炉 を発見したが 、 住居プランは不
明である。

最終にはC • DトレンチのAトレンチ寄りを、 幅約5mを全面剥離して連絡した。 その結
果、 貝塚の西側周辺を検出することが出来た。 また、 Dトレンチ寄りで、 貝層が一部途切れ
この部分から 、 頭位西南西の縄文晩期末の仰臥屈葬人骨一体が出土した。 腕を胸で組み 、 そ
の部分から装身具の小玉 、 2個が出土している。

この地域の 2 号人骨周辺から、 C 区拡張に、 縄文晩期の大洞A · C · B 式の土器群が多数
出土している。

5 出土遺物について
調査概報（輯騎1967)にも示したが 、 土製品 、 石製品、 骨角製品、 貝製品等多数出士し

たが 、 特に、 多いのは 、 土製品の縄文土器である。 各文化期の編年学的研究を調査の柱とし
た。 Aトレンチでは 、 大きく第1貝層（上部貝層） 、 第2貝層（下部貝層）と一部であるが
A 11�12区で、 下部貝層の下に薄い第3貝層を検出した。 それぞれ、 時期の差異を認め
ることが出来た。

調査の経過でも述べたが、 Aトレンチの設定の計画は 、 複数年を考えた調査区であった。
2m幅と斜而並行の調査区の難しい調査は、 その欠陥が調査段階から表れ、 貝層の上下関係
の確認不備と貝の破棄が一様でないことの認識の欠如があり、 東西断面図の壁途中から表れ
た 、 第1貝層上の薄い 、 短い貝層等を無視し追物の収納がないのである。 整理の段階で苦慮
した。 第2貝層周辺の大彙の一括逮物の堆積にまどわされ、 振り回されていたことになる。
調査体制の不備も一つの要因である。

( 1)土製品
① 縄文土器

[1] Al l 区の第3貝層出土の土器は、 禾本科植物を胎土に混入した繊維土器で 、 縄文
前期の士器群である。 この一群は 、 調査区内では、 A ll区の第3貝層が主体の層である。
しかし 、 調査区全域から出土した量も多い。 （図5-図8)

縄文施文の特徴によって幾つかに分類される。
1 RLの斜行縄文で、 段落にル ー プの末端が施文される一群である。
ロ縁部がやや外反する器形で口唇土面が整形される。 裏面は擦痕程度である。 1は 11区

第3貝悩出土で、 口唇部土面に連続刺突がなされ、 凹凸がある。 縄文施文段落が7段確認さ
れ本貝塚としては、 大形破片である。 2は口端部に連続刻目がなされたものである。 （図5)

2 斜行縄文施文で段落に結束痕のある一群。
ロ縁部やや外反、 口唇上面が整形され、 1類と同じく士面に連続刺突がなされ、 凹凸があ

る。 口端に刻目状のものもある。 1 7· 1 9の様に複節縄文施文の資料も存在する。 裏面は
無文か擦痕程度である。 25の様に付加条施文のものもある。 （図 6)
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3 羽状縄文施文で結束痕 （非結束）のある一群。
ロ縁部やや外反する器形で、 口唇部土面整形され、 土面に連続刺突、 口端に刻目状の刺突

の施文されたものがある。 裏面は無文・擦痕程度である。 （図7)

4 綾絡文・撚糸圧痕施文の一群。
出土量は多くはない。ヨコ・ナナメ方向に施文されたものがある。2 5はヨコ方向に撚糸

圧痕の施文されたものである。 （図7下段）

5 ル ー プ文末端施文の一群。
ロ縁部外反する器形が多い。 ル ー プ末端施文も施文工具が幾つか存在する。ある幅の広い

施文と 、 狭い施文である。口端の整形されるもの 、 土面に刺突のされたものがある。裏面は
無文。 擦痕・指頭整形痕程度である。 （図8)

6 組紐文施文の一群。
ロ縁やや外反、 口端 • 土面に刻目状刺突のなされたもの、 土面整形のものがある。 裏面は

無文程度である。 （図8中段）

7 撚糸の網目状施文の一群。
資料は僅かである。 裏面は他類と同じく、 無文· 擦痕程度である。 しかし 、 この一群は時

期がやや下るものとも考えられる。 （図8下段）
繊維土器は各層から出土しているが 、 特に、 士層出土が多い。

[ 2 ]  Aトレンチは3グリット単位に調査を実施した。 グリット毎に造物の出土状況が異
なり、 層の堆積も変化があり、 しかも 、 斜面に並行した調査区の設定といった困難な方法の
ため 、 新しい層位や消滅した層位の見落とし等があり、 3グリット単位の1�5区に分けて、
出土土器を考える。 非常に困難な調査方法のため、 遺物整理段階から困難を極めた。 その
ため 、 問題があるがあえて、 各区毎の［土器出士模試図］を作成、 また 、 明らかな層位誤認
については、 訂正を実施したところがある。
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1 第1区 (1�3) （図 9(履趙） ・ 1 0 �1 4) 

第 1 区は出土土器が多くない。ただ、 西の浜貝塚調査としては、 新しい遺物の出土に驚い
た区域である。 1�4区の最上層の黒士（表土）から、 図1 1の 1�4のように、 口縁部周辺
に沈線文で、 しかもエ字文の施文のもの、 また 、 外反した器形で口縁下部に沈線、 無文帯の
もの、 両方とも裏面口端部に沈線をめ ぐ ら した土器群が出土していることである。 晩期大洞
A式に相 当する。このことは 、 Aトレンチの西側に設定したC · Dトレンチと、 その拡張部
の調査を実施して、 D l区北側に仰臥屈葬人骨の検出があり、 晩期大洞A式期のもので、 D
1からC の拡張部にかけて晩期大洞A式土器の出土多いことから、想定していたことである。

この第1区から第2区は、「4 調査区の堆積」で説明した通り、トレンチ西壁には上部貝層
の第1貝層はなく、 混貝から下部貝層の第2 貝層からである。しかも、 東壁の第1貝層は1
区の北壁• 南壁の東西壁面図にも明かなように、 北・南壁共に、 第 1 貝層は壁面東寄りから
出現する。 そのために 、 層位の誤認がある。 1 貝層下 . 2 貝の記名 はそれを示している。 地
形を観察すると、 南側に全体的に傾斜し、 トレンチに西側の削 平が考えられる。図1 0の復
元図1�3は 、 1貝 . 2貝でなく、 少なくとも第2貝層より上部の混貝層となる。 同 じく、

図11 · 1 2 の拓本図でも同じことが言えるのである。
したがって、 図 9に示した 「第1区土器出土模式図」のように、 混貝層には各段階の土器

が混在することになる。 左上段は南境貝塚調査でも問題になった、 北東北の十腰内式系の影
響のある土器群、 末名命の型式、 かつて後藤が 「南境式」と呼んだもので、 関東での 「堀 ノ
内2式」 に並行するもの 、 上段右から2番目は 、 宮戸 II 式と沈線系の宮戸I b 式より新しい
もの、 上段右側は下段真ん中と同じで、 2 刻目連鎖文で隆線文の大木 1 0 式に近いもので区
分される。 下段左は宮戸 I b 式併行のもので各種の士器群が堆積する。

第2貝層から2混貝層は 、 中期大木 1 0式の士器群である。

図 9 第1区土器出土模式図
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ピ （図1 0 · 1 5 (恨鵡）・ 1 6) 

第1区から第2 区は、 第5区の遺物収納に振り回され、 調査終了時期に調査に入り、 最終
的には第2 区5- 6区は、 調査末了となった地区である。

第1区と同じように、 第1貝層はなく、 第2 貝層上の混貝層に、 各段階の遺物が混在する。
図15の 「第2 区土器出土模式図」 の上段左は、 宮戸I b 式併行の土器群、 上段右は帯縄文
の入組文と頚部無文の土器群で末命名のもの。下段右は二個の連鎖刻目施文とボ タ ン状凹部
施文であり、 中期大木1 0式に近いものである。 第2 貝層は中期大木1 0式の層である。 第
1貝層は東西壁面図では、 西壁からほぼlm東寄りから出現 している。また、 第2 貝層は西
壁の真ん中で消滅する。

図15 第2 区土器出土模式図
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［ 第 3 区 ( 7 � 9 ) （ 図 1 0 · 1 7 (栂胡） 、 1 s � 2  1 )  

第 3 区か ら 西壁 に 第 1 貝層 が堆積す る 。 図 1 0 の 7 · 9 は 、 口 縁逆 ＜ 字状に内折 し 、 口 縁

無文で頚部隆帯 を め ぐ ら し て 区画 し 、 環状突起下 に 隆帯や ジ ク ザ ク 沈線文が施文 さ れた も の

で、 図 1 9 の 1 3 � 1  6 、 1 s � 2 1 の拓図 と 同 じ で 、 第 1 貝層 か ら 1 混貝層 を含 め た 層 の

遺物群 で あ る 。

ま た 、 図 1 9 の 1 � 1 2 は 、 2 個連鎖刻 目 と ボ タ ン状凹部突起の施文 した 一群 で あ り 、 図

1 7 「第 3 区土器 出 土模式図」 の 下段右 を 含 め て 、 中期大木 1 0 式に近いか 、 図 1 9 の 3

4 · 9 •  1 0 の よ う に 、 ボ タ ン凹部突起 と 下部 の 沈線 と 磨消 か ら 、 大木 1 0 式か ら 新 しい様

相 と し て 分離 さ れそ う で も あ る 。

下部貝層 の 第 2 貝層 中 心 の 出 土遺物群は 、 図 1 7 の 下段左の 一群 、 図 1 8 の 4 � 5 の復元

図 は 、 4 個 の小突起を配置 し 、 口 縁無文で隆線 ・ 刺突隆起 を め ぐ ら し て 区画 し 、 突起に鰭状

に隆帯が延びる。 突起下に逆 L 字状の磨消区画帯が 、 4 区画 が連 な る 。

図 2 0 � 2 1 は第 2 貝 層 中 心 の 出 土 士器群で 、 口 縁無文 、 下部 に 隆線 ・ 刺突隆線 、 刺突列

で 区 画 し 、 胴部 に か け て逆 L 字の磨消区画が連な る も の で あ る 。 地文 と し て 縄文 よ り 、 タ テ

の撚糸文施文が多 い の が注 目 さ れ る 。

1 貝

図 17 第 3 区土器出 士模式図
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1 第4区 c1 0�1 2 )  I <図2 2 (恨鵡） 、2 3�3 1) 

第4区は第1貝層、 第2 貝層共に 、 薄く途切れながら連なる。 第3貝層も薄い。 遣物は特
に第 2 貝層がトレンチ西側の 1 2 区に堆積が厚く、 一括遺物の出土が多い。

第 1 貝層の出土遣物群は 、 図 2 2 の「第 4 区土器出士模式図」 上段左側 、 倒卵形文様、 ジ

ク ザ ク の下垂文、 鍵状の懸垂文で、 宮戸 I b 式併行の土器群である。 上段右側は隆線が多用
され、 2 個の連鎖刻目施文、 ボ タ ン状凹部突起施文で、 中期大木1 0式に近いか、 やや新ら
しく区分されるものである。 第2 貝層周辺の土器群は 、 図2 3の8 · 9、 図2 4の11 · 1  
2 、 図2 5の18のように 、 突起 、 環状突起を配し、 口 縁無文で頚部に刺突隆帯、 沈線で区
画し 、 突起下に逆 L 字状、 L 字状の磨消区画が連なるもので、 胴部に刺突隆帯、 沈線で区画
する文様構成である。

簡略化したものとして 、 口 縁無文、 沈線、 点列で区画しただけのもの 、 口 端整形だけのも
のも存在する。 タ テ撚糸文の施文が多い。

第3貝層周辺は、図2 5の2 1のように、 斜行縄文で段落にJレ ー プ文のある繊維士器で
ある。 主体は第3貝層であるが、 土層出土が多いが 、 全層位から出 土している。

図 2 2 第 4 区土器出土模式図
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I 第5区 (1 3�1 5) I (図32 (恨趙）、 3 3�4 0、 4 1�48) 

第5区の南側は南に傾斜し、第1貝層は14区中頃で堆積は消滅する。 第2貝層は北側に
厚く堆積し、西の浜貝塚としては、遺物の包含も厚く、

一括遺物の出土量も特に多い地区で
ある。 したがって 、 復元士器も図33�4 0まで約5 0個を数える。

第5区は追物の層位が明らかな地区である。 図32の「第5区土器出土模式図」 に示した
通り、 上段左の土器群は 、 宮戸I b式に併行する土器群で、復元土器では図33の1と、 拓
図では図41の資料がこれに当たる。 環状突起を配し、 口 縁無文帯で下に沈線で区画する。
ロ縁下に内部に連鎖沈線文を内蔵した 、 倒卵形沈線文がヨコに展開する文様帯を持つ、図4
1の1�7がこれに相 当する。 出土層位は第1貝層が中心である。

上段右の土器群は、 中期大木1 0式に近いか、 新しい要素として分離できる土器群と考え
ている。 突起を配し、 2個の連鎖刻目の施文の隆線、 連鎖隆線のもの、 ボ タ ン状凹部突起の
配された土器群である。ほぼ、 1貝層の下部の1混貝層が出土層位に当たる。 この土器群は 、

Aトレンチの第1区から僅かであるが出土し、 第5区に徐々に増加する。 出土層位は概ね第
2貝層上の混貝 . 1混貝である。

下段の土器群は、 本貝塚の主体となる土器群である。 深鉢形土器を基本として 、 拡は少な
いが浅鉢形 • 浅鉢注口 （片 口 ）土器、 特記すべきは 、 整理中に初めて 壷形上器の存在を知っ
たことである。 それも広 口 壷形士器である。 図3 9の48、 図4 0 - 4 9�54である。
形態は頚部に把手を持たないもの 、 （図4 0- 4 9�52 )頚部に橋状把手を持つもの 、 （図
3 9- 48 、 図4 0 - 53· 54) の2類型がある。 把手を持つ類型は、 大型壷形士器が多
い。図4 0の54は 、 推定 口 径23. 4 cm 、 現在高33. 0cm 、 最大胴径43.2cmであり、 優
に 6 0 cmを越えるものである。 このように、貯蔵形態の壷形士器の出現に注目される。

下段土器群は第2貝層出土で基本的に深鉢土器群である。口縁直立かやや外反した器形で、
ロ縁無文帯、頚部に沈線、陸帯、刺突列点の隆帯、 刺突点列で区画がなされる。 口 縁部様態
は、 平縁、 単純な突起 、 環状突起 、 橋状把手と様々である。 突起の数も4個の偶数が一般的
であるが 、 稀に図3 9の4 6 のように、 6 個も存在する。 また、図3 6 の22は奇数個の5
個もある。 この突起に対して 、 鰭状の隆帯が延びる。 ただし、 環状突起 • 橋状把手の場合は、

原則として 隆帯は 、 突起· 把手間に鰭状隆帯が付加される。
ロ縁区画した沈線、 隆帯、 刺突列点の隆帯下には 、 胴部に沈線、隆帯、 刺突列点の隆帯で

文様区画した間に、隆帯、 沈線、 鰭状隆帯を付加し、 また、 刺突痕を内蔵した文様区画を抱
え込むように 、 磨消手法によって 、 逆C 字、逆L字 、 C 字 （逆コ字）状の区画文様が ヨ コに
連鎖する。 この区画文様は突起数と同じで4個が普通であるが、 図34の13は突起と環状
突起数8個、磨消区画が8個である。 図35の17は 口縁やや内反した器形で、 突起がない
ため基準がないが、 復元図から 9個の磨消区画が巡るようである。

また 、 図38の42には、 波 状 口縁のもので 、 環状突起であるため突起間に 、 鰭状隆帯が
付加されている。

胴部様態は 口縁部から徐々にすぼまっていく形態（図33-3�8)と胴部で膨らむ形態（図
2 4-1 0、 3 、 図3 6 -2 3、 24、 図37-3 0) 、 口 縁から胴部下付近まで同じで、 底部
に近くなって急にすぼまる形態 （図3 6 -25) もある。

文様施文から観察して 、 口 縁に列点だけ、 隆帯だけのものが存在し 、 文様帯を構成する士
器群から見ると節略されたものと見られる。 地文として縄文、 撚糸文があるが、 撚糸文施文
が多い。

底部は平底で無文、 網代文、 葉文とあり、 （図47· 4 8) やや無文底が多いようである。

-37-



図38の3 9のように高台付きもある。
第4区12から第5区にかけて遺物の堆積が多く、 一括遣物が特に多い地区であるこ と は、

先に述べたが 、 この地区から大型土器の出土が目に付く。 第4区出土の図25の 1 9は口径
3 0. 8 cm、 底径 1 5.2cm ・ 器高 6 3. 2 cmである。 ほぼ口径に対し、 器高は約2倍で長胴で
ある。 図35の17は完形品ではないが、 ほぼ完形に近い。 口径3 0. 0cm、 現高57.4cmで
あり、 これも優に器高 6 0 cmを越す士器である。 ま た、 図4 0の54のような 6 0 cmを越す
広口壷形土器を含め、 超大形土器の存在をどう考えるか注目される。

1 貝

図32 第5区土器出土模式図
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[ 3 ] Bトレンチ （図4 9 (應鵡）、 5 o �5 1 、 5 2� 6 1 )  
出土土器で見る限り、 1 混、 1 貝層はトレンチの東端の上層であるために士器の出土はな

い。 従って時期は不明である。 図4 9の「Bトレンチ土器出土模式図」で示した通り 、 上段
左端は2混貝出土の土器群で、 後期中葉の宮戸 II b式に相 当する。2混貝には途中から始ま
る貝層を内蔵している。このグル ー プに大洞A式の小形土器が混在する。 2混貝本来の物な
のか明らかでない。次は、 図5 0 - 3の 1 点だけの土器出士、 3混貝である。 この層にも途
中から始まる貝層を内蔵する。厚い層であるが、 土器出土はこれだけで石斧や叉状鹿角、 骨
刀 、 貝輪の出土があるだけで、 時期は後期前葉の入組文系の土器群である。 下段左は第2貝
層出土の土器群で、 後期中葉宮戸 IIa 式の仲間である。2貝もこの大形土器2点のみで、 3

混と同じく、 他の遺物が数点出土しているだけである。
上段中央は、 3 区4混貝出士で、 後期前葉の帯縄文の入組文系の土器群である。 その右隣

は2区4混貝出士の中央部の土器群と同じ時期の物である。 右端中央は 1 区4混貝出土で同
断のものである。 上段中央右は2区2土層と2区4混貝出土でこれも入組文系に属する。上
段右端は4混貝出土で 、 後期初頭の宮戸I b式よりやや新しい士器群である。

下段左を除いた下段の土器は、 1 � 3 区の 4 混貝層出士で、 後期初頭宮戸 I b 式に相 当す
る土器群であり、 そうすると、 4混貝層出土の土器は後期前葉から初頭まで 、 数段階の土器
群を含むことになる。 3 混貝、 2貝、 2土層は出土土器が柩端に少なく、 しかも 4 混貝層に
各種の土器が含まれるので、 層位を決めるのに苦労した。 そのために、「士器出土模式図」
の作成となったのである。 3 士層という記名された土器群が存在する。 3 土層は最下層であ
り、 これを認めると層位の逆転になるので注意が必要である（図58参照）。 地区層位不明の
土器の多いことも問題がある調査である。 （國59-611:層祠叶晏）

B トレンチの出土土器は 、 『西の浜貝塚』 の概報 作成の時に、 摘み整理を実施しその後始
末が不良であったと想像される。

図4 9 Bトレンチ土器出土模式図
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[4] C · D地区 （図 62 (枢趙）、 63� 67) 
丘陵西側の検討を目的とした調査区であったが 、 成果がなかった。 Aトレンチ寄りに貝層

貝塚周縁部を検出した。 貝層薄 く 約15 cm程で地山に達し、 ほぼ西側2m程で貝層が消滅す
る。 最終的に C �D間 、 幅5mを全面剥離の調査を実施した。 C D各区から遺物が出土した
が、 C 拡張部からの出士が多 く 、 特に、 土器の出土の頻度が高い。 浅い層であり層位的取り
上げは不能であった。 図 62 「 C Dトレンチ土器出土模式図」は層位的配置ではない。 平面
的状態で示したものである。

2 号人骨周辺の図左側の土器群は晩期大洞 A式士器であり、 Aトレンチ 1 � 4 区表土の晩
期大洞A式土器に影響したもので、 図 65のように出土が多い。 中央の上段は出土量は少な
いが 、 晩期大洞 C 式に相 当する土器群で、 Aトレンチでは15区に 1点の出土が見られるだ
けである。 中央下段は晩期大洞 B式に相 当する。 図右側は中期大木 1 0 式併行の土器群であ
る。 C 拡張部周辺からAトレンチの第2貝層が堆積の始まるようである。

D c

 

図 62 C · Dトレンチ士器出土模式図
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② 土偶等土製品 （図 68�7 0)
(1) 不明土製品 1、 円 形で湾曲し対に2 個の貫通孔があり 、 用途が不明である。 長さ

5 . 1 3 cm、 幅5. 0 4 cm 、 高さ1.1 6cmである。 (14-2月） 2、 円盤状で両側端に対に2個の
貰通孔が穿かれたもの用途不明。 長さ5.3 cm、 厚さl.3� 1 .2cmである。 (11—翻）

( 2) 耳飾り 3 、 臼形耳飾りである。 上面に中央の刺突を中心に 、 2列の刺突列が巡る
もの 、 現存長さ2.3 cm+ 、 現存幅3.7 cm+ 、 高さ2.3 cmである。 (H購嘔貝に修正）

(3) 土玉 4、 上面中央に貫通孔 、 これを中心に細い綾絡状の刻線を 9 本。 側面(3コ）の
やや中央に刻線を巡ら し 、 それに交差するように、 細い綾絡刻線を上から下に巡らしたもの。
長さ2. 6cm+ 、 高さ2.45cm. (輯）

(4) 小形土器 5、 浅鉢台付で4足土器である。 口縁部にエ字文が施文 、 裏面 口 端寄り
に 1 条の沈線が巡る。長さ7. 9 cm、 幅5.7 cm、 高さ4. 0 cm (D) 

(5) 粘土塊 6、 粘上が焼成されたもの、 不明品である。 長さ 6.3 cm、 幅3. 9 cm、 厚さ
l . 9 � 1. 15cmである。 ( 1 1—翻）

( 6) 士偶 調査での出土は2 点のみである。 7 、 頭部 、 両手、 腕 、 左足欠損。 体部中
央にタ テ刺突列、 腹部張り出し妊娠状態を示す。 裏面施文なし。 長さ7.8 cm、 幅 6.7 cm 、 厚
さ1. 9 cm。 (B-ID―l栂） 8、 上部、 下部欠損 、 乳房を含み中央部のみ 、 中央に3列の刺突痕 、

裏に斜めに刺突痕あり。 長さ4.8 cm+ 、 幅4.4 9cm 、 厚さ1.3。 ( 3—贖）

(7) 士器片製円板状土製品 本貝塚出士総数15 8点であるが 、 図示した資料は45点
である。 土器片の周囲を丁寧に打砕き、 擦り込み整形したもので、 基本的には円 形であるが、

図 6 9 - 9 、 15 、 1 6 、 固7 0-37、 3 9、 4 0、 4 1は楕円形に近いもの、 図 6 9 -
4、 1 8、 図7 0-27、 2 8、 2 9 、 42、 44、 45は四辺形、 図 6 9 - 1 0、 図7 0 
- 3 0は台形に近いもの 、 図 6 9 - 6、 1 1、 23、 24、 図7 0 - 32は三角形の形態も
存在する。 この用途は明らかでない。 かっては上下に刻みのある類似の土器片があり、 漁業
用具と考えた時期もあったが 、 土弾のような用具か、 それでも重量が 1 0 g 前後の軽量では 、

武器としての効果があるのか、 数批を数える時に使用したもの 、 玩具でないか等種々のア イ
デアが出されたが、 今もって明らかでない。 円 形で直径ほぼ3�4cm中心 、 重量15 g 平均
のものである。 図示資料の明細は以下の表を参照。
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屑号 枇 士 屈 位 タテCl 3コ(ill 鱈g 贖 翻 枇 士 層 /!!. ク テCl 3ac1 旦
ニ旦且g 謄

1 A-2ー財且 3. 72 4. 06 1 9  鴨 24 B-Il-4龍 4. 2 9  3. 8 17 三鰭
2 11-4ー混 4. 02 4. 05 20 II 25 II - 紅 3. 96 4. 3 3  1 9  隅
3 11 -456ー士 4. 12 4. 27 15 II 

4 11-s-麒 3. 67 3. 4 3  17 即邪 26 11-Il-4混 3. 32 3. 68 1 9  II 

5 11 - 9- 3. 74 4. 18 1 9  鴨 27 A-4ー土層 5. 4 9  5. 66 3 9  糊柩
28 11 -10—賜 4. 81 5. 36 30 II 

6 11 - 9-麒 4. 7 5. 27 30 こ鱈 2 9  11 - 11一土層上 5. 1 3  6. 12 38 II 

7 11-10ー麒 4. 8 4. 86 24 暉 30 11 -11—麒 4. 82 3. 78 22 鵠
8 11-11—麒 2. 7 2. 65 8 II 

， 11 - 11 一 JI 3. 71 4. 6 1 9  棚服 31 11- 11 —贈中 6. 48 6. 1 50 門鼎（底菰）
10 11- 11 —贈 2. 89 3. 02 10 舘 32 11-12ー贈 3. 24 3. 2 1 3  三鰭

3 3  11 -2-1肝 5. 27 4. 94 31 刊邪 （混貝）
11 11-12ー贖 3. 24 3. 2 1 3  こ鰭 34 C―菰 2. 57 2. 54 7 II 

12 11- 11—麒 4. 36 4. 36 21 隅 35 A-7-2龍士 3. 4 3. 22 ， II 

1 3  11 -1 3ー贖 3. 78 5. 16 21 胴散
14 11 -11 —土層 3. 6 3. 38 10 鴫 36 C一杭 4. 3 4. 2 9  1 9  II 

15 II ー II —贈 3. 92 4. 05 20 梱揺 37 A- 9-1麒 4. 0 5. 05 32 胴筋
38 11-1 3ー麒 3. 3 9  3 .  71 12 綿

16 11 -14-2貝 4. 12 5. 5 28 II 3 9  11-10ー麒 3. 66 4. 68 1 9  棚服
17 c咽 3. 2 3  3. 41 11 隅 40 11-1 )—麒 4. 07 3. 31 12 II 

18 II ー II 4. 0 9  4. 46 22 目蒻
1 9  D-1—麒 3. 2 3, 3 3  I I  鴨 41 11-12—麒 4. 98 4. 2 30 II 

20 II ー 一土層 5. 08 5. 64 31 II 42 11-14—麒 3. 6 4. 05 14 隔
4 3  11 - 11-2貝 4. 06 3. 84 18 II 

21 11-1—註 4. 8 4. 58 21 II 44 11 - 11—麒 5. 1 4. 9 3  40 詞昴
22 II 3 . 8 3. 82 14 II 45 11 - 11-土層 4. 72 4. 72 3 9  II 

2 3  B-ll-4罷 3, 94 4. 5 16 三鱈
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(2) 石製品 （図7 1�7 6)
①剥片石器 ◇図7 1 - 1�4 9は石鏃である。 1� 1 9、 22は分類では 、 基部が凸状

に茎を作り出す形態 、 2 0 �2 1、 27は基部全体が棒状の形態、 23�2 6は基部を丸く
ふくらませた形態、 28�3 0 は基部がほぼ平坦な形態、 3 1�4 9は基部が扶られ凹状の
形態のものである。 縄文中期末から後期初頭に営まれた遣跡の数は多い。 石鏃の形態分類を
見ると、 「中期末から後期初頭の遣跡は、 石鏃形態的分類割合でA類 （凹基）が圧倒 的で5
0 %以上を 占め 、 B· C · D類は遣跡によって多少の違いが見られるが 、 ほぼ同じよう傾向
である」（後輯彦 1981) という。 本貝塚はA類 （凹基）と D 類 （凸基）に集中し割合は77 .5 % 
を 占める。 特に 、 C · D地区、 Aトレンチ 1�4区· Bトレンチ出土が多く、 後・ 晩期の層
に 当 たる。 後期から凸基 (D類）の頻度が多くなることを立証している。

◇ 4 9は珪質頁岩系でなく、 砂岩質のもので特殊な用途のものと考えられる。
◇図7 1 - 5 0 �5 6は石錐である。 5 0 、 53は完全品である。 石の錐で穴あけの道具

である。
◇図72 - 1� 1 1は石匙で、 1�2は横型石匙、 3� 1 1は縦型石匙である。
◇図72 - 12� 18は不定形石器類にあたる。

②棒状石器 ◇図73 - 1� 14は 、 石斧である。 1、 2 、 4はほぼ完形品、他は頭部や
刃部欠損である。 8は頭部に打痕あり、 7は凹石状に転用した打痕のあるもの、 4、 13は
細身でノ ミ 状のエ具である。 1 3は擦切手法によって切り出された擦切石斧である。

◇図73 - 1 5、 1 6は石棒である。 15は頭部、 1 6は中間残で全体にヨコ整形痕のも
のである。

◇図74- 17は砂岩質の砥石、 中部に擦切れて 穴の開いたもの 、 全体として船形底であ
る。 （麒2分m)

◇図74 - 18、 2 0 、 2 1は打石器である。 1 8は上・ 下部とも打痕で変形し 、 両面も
打痕と擦痕がある。 2 0 は凹石に転用されたもので、 上· 下部に打痕による変形 、 両面中央
部に2個凹穴がある。 2 1も上・下部打痕、下部に焼跡、 両面中央部黒色である。

◇図74 - 1 9は小形打石器で、 繭形で上· 下端に打痕、 擦痕があって 、 変形している。
小穴での擦用具と考えられる。

◇図74- 22、 図75 - 23�2 9は礫石器である。 円 礫から小判形と各種が存在する。

2 2は2号人骨出士の近くから検出。 23は両平坦面に擦痕あり。 24も上部先端と両側面
に打痕と擦痕がある。 25は長方形で両面平坦なもの。 2 6も両面に平坦部がある。 27は
反対側が大きく欠損したものである。 28は小判形で下部欠損であるが両面に平坦部あり、

上部両側面に打痕がある。 2 9は 1号人骨東 l m出土、 鎮石でないかと話題になったもの 、

小判形 、 両面平坦、 両側面に加工整形がなされたもの。

◇図75 - 3 0 �3 6、 図7 6 - 38�43は 、 凝灰岩を使用した遺物類で、 垂飾具、 石
の中央部に凹部を造り出した遺物、 両面に不明の刻線が刻まれた遣物、 凹石に転用したもの
などがある。 3 0 は片面中央部に舟底状の凹部のもの。 3 1は細長い形態で、 上部に賞通孔
があり 、 表面に刻線、 擦痕がある。 垂飾品と考えられる。 32も下部欠損しているが、 垂飾
品である。 33は上部欠損 、 凹石に転用されたもの、 上面中央部に打痕による凹部がある。
両面に整形痕がある。 34は下部欠損 、 特に左側面に約2mm幅のノ ミ 状の削痕がある。 35 
は下部欠損 、 下部に凹部 、 用 途不明、 未製品か。 3 6は3 0 と同じ中央部に舟底状の凹部の
あるもの。 図7 6 - 38�4 0 は平板状の不定形な凝灰岩に 、 不明の刻線の刻まれた追物で
ある。 4 1�44は欠損部を持った 、 平板状のもので用途は明らかでないものである。

◇図75- 37は第2号人骨の胸部から検出した小玉であり装身具である。
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( 3 )  骨角製品 （図 7 7 � 8 4 )

① 釣針 ◇図 7 7 、 7 8 - 2 8 � 3 1 は、 釣針 と そ の未製品 で あ る 。 釣針の全体を知 る こ

と の 出 来 る 資料は僅かで あ る 。 1 は特 に大形の釣針で 、 外側 に鈎が付いた唯一 の完形品であ

る 。 形態はチモ ト か ら 太 く 、 頑丈 な U 字状の形態 、 長 さ 約 7 cm、 厚 さ 1 cm を越 え る も の で、

釣針で も 延縄漁で大形魚 を対象 に し た 用 具 と も 考 え ら れ る 。 時期 は B - Il - 2 土で あ り 後期

と 考 え ら れ る 。 こ の 1 に 近 い の が 9 で あ ろ う 。 曲 が り の部分が欠 け て い る が形態は、 太 く U

字形 と 想定 さ れ る 。

小形の完形品 は 1 2 � 1  4 で あ る 。 内 ・ 外 の 鈎 の な い 単純な形態で、 曲 が り は V 字形であ

る 。 大 き さ 4 cm程で あ る 。 曲 が り 欠損 の釣針が多い。 チモ ト 、 曲 が り の欠損 し た造物で 、 細

身 の 8 cm前後 の 大形釣針 も 、 曲 が り が V 字状の形態が多 く 、 1 の U 字状 の形態 と 対象的であ

る 。

◇図 7 7 - 2 4 、 2 5 は錨形釣針 で あ る 。 頭部に貰通孔が あ り 、 吊 し て使用 す る 用 具 で あ

る 。 2 4 は錨の左側の欠損 し た も の。 2 5 は錨形の変形で 、 片側だ け の も の で あ る 。

◇図 7 7 - 2 6 、 2 7 は特殊な形態 の も の で 、 2 6 は鹿 角 の 叉状の部分を利用 し た も の で 、

丹念な整形が な さ れ 、 叉状下部の断面 に U 字状の溝が造 り 出 さ れ、 叉状の基部部分 に刻みを

入れた も の で 、 吊 り 上 げ る機能を持たせた も の と 考 え ら れ る 。 現存部約 6 cmで基部の厚み、

約 2 cm程の大形の も の で あ る 。 2 7 は先端部が欠損 し て全体を知 る こ と が 出 来 な い が 、 頭部

に釣針のチモ ト と 同 じ 糸 掛 け 状の施設が造 り 出 さ れ、 下端は鹿角 の反 り を利 用 し て反 り 曲 が

り 、 そ の裏側に紐止 め状 の 造 り 出 し が あ り 、 こ れ も 吊 り 上 げ る機能を持っ た も の と 考 え た。

長 さ 約 1 0 cm程 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 2 点共 、 物 を 吊 り 上 げ る も の と 考 えた。

◇図 7 8 - 2 8 � 3 1 は釣針の末製品 で あ る 。 鹿角 を縦割 り し た も の （個8 1-104、 105) を板状

に扁平に し、 それに切 り 込みを入れて整形 し て い く 過程 を知 る こ と が 出 来 る 。

② 鈷頭 ◇図 7 8 - 3 2 � 4 2 は鹿角製鈷で あ り 離頭鋸で あ る 。 形態 で分類 さ れ る が 、 ほ

ぼ中央部に索孔 （貫紐） を持つ も の で あ る 。 3 2 � 3 4 は名 称 が気 に な る が 、 古式離頭鋸であ

る 。 基部が 開脚 し 中央部に索孔が あ る 。 3 8 、 3 9 は前者か ら の発展形態 と 考 え ら れ る 。 開

脚 し た 一方の脚が消失 し て 、 逆刺の機能を果たす程度に退化 し 、 一方の脚は丸味を帯びて軸

と な る も ので あ る 。 3 5 � 3 7 、 4 0 、 4 1 は数個 の逆刺を左右に配置 し 、 基部が完全に軸

と な っ た も の 、 4 0 � 4 2 は B ト レ ン チ出士で 、 時期 は後期 中莱前後 で あ る 。 4 2 は未製品

で あ る が燕尾形鈷 で あ ろ う 。

◇図 7 8 - 4 3 � 5 5 、 図 8 1 - 1 0 1 は鋸 と 考 え ら れ る も の 、 固 定鋸 で あ る 。 4 3 の屈

折部 に ア ス フ ァ ル ト 付 着 、 同 じ く 4 5 の基部 に ア ス フ ァ ル ト が付着 し て お り 、 棒状 に 固 定 し

た こ と が 明 ら かで あ る 。 4 6 は ア カ エイ の尾刺 を利用 し た も の で あ る 。 4 7 � 5 5 は上部欠

損 し 、 単 な る 刺突 具 か も しれない。

③ 骨鏃 ◇図 7 8 - 5 6 � 6 0 で あ る 。 刺突具の 一種で 、 5 6 、 5 7 は基部 に ア ス フ ァ ル

ト が付着 し た も の で あ る 。

④ 棒状角器 ◇図 7 9 - 6 1 � 7 0 で あ る 。 鹿角 を利用 した も の で 、 自 然面 を 残 し 、 裏側 、

側面 を丹念 に整形 し、 頭部 は丸味 を 帯び、 下部はやや角 度 を持たせて 削 り 、 やや細身 と な る 。

用 途 は 明 ら かで な い 。

⑤ 骨 針 ◇図 7 9 - 7 1 � 7 9 で あ る 。 素材が多様で 、 中 手 骨 か 中 足 骨 を 縦割 り に し て 、

- 86 -



先端を鋭利に尖らせ刺突具としたもの、 鹿角 や烏骨を利用したものもある。上部欠損したも
のが多く、 また先端部の欠損もあり形態の知れる遥物は71�7 3、 78、 7 9程度である。

⑥ 骨箆 、 骨 ヒ ◇図7 9 - 8 0、 図8 0 -81�83である。中手骨、 中足骨を縦割りし
た素材を使用、 完形品は8 0で、 他は先端部が欠損である。 83は細身である。

⑦ 箆状骨器 ◇図8 0 - 84�87である。 形態不定で箆状に薄く整形されたもの 、 用途
は不明。 ◇図81 - 9 9は上に2個索孔があり、 箆状で扁平である。 鯨骨製。

⑧ 装身具類 ◇図8 0 - 88� 9 6、 図81 - 97� 98。 形態は上部に索孔 （貫紐）を
持つものである。 素材は多様で、 鹿角 、 鹿角 の骨幹部、 鳥 骨、 キ ツ ネの下顎骨、 マ フ グ上顎
骨等である。 形態も多様である。 88 、 8 9は上部に索孔があるが、 細身であり下部欠損の
ため全様は不明であり、 上部に索孔を持つ細身もあり、 骨針かも知れない。92は上部欠損 、

下部に螺旋状に文様が施文したもので、 特殊なものである。

⑨ 骨刀 ◇図81 - 1 0 0は鯨骨製で、 刀の様に反りがあり、 手元はやや太く、 上部に鈎
状の造りがあり、 裏側に凹部がある。長さ42. 2cmと長いものである。 B - III - 3混出土
で、 時期が後期である。

◇図81- 1 02�1 05、 図82 - 1 0 6�125は 、 鹿角 の切断 、 縦割りのなされた
もので、 製品への過程を知ることができる。 1 0 4、 1 0 5は鹿角 の半裁で 、 図78- 28
�31のように扁平な資材にする 、 前段階のものである。 118�123は上下を切断した
素材を、 縦に小割にしたものである。

◇図83- 1�11、 図84- 12�14は 、 ス ズ キの鯨蓋骨である。 1�7は左 、 8�
1 4は右である。 この鰊蓋骨に刺突痕 、 噛み痕 、 押圧痕の有るものである。 魚の刺突漁の痕
跡かと考えたが、 どうも犬の噛み痕が大部分のようである。 3、 4の押圧痕が刺突漁による
痕跡と考えられる。

(4) 貝製品 （図84�8 6)
① 貝輪 ◇図84- 1�5、 6� 9、 図85 - 1 0�18、 図8 6 - 1 9�2 6である、

1�5はサル ボ ウ 製であり 、 以下はイ タ ボカ キ製である。 特に 、 1 0、 1 1 、 12、 15、

1 9は完形品 、 それに近いものであるが 、 中央部の穴が小さいことから 、 未製品のようであ
る。
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(5) 自 然遣物について
西の浜貝塚のAトレンチの貝層は 、 貝の混入があまり密でない混貝的な貝層である。 昭和

4 1年代の調査であり、 自 然遺物を特に主題とする調査ではなかった。 調査者の眼に触れた
大形の追物を拾い挙げる程度であった。 したがって、 イ ノシ シ ・ シカ 、 海獣類の骨格 、 それ
に鹿角 ・ 人骨といった大形追物の収集が多い。 しかし、 整理を進めて見て、 案外小形の魚骨 ・

鳥骨等の遺存骨が採集されているのに驚いた。
今回の整理の結果、 同定された動物遣体は、 以下のように1 0綱 6 8種類に分類された。

昔の荒い調査方法としては分類種が多い。 それは、 その後、 貝塚調査に縄文人の生活復元に
は、 生業の復元が欠かせないため 、 二月 田• 青島・南境貝塚等の調査に 、 古生物専門家の協
力があり、 動物追体の同定、 特に 、 骨格部位の同定の技術、 知識が向上し、 種類を識別出来
るようになった ためである。 現在、 宮城県の貝塚調査で 自 然遣物の分析 がなされない調査は
なし、0

動物遺体の種名一 覧表は次の通りである。

I 軟体動物門 16 オ オノガイ
(1) 腹足綱 8種類 17 ア リ ソ ガイ

1 ク ボガイ II 節足動物門
2 コシダカ ガンガラ (1) 十脚目短尾綱 1種類
3 ス ガイ 1 カ ニ類
4 ウ ミ ニナ III 脊椎動物門
5 ツメタ ガイ (1) 軟骨魚綱 2 種類
6 ア カ ニ シ 1 サメ類
7 イ ボ ニ シ 2 エ イ 類
8 バイ (2) 硬骨魚綱 10種類

(2) 掘足綱 1種類 1 ボラ
1 ツ ノガイ 2 マグロ

(3) 二枚貝綱 17種類 3 プリ
1 カ リ ガネエガイ 4 ス ズキ

2 サルボ ウ ガイ 5 ク ロ ダイ
3 ア カ ガイ 6 マダイ
4 イ ガイ 7 タ イ 類
5 ア ズマ ニ シ キ 8 フ グ類 （ ヒ ガンフグ）
6 マ ガ キ ， マ フグ （トラフ グ）
7 イ ワ ガ キ 10 コチ
8 イ タ ボ ガキ (3) 両生綱 1種類， ヤマトシ ジ ミ 1 カ エル
10 ハマグリ (4) 爬虫綱 1種類
11 オ キ シ ジ ミ ガイ 1 ウ ミ ガメ科
12 オ ニ ア サ リ (5) 鳥網 16種類
1 3  ア サ リ 1 キ ジ
14 シオフ キ ガイ 2 ア ビ
15 マ テ ガイ 3 オオハム
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4 カ イ ツプリ
5 ア ホ ウ ド リ
6 ミ ズナギ ドリ科
7 ウ ミ ウ
8 ヒ メ ウ
9 ウ類
10 マ ガモ
11 コガモ
12 カ モ類
13 オオハ ク チ ョ ウ
14 ヒ シ ク イ
15 ワ シ タ カ 科ト ビ
16 カ モ メ類

(6) 哺乳綱 11種類
1 ウ サ ギ

2 タ ヌ キ
3 キ ツ ネ
4 イ ヌ
5 オットセ イ
6 イ ノシ シ
7 シカ
8 ク ジラ類
9 イ ルカ
10 ト ド
11 ヒ ト

合計 6 8種類



① 貝類
貝類は種名一 覧表に示したように腹足綱8種 、 掘足網1種、二枚貝綱17種の合計26種類で

ある。採集追物を見る限り、 拾い集められた状態である。その大部分は鍼水産の貝類である。
ただ 、 シ ジ ミ が1種 あり、地理的に近い鳴瀬・江合川から運び込まれた物であろう。他は、

貝塚前面に広がる海浜（松島湾）から、食用として搬入され、 破棄された物である。 採集さ
れた貝類で頻度の高い貝類は 、 腹足網 （巻貝類）が多い。特に、ス ガイ ・ ア カ ニ シが多い。
このように 、 巻貝類の頻度の高いことは、 巻貝の生息地は 、 潮間帯の波荒い地域、 岩礁周辺
である。 二枚貝のイ タ ボ ガ キ・イ ワ ガキ・マ ガキの採集もあり、採取地域は貝塚前面の海浜
より、 宮戸島寄りや、 桂島周辺の潮流の早い岩礁地帯であろう。

それにしても 、 貝層のプ ロ ッ ク サ ンプ リ ングの採集がなされていない調査は、 貝類の種名
はわかるが 、 貝層の内容を十分に理解することが出来ない欠陥がある。
② 節足動物

十脚目短尾類の 1種、 カ ニ類の左鋏部分、 （第1輯）の可動指、不動指部分である。種名は分
からない。
③ 脊椎動物

(1) 魚綱
発掘時に掘りあげた魚の内臓骨の部位骨諸骨の、 特徴的な部位によって、 種の同定を実施

した。 その結果、 軟骨魚綱2種、 硬骨魚綱10種を検出した。
軟骨魚綱のサメ類は椎骨の出土があるが種名はわからない。 エイ 類は刺突具として使用さ

れた、 エ イ 類の尾棘 1点がある。長さ7.1 cm (C)である。
硬骨魚綱 ボ ラ は鰊蓋骨 L 2Rlの3点出土、 マグロ は椎骨である。 Aトレ85点、Bトレ

7点、 C トレ5点、 Dトレ8点合計 1 0 5点である。 A3�5区に集中する。 出土層位は大
木 1 0式の中期である。 この時期に見合う道具類は、離頭鈷 （古式離頭鋸）とこれから形態
発展した離頭鋸 （軸の発生）である。椎骨の大きさも高さ4.14cm、幅4.4cmを最高に、 高さ
3�2cm前後、 幅も3�2cmで中形のマグロ の様である。 椎骨の数で機械的に算出しても4
匹程度である。

ブ リは歯骨で L 2 R4の 6点である。 破損しやすい部位であるが、 長さ 6�5cmである。
A l 区の混貝層に集中する。

出土頻度の高いのがス ズキである。 歯骨 L 41R 62合計1 0 3点、 高さ 1.3�0. 9cm、

長さ 6�5cmである。 やや小形の遺体も存在する。 鯨蓋骨は L 77 R 6 0合計13 7点であ
る。 先端部の破損多く、計測できる追体は多くない。しかし、 刺突痕 、 押圧痕のある遣物が
ス ズキ漁の証拠かと注目された。 しかし、 大部分は捕獲後のイ ヌ 等の噛痕のようである。 し
かし、 2 · 3の遺体に刺突漁の痕跡と考えられるものがある。これからも検証しなければと
考えている。 この他にも、 椎骨、 主上顎骨、 前上顎骨、前鯉盤骨、 関節骨がある。 関節骨が
多く、 L l5R35合計50点である。長さ 6�5cm前後 、 幅は3�z cmである。中形魚としては
最も出土量の多い魚種である。

ク ロ ダイ は歯骨 L 4R3の7点で 、 歯骨高1. 35�1. 1cm、 長さ5. 25�3. 9cmであり、 やや小
形の遣体が含ま れる。前上顎骨がやや多い出土で L 9 RlO合計19点である。計測値では高さ3.
83�3. 21cm、 長さ4.14� 3. 2cm前後である。 ク ロ ダイ は内湾に見られる沿岸魚であり、 汽水
域にも生息している。 冬季にやや深い所に移動する他は 、 沿岸ま たは湾内の底近くの砂泥底
を遊泳し、 棘皮類、 貝類等を捕食する。春から夏に内湾沿岸の潮間帯の藻場に産卵する。

マダイ は歯骨 L 9 Rll合計20点、 歯骨高1. g�o. 97cmの範囲内である。 歯骨長5, 43�3. 76 
cm前後である。 ただし、 歯骨高0. 6cm、歯骨長2. 77cmと超小形のマダイ の捕獲がある。
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前上顎骨もL21 R21合計42点の出土で、 計測値長さ5. 8 9- 3. 62cmの範囲である。 したがっ
て、体長は40cm以上が大部分である。 特殊なものとして超小形の 30cm以下の遣体もある。 特
に、椎骨の出土は他の部位に比較して少ない。

タ イ 類は ク ロ ダイ ・マダイ の区分の出来ないものである。 額骨 6点、上後頭骨 9点、 椎骨
8点、尾部棒状骨1点、 主上顎骨L15R20合計 35点、 角骨L 6 R5合計 1 1点である。

フ グ類 ヒ ガンフグで上顎歯骨LR各1点、 下顎歯骨L1点出土がある。
マ フグ トラフグと考えられる。 上部に貫通孔があり垂飾品として加工された追物で、 上

顎歯骨R、歯骨長3.8 6cmである。 他は上顎歯骨Lで歯骨長5. 6 9 cmである。 B - II -4混
土出土である。

コチ 鯉蓋骨Rと歯骨LRが出土している。 習性は回遊性なく内湾の沿岸砂泥底に生息し、

常に砂泥に体を埋めて隠身する習性がある。 4-7月に接岸して産卵する。
(2 ) 両生綱
カ エルが1点のみである。
(3) 爬虫綱
ウ ミ ガメ科のア オ ウ ミ ガメと考えられる。 カ メの迪存骨出土の頻度が高い。 特に、Al区、

A Z 区、 Bill区に集中し 、 プ ロ ッ ク 状の出土である。 部位も指骨、肢骨、 甲 羅などが見られ
る。 Al区12点、 A Z 区2 3点、 A3区3点、 A4区3点、 A S 区4点、 A l l区 6点、 A l2区
4点、 Al5区3点、 Bill区12点、 C 拡張5点のようである。 特に、 トレンチの南側に頻度が
高い。 層位を検討すると、第2 貝層上の混貝層、 時期は宮戸I b 式から後期前葉頃である。
Bトレンチでも4混から土層であり、 後期前葉当 たりの時期と考えられる。 ア オ ウ ミ ガメは
日本近海ではもっとも普通の種類で、 日本の南部砂地の海岸に夜間産卵する。 日本の太平洋
岸では 、 6-7月頃夜間に上陸し 、 砂中に深い穴 (50cm) を前肢で掘り、直径 35-45rnmの球
形の卵を100-170個程度産む、産卵後は後肢でその上に砂を毅い、 口 中の海水を噴き出して
跡を隠し、 再び海へ戻る。 肉は食用になり、 甲 は亀 甲 細工の原料ともなる。

(4) 鳥綱
鳥骨は特に長管骨は骨質が薄いため破損度は高い。 また部位の特徴によって種を同定する

ことは非常に難しい。 しかし 、 合計16種の鳥類を検出した。
キ ジ 上腕骨L2 Rl合計3点、 大腿骨L4 R3合計7点、烏 口 骨 R l 点、 腔骨L l Rl

合計2 点の出士がある。 キ ジは平地や山地の草原 、 雑木林に生息し、4- 6月に地上に枯草
などで産座を作り、抱卵 、 繁殖する留鳥で日本の鳥の代表的なものである。 キ ジは人間の生
活圏の近くに多く生息するため 、 捕獲される機会が多かったのだろう。

ア ビ 烏 口 骨Rl点の出土である。 冬季に日本に渡来する冬鳥、岸近くの河 口 部や湾内に
群生する海鳥である。 水泳が巧みで、 長く潜水して魚類を主食としている。

オオハム 上腕骨L1点、尺骨L1点のみである。 ア ビと同様冬季に日本に渡来する冬鳥
で 、 沿岸や内海に群生し魚類を主食としている。 これも魚群を知る目印となる。

カ イ ツブ リ 上腕骨R2 点の出土。 夏鳥で湖沼、河川にきわめて普通に見られる。
ア ホ ウ ド リ これも上腕骨Rl点の出土。 大形の海洋鳥で夏期繁殖地から飛来する。 常に

海上にあって長い粟を張って海面上を低く帆翔し魚 、 イ カ 、 浮遊動物を食としている。
ミ ズナギ ド リ科 部位不明の1点のみである。 日本近海の無人島や人の少ない島にたくさ

ん集まって巣をかける。 繁殖期には斜面に穴を掘って卵を産む。 普通は1巣 1卵で卵は白い。
魚の群れる海面に集まるので、漁師が魚群を見つける目印となり、 カ ツオ ド リと呼んでいる
地方もある。

ウ ミ ウ 上腕骨L4R5合計 9点、 大腿骨R2 点、 烏 口 骨L2 R3合計5点、 腔骨L3R
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1合計4点、 撓骨R I 点、 尺骨R I 点とやや多く遺体が検出された。本州中部以南には冬鳥
として渡来する。 鵜飼に使用 されるのは、 ほとんど ウ ミ ウ である。 巣は海に面した絶壁の岩
棚上に枯草や海藻を敷いて 巣とする。

ヒ メ ウ 大腿骨R5点の出士がある。北海道と本州北部でも繁殖する。 本州以南には冬鳥
として 渡来する。 大きな群れとならず 、 単独か5� 6羽が多く、 海に面した岩壁をね ぐらと
している。

ウ類 種名の判断できないものである。
マ ガモ 上腕骨 L 3Rl合計4点、 尺骨 L 3 R l 、 撓骨 L 1 R 1も検出された。 日本各地

に普通に見られる大形カ モである。主に穀類や水草等の植物質を食すので、 肉の味がよいの
で狩猟の最適な獲物である。大部分は シベリヤから渡来する。

コガモ 大腿骨 L l Rl合計2 点の検出がある。 日本産のカ モでは最も小さいが 、 肉の味
がよいので狩猟家に喜ばれる獲物である。 冬鳥として シベ リ ヤから渡来する。

カ モ類 種名のわからないものである。上腕骨 L 8 R7合計15点、 腟骨 L 4R3、 尺骨 L l
lR 6 、 撓骨 L 2 R2 、 烏 口 骨 L 3R3、 中手骨 L 5Rlと多数の部位が確認されている。カ
モ類はガン ・ カ モ科のなかでも種類が多い。ここでは、 マ ガモ程度の大きさのものを一括し
た。 マ ガモ 、 オナガ ガモ 、 ヨシガモ 、 ヒ ト リ ガモなどの陸ガモや、 ビ ロ ー ド キ ン ク ロ 、 ク ロ
ガモなどの海ガモが含まれている可能性が高い。大部分が冬季に日本に渡来する冬鳥で、 西
の浜貝塚前面の海域に多数見られたと思われる。

オオハ ク チ ョ ウ 中足骨 L 1 点のみの検出である。 オ オハ ク チ ョ ウ は日本に渡来するガ
ン ・ カ モ科最大の冬鳥で、 海岸 、 湖沼に群生し 、 主に水草を食べる。

ヒ シ ク イ これも中足骨R I 点だけである。 大形のガ ンで日本に渡来するガンのうち最も
数が多い。冬鳥として 渡来し、 昼間に田 や干潟 、 池などで休み 、 夜間に田や池に飛来して 、 水
草の茎や根 、 穀類を食す。ヒ シ ク イ の名は好んで ヒ シの根や茎を食べるために名づけられた。

ワ シ タ カ 科ト ビ 上腕骨 ? 1 点のみである。 現在、 普通に見られるタ カ で、 冬鳥として渡
来し、 岩壁のある海岸、 川沿いに生息し上空を旋回して獲物を狙う。

カ モメ類 部位不明 一般に海に面した絶壁に集団した繁殖する。 日本に冬鳥として渡来
し、 大形の卵2 �3個を産む。 カ モメは漁師にとって魚の群の目印となるので、 地域によっ
て大切にしている。

( 5 ) 哺乳綱
ウ サ ギ 大腿骨R2 点が検出されている。 小形哺乳類の代表である。
タ ヌ キ 下顎骨 L l R l 計2 点、 寛骨 1点がある。 タ ヌ キは雑食性の中形獣で 、 沢筋• 池

沼• 河川 ・ 入江などの水辺に近い浅い山林に生息し 、 夜行性で日中は木の根元や士穴• 岩窟
で眠る。

キツネ 下顎骨 R I 点、 両端は切断、 下顎下に幅広い刻みがあり垂飾具として加工された
もの。 キツネは タ ヌ キより大形の中形獣で、 疎林や丈の高い草原に棲む。夜行性、 肉食性で
ミ ミ ズ、 貝類、 昆 虫類などの動物質が主食である。 専ら毛皮が利用されている。

イ ヌ 下顎骨R、 肩 甲 骨、 寛骨等の追体が検出されている。 縄文時代には 、 イ ヌ は獣類の
なかで唯一飼育された家畜である。 狩猟犬として使用 されたと考 えられている。 本貝塚には
例がないが 、 犬骨一体が埋葬されている例が多い。 手厚く埋葬されたものである。

ア シカ 西の浜貝塚は海獣や爬虫類の遺体の出土が特に多い。 調査時の記名をもとに検討
した。現在、 ア シカ と分類した遣体に 、 他のオットセ イ ・イ ルカ ・ ト ドの遺体が含まれてい
る可能性が大きい。

大腿骨 L lRl、 撓骨 L l Rl、 犬歯 、 椎骨2 点、 その他 6点部位不明の追体がある。 冬
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季に南下し、 春季に北上する群れが捕獲の対象になったと思われる。
オットセ イ ・イ ルカ・ト ド
ク ジ ラ 類 骨刀・ 箆状等加工品である。
イ ノシ シ 陸棲の中形哺乳類で 、 シ カ と共の出土量が多い。 西の浜貝塚も同様である。 上

顎骨L5R 9計14点、 下顎骨L4R7計11点、 肩 甲骨L4 RIO計14点、 上腕骨L2R4計 6
点、 撓骨L2R3計5点、 中手骨L 1点、 寛骨L7 R2計 9点、 大腿骨L 1点、 腔骨R5点、

距骨L2R3計5点と造体の出土が多い。 特に 、 上 、 下顎骨の検討がなされ、 顎骨の歯牙の
萌出 、 交換や歯冠の磨耗等と 、 年令との関係を主として後臼 歯の萌出によって段階を設定す
る方法が試み ら れ、 狩猟時期の季節性の復元がなされた(1 974 蔀韮）。

イ）沙J:顎骨
L M 3M2MlP4P 3P2Pl C I 3I2I l  R I l  121 3 C PIP2P 3P4MIM2M 3 睛

A-1-1貝下 0 0 0 0 0 Il-1 A-1-1貯 謳 IV-2 
A-4—賜下 0 0 0 0 0  Il―l A-4ー士屑 0 0 0  0 0 0 ll-2 
A- 9-i尉貝 0 0 0 0 * I\'-2 A-4—贈中 0 0  0 0 0 ？ 
A- 9-2具 0 0 0 0 0 0 0 0 n'-2 A- 9ー麒 0 0  0 0 檄 "「-2
B- I -4混 0 0 0 0 檄 1\1-2 A- 9-1嗣 0 0 0 0 0 0 0 0  IV-2 

A- 9-2月 0 0 0 0 0 0 0 0  wー2
B- J -4混 0 0 0 0 檄 IV-2
B- J -4混 0 () () ？ 

頸噌作 A-7-1麒 QJLQ ？ 

イ］シシ下罹骨

L M 3M2MlP4P 3P2PlC I 3I2I l  R I 1121 3C PlP2P 3P4MlM2M 3 麟
A-15-2具 （）（） JV-2 A-14-2 (m)m2m 3 
B-ill-4龍 m 3  (m2) (ml) 0 * I B噌ー4混 () () () () () 0 ヰ N-1 
A—碍 () (m 3) (m2) (ml) () B-ID-4混 (m) (m) m 3  * I 
A-11—麒 来 0 0 0 0 Il-1 A-1 3ー貝 0 0 0 (m)m2m 3 0 Il-2 

A-1 3—麒 0 m2m 3  未
B—硼 0 0 0  0 0 未 Il-2 

飼—罰 I A- 9ー尉 00 0 0 0 0 素 ill-2 

イ ノシ シの上顎・下顎骨合計25点を見ると 、 特に 、 下顎骨に乳歯を持ち 、 第1後臼歯が
未萌や萌芽の段階の幼体が多いことに注目される。 生後 1 年目頃のものである。

シ カ 大形の哺乳類で、 イ ノシ シと共に出士醤が多い。 上顎骨L2R3計5点、 下顎骨L
5 R4計 9点、 第 1頚椎2点、 第2頚椎1点、 肩 甲骨L7R4計11点、 上腕骨L2 R3計5
点 、 撓骨L3R2計5点、 寛骨L2R2計4点、 大腿骨L3、 腔骨L4 R2計 6点、 距骨L
8 R3計11点の検出がある。 他にも部位を決めかねた追体も多いので、 その中に含まれてい
る資料もあると考え ら れる。 シカ の場合は 、 角が生活用具の材料として 、 活用されるため出
土が多い。 鹿角には頭骨付きのもの 、 これは狩猟によって確保されたものと、 角は生い変わ
る時の落角とがある。 頭骨付き11点、 明 ら かに角座のある落角5点、 落角で切離 し痕、 縦割
りの加工痕のある遣体12 3点、 角先端部分7点等のように多数であり、 図 8 1�8 2に示した
ように、 かなり小破片まで手が加え ら れている。
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汎吐罰

L 
A- 9- 1 麒
A-12—麒

M3M2M!P3P2Pl 
0 0 0 0 0 

中 0 0 0 0 0 

鰭
IV-2 
IV-1 

R 
A-1 1一月層印
B-ID-2混土
A-14 

PlP2P3MlM2M3 
0 0  0 0 0 

0 0 0 0 0 0  

0 0 0 0 0 

睛
N-2 
N-2 
Nー2

況i 下罹骨

M3M2MlP3P2Pl 
A-1-1貝下 0 0 0 0 0 0 
A-1 ・2-1 ・2月下 未 0 0 0 0 
A-12ー麒 0 0  0 0 0 0 
B-ill―士層 0 0  0 0 0 0 

L

 
睛
JV-2 
皿ー2
JV-2 
IV-2 

R 
A-11—麒
B-Il-4混
B-ill一土

PlP2P3MlM2M3 
用
1 

軍

鰭
W-1 
W-1 
n'-2 

ヒ ト 調査中埋葬人骨と し て調査 したのは、 A - 1 1 - 2 貝下の第 1 号人骨とC - 1 区の第
2 号人骨だけである。 し か し 、 出土造体は37箇所と多い。 ややまとまっての出土はA- 3
- 2 混貝の頭骨を含めて 、 下顎骨L、 上肢骨、 指骨の出土、 A - 7 - 2 貝下の指骨等の散乱
状態のものである。 単品の出土では、 頭骨、 大腿骨、 椎骨がある。 また、 幼児骨· 胎児骨の
出士が8点もある。 単品出士 を含めて埋葬されたものか明らかでない。

第1号人骨は、 頭骨の上部が欠けていたが、 横臥屈葬で、 下肢骨の保存状態は良好である。
縄文中期大木10式に併行するもの。 第2 号人骨は仰臥屈葬で両腕を胸で交差、 この部分から
装身具の小玉が2 個検出された。 両足を 立 て 、 表土が浅かったためか、 立てた足の上部が耕
作時に削られていた。 縄文晩期大洞A式にあたる。

6 出土遺物の考察
士製品の縄文士器については 、 Aトレンチ第3貝層中心の前期初頭の士器群から 、 中期大

木1 0式中心、 続いて 、 後期初頭の宮戸 I b式から 、 後期前葉、 後期中葉宮戸 lI 式さらに、

晩期末大洞A式とほぼ層位的に検出された。 しか し 、 Bトレンチの発掘後の遺物処理に欠陥
があったようで 、 層位が逆転する結果もある。

(1) 前期初頭の土器群について
層位的にAトレンチの第4区の第3貝層中心に出士 した。

の出土がある。 縄文施文の特徴によって7類に分類 した。
西の浜貝塚周辺では 、 早期末から前期初頭の土器群を出土する追跡は 、 町内の貝殻塚貝塚

をはじめ 、 塩釜市桂島貝塚、 舟入島貝塚、 七ヶ浜町左道貝塚、 大木囲貝塚、 鳴瀬町金山貝塚、

里浜貝塚など多数存在する。
本標品は縄文施文は、 斜行縄文で段落にル ー プ末端施文・結束痕のある一群、 羽状縄文で

非結束痕・結束痕のある一群 、 綾絡文・撚糸圧痕施文の一群、 ル ー プ末端施文と組紐文施文
する一群、 それに正整撚糸の格子目状施文の一群である。 本迪跡に近い鳴瀬町金山貝塚の出
土造物に近似する（鴫嗣縣 1 977) 。 しかも、 柴 田郡槻木町の上川名貝塚 (IJj酵 1 951) の縄文前期
上川名 Il 式に類似 した特徴を持つという。

詳細に見ると 、 上川 名貝塚の上部貝層の 「淡水産蜆貝層」 から、 羽状縄文• 竹管文・撚糸
文• 竹管撚糸文の土器群が出土することが明らかにされた。 しか し 、 層位的調査でなかった

し か し 、 調査区全域から相 当量

- 103-



ようで、そういう意味で一括造物として扱えるか疑問視されている。 事実 、 標式資料の拓図 ．
資料を保管している東北大学から教示された資料には 、 回転組紐文は見当 らないし、 また、

ル ープ文も見当 らない。 何か欠如していると考えたい。 同じように、上川名貝塚からさらに
南の角田市小坂の土浮貝塚の上川 名 II 式でも、拓図から組紐文は無く、 出土土器の最表示が
無いが、 ル ー プ施文土器も少なく4点のみである（龍棘委 1 9 94) 。 こ のように、本貝塚は撚糸
文施文がやや少ないが 、 組紐文・ル ー プ文があり、 こ の傾向は金山貝塚と同じ傾向である。

と こ ろで、 上川名貝塚から北方、 阿武隈川を越えた 、 名取市愛島宇賀崎貝塚があり、 上川
名 II 式の土器群が多量に出 土している。 宇賀崎貝塚ではそれぞれの土器群の出 土量比が示さ
れ、 内容理解を助けている。 他の追跡でも こ う在りたいものである。 宇賀崎貝塚出 土の羽状
縄文士器群は、 口縁部に装飾文様をもつものと、地文だけのものに分類される。 口縁部に装
飾文様をもつ士器群は、全体の 1 割程で少ないという。 地文の在り方でも、結束・ 非結束合
わせての羽状縄文が7 0%弱を占め 、 結束のものが圧到的に多い。 斜行縄文の約2 3 %が続
き、 組紐回転文 、 網目状撚糸文を含む撚糸文が少鼠づつ認められる。 また、 羽状縄文や斜行
縄文の末端や片面にル ー プをもつものが比較的多くふくまれており、 注目されると述べてい
る（月紺應 1 980) 。

金山貝塚と七ヶ浜町左道貝塚 （雌良ー 1 978· 七ケil\llf教委 1 9 9 1 ・ 輯蒻 2005) から宇賀崎貝塚と類
似する士器群が出士し、 しかも、口縁部に装飾を持つ土器が、両迫跡とも少量しか認められ
ない特徴を示す。 地文に結束や非結束の羽状縄文の施文が最も多く、 斜行縄文が続き、 Jレ ー

プ文・ 組紐回転文・撚糸文・編目状撚糸文が少量存在する内容である。
しかし 、 白鳥報 文の資料は、 七ヶ浜町在住の堀野宗俊氏の表採資料であり厳密な検討の場

合問題がある。 左道貝塚では、 口縁部に装飾的文様を持つ土器は少量しか認められず 、 地文
に結束・非結束の羽状縄文が最も多く、斜行縄文が次ぎ 、 ル ー プ文・組紐回転文・撚糸文・
網目状撚糸文等が少量づつ存在する。

本貝塚では、口縁部装飾は土面、 口端の刺突 • 刻目程度であり、 上川 名貝塚のような口縁
部装飾文様を持つものは、 皆無である。 本貝塚の出土量比は、 地文で見ると小破片であるた
め間題があるが、 斜行縄文が断然多く17 7点 ( RL· LR) で3 9%強、斜行に末端ルー

プを持つもの 1 0 9点 （大部分がRL) 2 4.5% , 次いで結束・ 非結束の羽状縄文8 0点の
18. 01%となり 、 Jレ ー プ文32 点 (7.2 %) · 組紐文2 0点 (4.5%) · 綾絡文 （斜行
R L) 1 0点 (2 .2 5 % ) · 撚糸文も同じ、竹管文2 点 ( 0.45%) である。 特に、 斜行関
係を合わせると （斜行・末端ルー プ文· 綾絡文）2 9 6点 ( 6 6 % 強）となる。 土浮• 宇賀
崎· 左道・金山等とは出土土器の出 土量比に著しい違いがあるこ とに注目される。 また、 宇
賀崎での末端ル ー プ文の多いのに注目されたが 、 本貝塚も末端ル ー プ文の量が2 4.5%と全
体の 4 分の 1 を 占める こ とに注目される。

土浮貝塚では 、 装飾土器は少なく、 地文として羽状縄文施文のものが圧倒的に多く、 層位
的に変化が認められる。 特に、 装飾土器は、下層では文様のバラエテ イ ー があるが、 上層に
なると量的に少なくなり 、 文様も単純化する。 こ のようなこ とから、 上川名II 式の細分の可
能性が示されている。 上川名 II 式の層位的な細分が示されたのは初めての こ とである。

さて、塩釜市桂島貝塚（臆I乍 1 960)出土の一群に桂島式が提唱され、上川 名 II 式に後続する
型式に位置付けられた。 特徴はほとんどが地文に羽状縄文 (3分の 1 が非結束）を持つ土器
群で、 口縁部文様帯を全くないものである。

西の浜貝塚との比較で、 口縁部装飾文様を持たない土器群が皆無である こ とは同じである
が、西の浜では結束 ・ 非結束の羽状縄文や斜行縄文、 組紐文、 撚糸文、 綾絡文等が認められ、

桂島式と異なっており、やはり、 上川名 II式に位置付けられると考えられる。
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しかも、 他の上川 名 II 式土器を出土する追跡 と 比較する と 、 斜行縄文が多数を占め 、 地文
組成に違いがある。 少なく と も 、 地文組成からやや新しい時期のもの と も考えられるが、 今
は上川 名 II 式に含めて置きたい。

現在、 昭和4 6年調査の左道貝塚 （後翡翡彦 2005) 、 昭和48年調査の貝殻塚貝塚、 昭和4 9年
調査の桂島貝塚の整理を進めている。 いずれ答えがでる と 考えている。

(2 ) 縄文中期の土器群について
Aトレンチ第2 貝層中心の土器群は、大木 1 0式中心である。縄文中期の土器群は、 トレ

ンチ全体から出土したが 、 特に 、 第4区 1 2 グリットから第5区にかけて 、 包含層も厚く一

括追物 の出土量が特に多い地区である。
各区 と もに 「模式図」を示し、 合計、 実測図 1 3 図、拓図2 2 図の資料を提示した。

本貝塚の主体である第2 貝層中心の士器群は、大型の深鉢形土器を基本 と して 、 醤は少な
いが、 浅鉢形土器、 浅鉢注口 （片口）士器、 それに、 広口壷形土器である。 壷形土器はこの
時期にない と 考えており、 整理中に確認し驚いた （図 3 9�4 0) 。 量的に少ないが、 小形
の深鉢• 浅鉢士器、 注口 （片口）士器も存在する。

特に、 大形深鉢形土器で2 5図 ー 1 9、 3 5図ー 17は長胴で、 口縁幅に対し器高が2 倍
を越す。 復元図約8 0を検討した と ころ、 約 3 0個 （約4 0%) が口縁幅に対しし 1 . 5倍
以上の器高である。 また、 5 0 cm前後のやや大形土器が 1 4点も存在するし、 6 0 cmを越す
広口壷形土器の存在 と 共に、 貯蔵機能を持つもので、 超大形土器の存在をどう考えるか注目
される。

器形は口縁直立かやや外反するものが過半数を占める。続いて 、 逆字状に外反するもの 、

次いで、 やや内反する器形である。 口縁部様態は 、 平縁が4 0% と 多く、 続いて 、 4個の突
起を持つものが一般的である。 大突起4個に小突起4個が配されたものを含める と 、 平縁よ
り多く過半数になる。他に 、 僅かであるが 3 個、 5個 、 6個の突起の配された土器も存在す
る。突起も単純な突起 、 環状突起 、 橋状把手と 様々である。

何等かによって口縁部文様帯を構成する土器群が大多数である。 隆帯と 刺突列点文による
もの 、 隆帯、 沈線文 、 列点文のみによって区画、 地文の縄文等が施文されず無文のものが少々
存在する。 口縁区画した隆帯、 刺突列点、 沈線下の 頚部から胴部には 、 同じように隆帯、

刺突列点、 沈線で胴部文様帯を区画描成し、 その間に隆帯、 刺突列点文 、 沈線、 鰭状の隆帯
を付加し、 磨消手法によって 、 逆L字 、 逆C 字 、 C 字 （逆コ字）状の区画文様が ヨ コ に連鎖
する。また、 刺突痕を内臓した文様区画 （玉抱き区画）を抱え込むように、 上記の 文様が施
文されるものも存在する。 ヨ コ に連鎖する区画は、突起数 と 同じで4個が普通である。 図 3
4- 1 3 は突起 と 環状突起数8個で、 区画も8個である。 図 3 5 - 1 7は口縁がやや内反し
た器形で突起がないため基準がないが、 復元図から 9個の区画が巡る特殊な土器も存在する。
参考に口縁部様態の変化を見るために、 図87· 8 8を作成したが、 大いに参考になる。

頚部から胴部文様帯は 、 胴部下部まで展開せず 、 隆帯、 刺突列点文 、 沈線で区画されるの
が特徴である。 図 3 4 - 1 3 は特殊で、 胴部区画帯から2 本の 隆起磨消区画が胴部下まで伸
び 、 底部区画の陥帯に連なるものである。また図2 4 - 1 4は胴部区画降帯が 、 器高の半分
以下の下方に区画される。

胴部様態から観察して 、 口縁部文様帯が口縁に刺突列点文だけ、 隆帯だけ、 沈線のもの士器
が存在する。簡略されたもの と 見られる。地文 と して縄文 、 撚糸文があるが、 撚糸文が多い。

底部は平底で無文 、 網代文 、 葉文がある。 （図47、 48) やや無文底が多いようである。
図 3 8- 3 9のように高台付きが 1 点存在する。
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さて、 第2貝層出土の土器位置付けについては、 「西 ノ 浜貝塚緊急発掘調査概報 ー 文化財
報告13集 （昭和42) 」 （輯騎 1967)で、 第4層出土土器として合計1 9点の土器を図示し、

大木1 0式でもやや新しい時期と考えた。 この資料が研究者に大いに利用されて、 大木 1 0 
式上器の編年研究が進展するのである。

特に、 丹羽茂氏の4段階説 （丹戦 1982) 、 柳 沢清一氏の5細分説 （翻請ー 1980) と華 々 しい
論戦が展開される。 その後、 柳沢氏は、 改めて丹羽氏の大木1 0式の細別案に対して、 どう
して「アル フ ァ ベット文士器」が 、 大木 1 0式なのか、 土器論から論証すべきである。また、

「大木 1 0式」の説明で、 今までの論文の “類型期細別論” から、 突然に “段階細別論” に
変化し、「大木 1 0式古、 新式期」の用語も消滅し、 更に、 細別法も大幅に変更されている
が 、 その理由について説明がなされていないとの批判 がなされた。

丹羽氏は柳沢氏への一種の反論として執筆した『大木式土器』 で、 机上の操作による土器
型式の設定と、 いたずらな細分は 、 研究を混乱させるだけでなく、 何ら有益な成果をもたら
さないとのべている。 勿論、丹羽氏の論文は講座物という、執筆内容の限界があるが 、 説明
不足は否めない。 かって、 丹羽氏が勝手に内容を変更していると後藤批判をしたのと同じに
なりかねない。

両氏の間に編年型式設定の根本的違い、 細分し細分して究極の型式設定する基本的差であ
ると考えられる。 両者の論点が咬み合わないところもある。 現時点でど ちらがよいのかわか
らないが 、 第2貝層中心の土器群は大木1 0式でも新しい時期であることは間違いないとこ
ろである。

ア ル フ ァ ベット文士器は南境貝塚からも出士している。 南境貝塚7トレンチの第15層混
貝土層から第1 6層にかけて出土。 第5群土器として大形のU · C 字状文が施文される一群
である。概報 時でも口 口として新しい土器群の出現を示した。 位置付けに苦慇したが 、 現時
点で大木 9式の懸垂文の変化として、 大木 1 0式につな ぐ土器と考えている。 将来的に分離
される可能性がある （後翡揺彦2004·2005)。

南境貝塚第 14· 1 5摺出土の大木 1 0式と比較し 、 南境貝塚執筆段階で、 本貝塚出土土
器は多少の出入りがあるが 、 広 口 壷形土器が検出されているだけの違いかと考えられるが 、

これも南境貝塚5�6トレンチの整理が進展しているので明確となろう。

(3) 大木 1 0式以降の土器群
① 大木1 0式に後続する士器群
Aトレンチの第 1区から第2区の第2貝層上部の混貝層、 第3区から第5区の第2貝層上

部の混貝層及び第 1混貝層出士の土器群である。 大木1 0式から分離できる士器群と考えて
いる造物群である。突起・環状突起• 橋状把手を配し 、 口 縁逆 ＜ 字状に内折 、 頚部に隆線を
巡らして区画、 2個の連鎖刻目施文の隆線、 連鎖隆線による文様が 、 胴部下半まで展開する。
第18図 ー 1がその典型である。 それに、 ボ タ ン状凹部突起の配された土器群である。 これ
らは、 断片的に存在が知られていた。 南境貝塚の整理が進行し、 調査から3 0数年経て断片
的報告が出来、 この一群が層位的に確認出来たことである （後輯彦2004)。

8トレンチでも同じ成果があり （後輯彦2005)、 もっと良好な資料が検出されている。
編年的位置は、 層位的に第2貝層上であり、 大木1 0式より新しく、 宮戸I b式より古い

一群で 、 隆線、 連鎖隆線施文から 、 柳沢氏が今村氏の西の浜4層土器の一部が 、 門前式に並
行する意見に対し、 「岩手・宮城に西の浜4層土器に後続する未命名の士器が分布する。 そ
の範囲に、 ボ タ ン状の貼付文に中継された隆起線上に刻目文 、 あるいは鎖状の刺突文を持つ
一群の士器が成立…」と考えている （棉沢計 1987)。後期初頭の門前I 式周辺に並行するもので
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あろうと考えられる。
また 、 南境貝塚7トレンチの 9 � 11層でも1 1層から12 層に沈線文施文であるが、 ボ

タ ン状凹部 （突起）が配され、 そこから懸垂文が下垂し、 宮戸I b式に極めて近い土器群が
存在することも注目したい。

② 宮戸I b式に並行する土器群
第 1区・ 第2 区の混貝層、 第3区・第4区・第5区の第1貝層出土の土器群である。第3

区から 5 区にかけて 、 口縁逆 ＜ 字状に内折し、 口縁無文で頚部に隆帯を巡らして区画、 突起 、

環状突起下に隆帯や ジ ク ザ ク 沈線文や、 鍵文の懸垂文が施文、 また内部に連鎖沈線文を内蔵
した、 倒卵形沈線文が ヨ コ に展開する文様帯を持つものである。図41 - 1· 2 がその典型
である。 南境貝塚7トレンチ 9 �1 1層の土器群と並行する。

③ 後期前葉で宮戸I b式までを埋める新しい土器群
( 1) Aトレンチ 1 区の混貝層に沈線系の土器が僅かに検出されている。主体はBトレンチの
第4混貝層である。この層から宮戸I b式から 、 図52 - 11�1 s 、 図55- 8 � 17の
ように、 宮戸I b式から退化した文様施文のものから 、 タ テに数状の沈線で弧状、同心円文、

重弧文、 S字文が充填される士器群が存在する。南境貝塚7トレンチ 6� 8 層の第 1 群土器
に相 当する。 南境貝塚では3分類され数段階の士器群が確認されたが 、 本貝塚では第 1群土
器第 2 類、 口頚部文様帯を形成しない一群 、 緩やかな波状口縁、 口端に狭い無文帯、 その下
に沈線区画の土器群が 、 図55 - 7の 1点のみである。 此等の系譜はよくわからないが、 宮
戸 I b式の流れの退化したもの と 考えられる。
(2 ) Aトレンチの第 1区から第2区は、 西の浜貝塚調査として第 1 貝層がなく、 層位誤認が
あった地区である。 特に、 第 1 区の東西断面の北壁 • 南壁で 、 壁面東寄りから第 1 貝層が始
まるため 、 第2貝層を第1貝層 と 誤認 したのである。

第2貝層上の混貝層から数段階の土器群が出土したが 、 残念ながら層位的に区別すること
が出来なかった。 幸い、 同じ時期の南境貝塚調査でも問題になった、 口縁外反し帯縄文の入
組文 と 口縁外反し頚部無文帯と撚糸圧痕施文の士器群が出土し、 南境貝塚と同じような成果
を示す。 Bトレンチの第4混貝層も同じ状態である。

この未名命の土器群は 、 北東北の十腰内式系の影態の土器群で、 かつて「南境式」と呼ん
だもので、 関東での「堀ノ内2 式」に並行させたものである （饉蒻 1 977) 。

Bトレンチ第4混貝層は、 後期前葉から初頭まで、 数段階の士器群を含むことになる。

④ 後期中葉の宮戸II 式並行の土器群
Bトレンチの2 貝層、 第3混貝層、 第2 混貝層出士の士器群である。 出土量が極端に少な

い。 特徴は波状口縁で、 頚部に帯縄文の沈線にS字状沈線による連結と入組文の施文、 同じ
ように土器内面に帯縄文の施文されるもので 、 文様帯は区画されて胴部に延びない。 関東で
の「加曾利 B式」に並行させたものである。

⑤ 晩期の士器群
C • D トレンチとAトレンチ第 1区中心の出土の土器群である。

( 1) 晩期初頭の大洞 B式並行の士器群、図 6 6- 2 9 �3 1、 数点であるが検出。
(2 ) 晩期中葉の大洞C式並行の士器群、 図 6 6- 2 5�2 8 が検出。
(3) 晩期後葉の大洞A式並行の土器群 、 Aトレンチ第 1区に少最、 主体はC · Dトレンチで
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ある。特に、 第2 号人骨は晩期大洞A式の時期であり、 周辺に多い。 器形は深鉢 、 浅鉢、 椀
形があり 、 文様は 口 頚部にエ字形文、 沈線文、 内面 口 縁端に一本の沈線が巡らされるもので
ある。 新しい遮物の混入は整理の段階で驚いた。

B トレンチ第2 混貝層から、 椀形の土器が検出されたが 、 層が急傾斜しており上部からの
混入と考えている。

(4) 土製品について
不明の士製品 、 臼形耳飾り、 土玉 、 土偶 、 晩期後葉の小形4足土器など少ない。 特記され

ることは、 士器片製の円 板状土製品の出土15 8点と多めであった。 土器片の周囲を丁寧に
打ち砕き、 摩り込み整形した物で、 基本的には円形であるが。 楕円形 、 四辺形、 台形 、 三角
形の形態も存在することが確認されたことである。 残念なことにその用途は明らかでない。

(5) 石製品について
剥片石器として、 石鏃 、 石錐 、 石匙 、 不定形類である。 石鏃の形態分類でA類 （凹基）

B 類 （平基）、 C 類 （丸基）、 D類 （凸基）、 E 類 （棒状基）とし、 仙台湾沿岸遮跡の石鏃
形態分類の結果、 「縄文中期末から後期初頭の遺跡は、 石鏃形態分類割合でA類 （凹基）が
圧倒的で5 0%以上を占め 、 B · C · D類が遣跡に よって多少の違いが見られるが、 ほぼ同
じ ような傾向である」という（輯騎 1 986) 。 本貝塚はA類とD類に集中し、 割合は77. 5 % 
を占め 、 C • D地区、 Aトレンチ1区、 B トレンチ出土が多く、 後・晩期の層に当たり後期
からD類 （凸基）の頻度が多くなることを立証している。

棒状石器では、 石斧 、 石棒、 砥石、 打石器、 礫石器である。凹石に転用されたもの、 磨痕 、

打痕のあるもの。
石斧で凹石に転用されたもの 、 擦切手法に よ り切り出された 、 細形の ノ ミ 状の形態が存在

する。
注目されることは、 凝灰岩使用した造物類がある。 垂飾品 、 用途不明で中央部に凹部を造

り出した遺物、 両面に不明の刻線の造物等がある。 凝灰岩という性質からか、 整形のしやす
さから素材とされたものである。 昭和 3 8年の桂島貝塚調査の出士遣物に凝灰岩製の不明遣
物がある。 長さ約2 0 cm 、 幅約1 0 cmで、 石の中心部が凹部状に彫りこまれ、 上部に突起を
持つ形態のもので、 当時は岩偶かなとも考えた代物である。 やはり、 両面に意味の解らない
線刻がなされたものも出土した記憶がある。 特に、 図75- 3 4の側縁に約2 mm幅状のノ ミ
状の削痕がある。

図75- 3 7は第2 号人骨の胸に組んだ腕の上から出士した小玉である

( 6) 骨角製品について
漁榜具としての釣針、 鋸頭、 骨鏃がある。 釣針全体を知る遣物は少なく、 曲がりの欠損釣

針が多い。 図77-1が大形の釣針で、 外側に鈎付きの唯一の完全品である。 チモトから太
く、 長さ7cm程、 頑丈なU字状の曲がりであり 、 延縄漁での大形魚を対象とした用具とも考
えられる。 他の釣針の細身の8cm前後の釣針は 、 曲がりがV 字状の形態が多く、 曲がりで欠
損しており、 弱々しくU 字状の釣針と対象的である。 4cm前後の小形釣針がある。 特殊な錨
形の釣針も存在する。 U 字状の大形、 V 字状の大形、 小形、 錨形の存在は漁法や対象魚の魚
種に関係するとも考えられる。

特殊なものとして、 鹿角の叉状部分を利用したもの、 頭部に釣針のチモトと同じ造りがあ
るもの、 此等は吊り上げる機能を持ったものと考えた。
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また、 釣針の未製品があり、 鹿角を縦割りにして、板状に扁平にし、それに切り込みを入
れて整形していく過程を知ることができる。

離頭鈷があり形態で分類される。 開脚した三角形の中央部に索孔 （貫通孔）を持つもので
ある。 古式離頭鋸と呼び、縄文中期の鋸である。 次が、 前者からの発展形態である。 開脚し
た一方が消失し、 逆刺の機能を果たす程度に変化、 一方の脚が丸味を帯びて軸となったもの 、

時期が下ると考えている。 次が数個の逆刺を左右に配置し、基部が完全に茎となる。 軸部に
索孔があり離頭鈷の機能がある。 全点B トレンチ出土で、 時期は後期中葉前後である。 最後
が未製品であるが燕尾形鋸である。 中期から後期への形態変遷を確認出来た。

離頭鋸と共に固定鋸が多用されている。 基部にア ス フ ァ ルトの付着したものもある。 特殊
なものとして、ア カ エイ の尾刺を利用したものがある。 同じ骨鏃があるが、漁携用具である
か不明で、 狩猟用具かもしれない。 基部にア ス フ ァ ルトのついたものも存在する。

用途が明らかでないが 、 鹿角を縦割りして棒状にし 、 整形し上下がU 字状に削り込まれて
いるもので、 大 、 中、 小に分類される。 これらは 、 南境貝塚から大量に出土している。 中手
骨、中足骨を縦割りし、 鳥骨の先端を尖らした骨針、 同じような骨ヒ がある。

日常生活用具でない鯨骨を利用した骨刀がある。 縄文後期で B トレの第3混貝層出土であ
る。 鹿骨の骨幹を利用したもの、キツネの下顎骨、マ フ グの上顎を利用したもの 、 上部に貰
通孔を持ったものなど、多用な素材を利用した装身具が利用されている。

鹿角の切断、 半切、縦割りなど製品への過程を知る資料が多い。
図83�84は 、 ス ズキの鯉蓋骨で、 刺突痕、噛み痕 、 押圧痕のあるものである。 ス ズキ

の刺突漁を考えたが、大部分は犬の噛み痕である。 しかし 、 図83- 3· 4の押圧痕は刺突
漁の証拠とも考えられる。 南境貝塚と思うが、 ボ ラ の鰊蓋骨に貫通孔のある資料がある。 ボ
ラ は軟らかいため完全な貫通孔であり、刺突漁が検証される。

( 7 ) 貝製品について
装身具としての貝輪 （腕輪）である。 サルボ ウ 、 イ タ ボ ガキ製である。

(8) 自 然遣物について
昭和41年の調査であり、 自 然遣物については、調査者の眼に触れた大形の造物を拾い挙

げる程度であり、 自 然遺物の解明を主題とする調査でもなかった。 しかし、 整理を開始して、
案外小形の魚骨、 鳥骨等の遺存骨が採集されているのに驚いた。

古い荒い調査方法であるが 、 昭和4 0年代から貝塚に堆積する人工遺物だけでなく 、 縄文
人の生活復元には、生業の復元が欠かせないため、 自 然遣物の分析が開始される。 二月 田貝
塚、 青島貝塚、 南境貝塚等の調査に、古生物専門家の早稲 田大学の金子浩 昌氏の参加があり、
動物遣体の同定、特に 、 骨格部位の同定の技術と知識が向上し、 種類を識別出来るようにな
ったことである。 本貝塚の 自 然遣物の整理は 、 平 成年代に入ってからであり、古い調査とし
ては、 自 然遣物の分類数が多いのである。

古い話になるが 、 昭和3 0年宮戸島里浜寺下囲調査のことである 、 この年は台囲を含め3
箇所の調査が実施された。 寺下囲担当が故人になった小野力氏であった。 lm幅のトレンチ
で、 寺下囲式と命名された弥生式土器の出土した地点である。 私の記憶では上層は古墳時代
の層であったと思う。 この調査の担当 小野氏は 、 迪物採集では発掘の基本である 、 いかなる
遣物も採集し、鉄則を忠実に実行していた。 これが、寺下囲の鉄製鈷の発見に連なるのであ
る。 遣物採集の姿勢が非常に重要であることを筆者等に示していた。

今回の整理の結果、 同定された動物遣体は 、 多少未分類の追物があるが、 1 0綱 68種類
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である。 予想に反し驚いている。
軟体動物 貝類 腹足綱8種、 掘足綱 1 種 、 二枚貝綱 17種の2 6種である。 採集頻度の

高い貝類は、 腹足綱 （巻貝類）である。 特に 、 ス ガイ 、 ア カ ニ シが多い。 巻貝の生息地は、

潮間帯の波荒い地域、 岩礁周辺である。 二枚貝イ タ ボ カ キ、 イ ワ ガ キ 、 マ ガ キの採集もあり、

縄文人の採取地域を考えるこ と が出来る。
それにしても、 貝層のプ ロ ッ ク 採集がないこ と は、 貝の種名はわかるが 、 貝層の内容を十

分に理解できない欠陥がある。
節足動物 カ ニの鋏部分が出士、 鋏部分の硬い部分のために追存したものであろう。
脊椎動物 魚綱 1 2 種類検出。 軟骨魚綱はサメ類 と エ イ 類の2 種だけである。 エ イ 類は

刺突具 と して使用したものである。 硬骨魚綱は仙台湾諸貝塚出土の代表魚 、 マ グロ の椎骨が
1 0 5点の出土がある。 出土層は第2 貝層中心で 、 A3�5区に集中し 、 後期から中期の層

にあたる。 椎骨の大きさから中形のマグロ であろう。 機械的に計算する と 4匹程度の捕獲で
ある。 用具は鈷で離頭鈷が使用され、 鋸猟だ と 考えられる。

出土頻度の多いのが ス ズキであり、 左右の歯骨、 左右の鰊蓋骨が特に多く、 個体数を考え
る と 6 0匹以上で、 5 0 cm以上の大形魚である。 やや小形の造体も存在するが偶然であろう。
中形魚 と して最も出士絋の多い魚種である。

内湾沿岸魚の代表、 ク ロ ダイ 、 マダイ がやや多い。 歯骨、 前上顎骨が特徴的に採集されて
いる。 マダイ がやや多く、 体長4 0 cm以上が大部分である。 特に、 椎骨の出士が他の部位に
比較して少ない、 食法の違いか。

フ グ類も検出されている。 ヒ ガン フ グ、 マ フ グがある。 マ フ グは上顎歯骨の上部に貫通孔
があり、 垂飾品 と したものである。

内湾沿岸砂泥底に生息する コ チが検出され、 貝塚全面の海域が猟場であろう。
爬虫綱 本貝塚の特徴にカ メの迪存骨の出士が多いこ と である。 特に 、 プ ロ ッ ク 状の出士

で、 トレンチ南側に集中する。 層位は第2 貝層上の混貝層、 Bトレでも第4混士中心であり、

後期前葉頃の時期である。 ア オ ウ ミ ガメ と 考えられ、 食用のための捕獲か と 考えられるが、

よくわからない。
鳥綱 鳥骨は骨質が蒋いために破損度は高い。 また部位の特徴によって種類を同定も非常

に困難な中での1 6種の検出である。
キ ジの追存骨がやや多いのは、人間の生活圏近くに生息するために、 捕獲される機会が多

かったためである。 他は量が少ないが 、 冬期に渡来する冬鳥 、 ガンカ モ科中心である。 特種
なもの と して、 ワ シ タ カ 科のト ビ上腕骨 ？ と 、部位不明のカ モ メ類がある。

哺乳綱 陸棲の中形哺乳類のシカ 、 イ ノ シ シの出土最が多いこ と は 、 他の貝塚 と 同じ傾向
である。 肉量が多いこ と だけでなく、 特に 、 シカ の鹿角は生業用具の釣針 、 鈷等の製作素材
と して 、 欠かせないものである。 頭骨付きの鹿角、 角座のある落角なども利用されている。

特に、 上顎骨 、 下顎骨の歯牙の萌出 、 歯冠の磨耗 と 特に後臼歯の萌出によって、 年令を推
定し、 段階を設定する方法が遊佐五郎氏によって試みられ、 狩猟時期の季節性の復元がなさ
れた（蔀韮 1 974)。 イ ノシ シの特に、 下顎骨に乳歯を持ち 、 第1後臼歯が未萌や萌芽の段階の
幼 体が多いこ と に注目される。 生後 1年目頃のものである。 狩猟時期は秋から春先の冬期間
である。 シ カ は量が少ないが、 4段階の成獣が大部分である。 狩猟では獲物が幼体だから、

雌雄の区別がなかった と 考えられる。 小獣類の ウ サ ギ 、 タ ヌ キ 、 キツネ等は 、 特に、 狩猟期
はなく手当たり次第の猟であったようである。

埋葬人骨2 体、 第 1号人骨は中期で 、 第2 号人骨は晩期である。 本貝塚でも胎児骨の出土
が多い。 富崎貝塚で小児骨、 胎児骨の検出が多く驚いたが（輯 • 雌/II 200 3)、 本貝塚でも同じ傾
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向である。

7 ま と め
難しい調査区の設定、 調査体勢の不備 、 層位の誤認などの種々問題があったが 、 層位的に

出土追物の採集があり、 整理が出来たことである。
( 1) 最下層の第3貝層を第4区の 12 グリットで確認し、 トレンチ全面、 各層から出土す

る縄文前期初頭の繊維土器の出土層が確実になり、 第3貝層から周辺の士層である。
本貝塚の追物は 、 斜行縄文が断然多 く 、 次いで、 斜行縄文に末端ル ー プを持つもの 、 続い

て結束· 非結束の羽状縄文となり、 ル ー プ文、 組紐文、 綾絡文、 撚糸文で最後が竹管文とい
う量的組成である。 口縁部装飾は土而、 口 端の刺突• 刻目程度であり、 どちらかというと ロ
縁部文様帯を持たない、 簡素化された一群ということになる。 施文文様から上川名 II式に位
置付けられる。 しかし 、 他の上川 名 II式土器を出土する遺跡と比較すると、 地文組成に違い
が見られる。

現在、 左道貝塚（輯綺 2005) 、 貝殻塚貝塚、 桂島貝塚（後籠扉 2006)の整理が進行しており、 現
在では上川名 II式の仲間と考えている。

(2 ) Aトレンチの繊維士器出士の第3貝層の上屈 、 第2 貝層、 第 1貝層、 その上層の混貝
層から、 ほぼ層位的に中期大木 1 0式土器の新しい型式、 未命名だが大木 1 0式より新し く 、

宮戸 I b 式より古い土器の一群 、 また、 宮戸 I b 式に並行する士器群 、 続いて、 南境貝塚 7
トレンチ 6�8層出土の第 1群土器の第 1類～第3類に並行する数段階の土器群 、 続いて、

南境貝塚4�5層出士の士器群に並行する 、 波 状 口縁で磨消手法と帯縄文によって、 入組文
や幾何学文様がヨ コ に展開する一群と続 く 。 表士近 く 、 及び、 C • D トレンチの拡張部に晩
期大洞A式等の晩期の士器群が層位的に堆積することが明確になった。

南境貝塚4�5層出士士器並行の土器群は、 Bトレンチの第4混貝層も同じ様相である。
北東北の十腰内式系の影孵で 、 関東での堀 ノ 内2 式に並行させたものである。

(3) Bトレンチの第4混貝層が、 宮戸I b式と南境貝塚4�5層並行士器群である。 Bト
レンチの2 貝層、 第3混貝層、 第2 混貝層出土士器は、 層によって出士量が極端に違う。 し
かし 、 後期宮戸 II式に相 当する。 しかも 1貝層、 第 1混貝層は土器の出土がな く 、 時期が不
明である。 2 貝層、 第2 土層も堆積層が蒲いためか士器以外の造物も少ない。

特に、 第3上層記名の土器群があるが、 追物の時期は宮戸 II式であり、 第4混貝層より下
層に当たり、 これを認めると層位の逆転となる。 遣物処理の手違いとも考えられる。

西の浜貝塚の層位は、 Bトレンチにやや問題があるが、 層位的に遣物が処理されている。
(4) 土製品は出士逮物は少ない。 特に、 土器片製の円 板状士製品 、 その用途は不明だが、

形態が円形だけでな く 、 楕円 形、 四辺形、 台形、 三角形等の各種が存在することが明かにな
った。

(5) 石製品では、 剥片石器の石鏃の形態分類で、 A類 （凹基）が圧倒的 、 次いで、 D類 （凸
基）である。 後期からD 類の頻度が多 く なることを示した。 棒状石器では、 他の用途に転用
された石器が多 く 、 注目されたことは 、 凝灰岩を使用した遺物が目に付 く 、 垂飾品や用途不
明で両面に線刻の施された遺物である。 凝灰岩という性質から、 加工しやすい素材のためで
あろう。

( 6 ) 骨角製品では 、 漁携用具が鹿角を使用して製作され 、 釣針でも大形形態では 、 延縄漁
の用具と考えられるものも存在し、 漁法との関係を示すものがある。

鋸猟の用具 、 離頭鈷が中期から後期への形態変遷が明らかになり、 最後に、 燕尾形鋸頭へ
と変化することが 、 再確認された。 離頭鈷と共に固定鋸も多用されている。
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装身具に鹿角の骨幹を利用 したもの、 キツネの下顎骨、 マ フ グの上顎を利用 したものがあ
る。 特殊なものに、 鯨骨製の骨刀がある、 反りがあり長さ42.2cmであり、 実用品でなく何
らかの儀式用と考えられる。

ス ズキの鯉蓋骨に刺突痕 、 押圧痕のあるもの 、 大部分は犬の噛み痕であるが、 何点かはス
ズキの刺突漁の証拠であり、 刺突漁が検証されたことである。

( 7 ) 自 然造物については 、 古い調査でもあり、 調査者の眼にふれた大形の遺物を拾い挙げ
る調査であり、 期待は していなっかたが 、 整理の結果 1 0綱 68種類の動物遣体が、 同定さ
れ驚いた。 軟体動物2 6種 、 節足動物 1種、 脊椎動物4 1種（種名一覧表参照）である。

昭和4 0年代以降は 、 人工遺物だけでなく、 生業の復元の調査が欠かせないことから 、 自
然追物担当者の参加があり、 造体の同定、 特に 、 骨格部位の同定の知識と技術が向上 し 、 種
類を識別出来るようになったことである。

魚類は仙台湾貝塚の特徴、 マ グロ が多い。 内 湾沿岸魚の代表ス ズ キ 、 ク ロ ダイ 、 マダイ が
あり、 頻度が高い。 古い調査のためか大形魚が多い。 特に 、 椎骨の出士が他の部位に比 して
少ないことである。 遣体の処理方法、 食法の違いかも しれない。

本貝塚で注目されるのは 、 爬虫類の追存骨ア オ ウ ミ ガメと考えられるが多いことである。
それも後期前葉頃である。

鳥類は人間の生活圏に近く生息するキ ジが多い。 他は量が少ないが冬期に飛来する冬鳥の
ガンカ モ科中心である。

哺乳類は中形哺乳類のシカ 、 イ ノシ シが多いのは、 他の貝塚と同じ傾向である。 特に 、 シ
カ 、 イ ノシ シの上顎、 下顎の歯牙の萌出、 後臼 歯の萌出と歯冠の磨耗によって、 年令を推定
し 、 段階を設定する方法で狩猟時期の復元がなされた（蔀鰭 1 974)。 秋から春先の冬期間で
ある。 特に 、 イ ノシ シの下顎骨に乳歯を持ち 、 第 1後臼 歯が未萌や萌出の段階の幼体が多い
ことに 、 注目される。 生後 1年目頃のものであり、 狩では獲物が幼体、 雄・雌の区別がなか
ったと考えられる。 小獣類も同じであった。

8 お わ り に
西の浜貝塚が新産都市の制定によって、 仙台湾地区が指定され 、 予定地内の造跡の保護の

ため 、 破壊の恐れある追跡と して取れ上げられて、 昭和4 1年に緊急調査された。 それから
3 8年間も経過 し 、 概報 がまとめられ断片的 成果を公表して来たが 、 やっと昭和4 1年調査
分についての報 告が出来上がった。 昭和42年も維続調査がなされたが 、 著者、 体調を崩 し
て継続調査に参加出来ず 、 故加藤孝先生にお願いせ ざるをえなかった し 、 南境貝塚の調査を
継続 しなければならなかったためでもある。

昭和42年分の整理は調査・整理責任 者であった加藤孝• 阿部正光両氏も故人になり、 学
院大学で整理が継続されている。 学院大学保管の遣物は、 調査而積が広く、 造物の量も多い
ため大変であろう。 これの完 成を期待 している。

西の浜貝塚の整理は 、 二足草睦の時期は出来ず 、 県の役人時代も同じである。 本格的に整
理を開始 したのは 、 平 成2年の退職後からである。 それから 15年である。 やっと片方の肩
の荷がおりたのである。 もう一方荷は部分的に軽くなっても、 永久に背負い続けることであ
ろう。

この整理を通 して、 造物の処理の曖昧さ、 人任せは禁物であることを実感 した。
この古い調査の西の浜貝塚の報 告書が、 遅れている宮城県内の編年研究に、 寄与すること

は望外の喜びである。 若き学徒の癒起を促 し筆を懺きたい。
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9 観察表

図版番号 出土地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内 面文様 底部調整 1

外反、 沈殿に よる幾何学文、 RL

10-1 A - 1 ー 貝 士器＊ (31. 2) （混貝） 15. 0 ョ コ 整形

ロ緑外反、 頚部無文、 RL
// - 2  A - 1 - II * (25. 8) （混貝） 13. 9 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

波状口縁 6 、 無文ヨ コ整形
11 - 3 A- 3-1 貝下 II * (31. 0) （混貝） 18. 5 ヨ ：コ

突起 4 、 口頚部刺突文、 逆 c 字状磨
11 - 4 A- 4 - 2 貝 II (22. 4) 13. 5 消帯

ヨ コ外反、 口緑部無文 ヨ コ ， LR

11 - 5 A - 4 ー混 貝 ＂ (22. I) 17. 8 上 ヨ コ 、 以下タ テ整形

平緑、 LR(施文）
11 -6  II - 8 -混 貝 ” (22. 5) 25. 0 ョ コ整形

II - 7 -混 貝 環状突起4、 口 縁無文下陸帯区画， LR
11 - 7  . 1 混 貝

＂ (26. 6) 24. 3 上 ヨ コ 、 下 タ テ

注 口 土器、 突起 1 、 無文整形
11 - 8  II - 9 -混 貝 II 2. 5-ll. 5 9ー8 9. 0 葉文底

突起 4 、 頚部隆起区画無文、 LR、 突起
11 - 9  11-8-1 混貝下 II (30. 5) 28. 7 か ら綾絡文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

II - 9 -貝 層 橋状突起 4 、 小 4 、 口 緑無文で隆起
18-10 II (33. 2) 44. 8 区画、 突起下に連鎖文隆帯下垂、 LR 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形( 1 貝 ） タ テ

平縁、 口緑部無文、 沈線区画、 口縁か
II -11 II - 8 -混 貝 II (26. 5) 24. 8 ら刺突文下垂、胴部で沈線区画、LR、 下

部無文整形

平縁、LR

11-12 II - 7 -混 貝 II 14. 8 7. 8 17. 2 上 ヨ コ 、 以下タ テ整形 無文底

平縁、 頚部沈線、胴部沈線区画、 L字
11 -13 IIーII - 混貝 下 II (6. 6) 4. 4 11 .  5 文様帯連続 無文底

環状把手 4 、 頚部刺突隆帯で区劃、 下
11-14 11-8-土層上 II (34. 0) 35. 4 に逆c字状の磨消帯4 、復節RL 上 ヨ コ 、 以下タ テ整形

11 -8-2 貝下 突起 4 、 頚部に隆帯沈線区劃 、 逆 C
11-15 · 2 貝

II (31. 2) 38. 8 字状の磨消帯 4 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

11 -8-1 混貝 平縁、RL

11 -16 //-9-1 混貝上
II (22. 1) 26. 0 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

11 -10ー貝 層 橋状把手 4 、 口縁内反、 頚部隆帯区劃、

23- 1 II (26. 0) 25. 5 ロ縁無文、 把手から蕨状文 4 区画、 上 ヨ コ( 1 貝 ） RL無節

小突起 3 、 無文
11 - 2  11 -)2ー混 貝 II 8. 4 4. 6 7. 0 無文底

平縁、 口端無文、 LR

// - 3  11 -)2ー混 貝 II 12. 4 8. 4 20. I 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 無文底

環状突起 4 、 口縁内反、頚部陸帯区劃、

11 -4 11 -10ー混 貝 II (26. 2) 19. 6 ロ縁部無文、 突起下に逆C 字状磨消
区割 4 、 隆帯に連鎖文、LR無節
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図版番号 出土地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内面文様 底部調整 2

環状突起 4 、 口縁内反、 頚部に刺突
23- 5 A-1 炉混貝 土器 (25. 5) 25. 0 の隆帯区劃、LR

平縁、 口端無文、 タ テ に刷毛 目 文
11 - 6  11 - 1 1―混 貝 ＂ (12. 2) 9. 5 20. 5 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 無文底

ポ タ ン付き突起 6 、 突起から沈線連
11 - 7  11-10-1 貝 上 11 (26. 0) 20. 5 絡c字状文、LR II II 

環状突起4 、 小4 、 頚部刺突隆帯区画、

11 - 8  II - 1 1 -混 貝 ＂ (21. 9) 19. 0 ロ縁部無文、 突起下に刺突隆帯の逆
L字区画 4 、 クテ撚糸文

環状突起 4 、 口縁内反 、 頚部に刺突
11 - 9  II - 12ー混 士 II 18. 5 6. 6 21. 0 隆帯区画、 突起下に沈線で囲んだ円

文を持ち逆L字区劃 4 、LR無節

平縁、 口縁無文、 刺突列区画、LR撚糸
11 -10 11 -l l―混 貝 ” (16. 6) 13. 9 文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

突起 4 、 口級内反、 頚部刺突隆帯区画、

24- 1 1 11 - 11 - !I ” (20. 0) 18. 7 ロ縁部無文、 突起下にL字状区画 8 、 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形
たて撚糸文

平緑、 頚部・胴部沈線区画、 間 に 逆L
// -12 II - 1 2ー混 貝 II (22. 0) 20. 5 宇状区画4 、 タテ撚糸文

平縁、 口端無文、 口緑やや内反、RL複
// -)3 II -j J- 1 貝 II (33. 6) 22. 0 節、 タテ無文帯 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

11 -14 II - J Qー混 貝 II (20. 4) 小突起 4 、 口端無文 ヨ コ 、 突起か ら24. 4 胴部へ隆帯下垂、 ヨ コ 隆帯 と 連結 区
画、LR撚糸文

平緑、 頚部沈線区画、 下にLR
上 ヨ コ 、 下 タ テ整形11 -15 II - 12ー混 貝 II 27. 6 11 .  25 46. 8 無文底

平緑、 口 端無文、 タテ撚糸文
11 -16 //-JOー土貝上 II (19. 0) 18. O II II 

,, ” ,, 
// -17 JI - JI - JI II (27. 2) 27. 6 ” II 

大波状 口 緑、 環状突起 4 、 頚部刺突
25-18 II - 1 2ー 混 士 ＂ (23. 2) S4. 8 隆柑区画、 突起下に逆L宇状区面 4 、

LR 
ロ 縁やや内反、 突起 4 、頚部刺突産帯、

11 -19 11 -11-1貝 下 II 30. 8 15. 2 63. 2 ロ縁部無文、 胴部下無文、 ク テ撚糸
文

上ヨコ、下タテ最下部ヨ コ 無文底

平縁、 口端無文、 LR
11 -20 II - )Qー混 貝 II (41. 2) 20. 0 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

口端刻 且LR、 段落にJレープ文、 7 段、

11-21 II - 1 1 - 3 貝 ＂ (32. 0) 27. 3 尖底、 繊維土器

突起 4 、 口縁内反、 口 縁沈線区画、 ロ
33- 1 A-13- 1 貝 ＂ (32. 0) 18. 0 縁無文、 突起問に綾絡文 、 三角形の

磨消、LR撚糸文

突起 4 、 口縁部無文 底部高台 、11 - 2  11 - 1 4ー混 貝 11 (21. 2) 9. 2 6. 8 切込み 4

II - 1 3 - 1 5  突起 4 、 頚部刺突隆帯区画、 突起に
11 - 3  - 2 貝 ・ 混 貝

II (27. 6) 21. 2 緒状陸帯、 突起下刺突隆帯垂、 RL 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

突起 4 、 注 口 、 頚部隆術区画、 口縁内
11 - 4  II - 1 5- 2 貝 II (27. 5) 34. 5 反無文、 頚部下連鎖刺突区画、 IJJl逆L

宇状磨消区画 4 、 タ テ撚糸文
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囮版番号 出土地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内面文様 底部調整 3

平縁、 頚部隆帯区画、 隆帯口縁に 4 、
ロ 縁端RL、 上 ヨ コ 、33- 5 A-14ー混 貝 土器 (14. 3) 13. 6 ロ緑部無文、 LR
下 タ テ整形

平縁、 口縁部刺突列区画、 口縁部無文、
11 - 6  II - [ 5ー混 貝 II (30. 0) 34. 4 LR撚糸文

平縁、 口端無文、LR撚糸文
11 - 7  II -13ー混 貝 II (21. 6) 18. 8 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

,, ,, LR 
11 - 8  11 - 11 - 11 II (27. 6) 28. 0 ＂ II 

平縁、 頚部隆帯区画、 口縁部無文、LR
34- 9 II - II - II II (28. 8) 26. 8 撚糸文 ” ” 

11 - I 5 - 11 平縁、 羽状縄文
11 -10 

・ 混土
II (29. 2) 32. 4 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

平縁、 無文
II -11 ” // - 2 貝 ｝｝ (10. 8) (2. 4) 5. O ョ コ 整形 丸底となるか

橋状突起 1 、 小突起、 口 縁無文、LR
11 -12 II -)4- 2 貝 ” 10. 2 5. 2 16. 2 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 ？ 

II 11 - 2 貝 臼形突起 4 、 頚部・胴部降帯区画、 ロ
11 -13 II 34. 8 12. 4 36. 0 字状磨消区画 8 、 底部隆帯区画、 胴

• 土層 部から 2 本の磨消帯下垂、RL
平縁、 口縁下刺突列区画、 口緑部無文、

II -14 11 -13-2貝 上 II (23. 8) 26. 6 ク テ撚糸文 J: ヨ コ 、 下 タ テ整形

平縁、 口縁やや外反、 口縁下刺突区画、

35-15 II - 13- 2 貝 II (19. 4) 21. 5 ロ縁無文、LR撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

平縁、 口縁下沈線区画、 口縁無文、

11 -16 11 - 11 - 11 ＂ 22. 6 9. 8 32. 5 補習孔、底部付近 ヨ コ整形 無文底

II - 1 4- 2 貝 平縁、 口縁下隆柑区画、 胴部状隆帯、

11 -17 II 1 5 - 2 貝 II (30. 0) 57. 4 間逆L字状磨消区劉連続
// -)3-2貝 下

橋状突起 4 、 頚部隆帯、 口縁外反、
// -18 II - 1 3- 2 貝 II (22. 6) 14. 2 無文、 突起から隆帯下垂、 n 状 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

小突起4 、 口縁下沈線区画、 口縁無文、

11 -19 11 - 11 - 11 II 18. 4 8. 2 21. 2 タテ撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ 無文底

小突起 4 、 頚部刺突隆帯区画、 突起
/1 -20 II -)4- 2 貝 II (40. 8) 30. 0 に鰭状隆帯、 タ テ撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

小突起 4 、 頚部沈線区画 、 頚部下に
36-21 II -15- 2 貝 II (13. 7) 16. 8 刺突隆帯区画、 Ill]刺突隆帯の逆L字

状磨消 4 、 タテ撚糸文

環状突起 4 、 口縁内反 、 頚部刺突陰
11 - 22 JI - JI - I/ ＂ (29. 1) 28. 0 帯区画、 胴部同 じ 、 間逆L字磨消 4 、

タテ撚糸文

コ プ状突起 4 、 小突起 4 、 口縁無文、

11 - 23 II - 1 4ー土層 II (25. 2) 18. 4 長方形の縄文帯 を タ テ ヨ コ磨消帯
で囲む、 推定 5 、 RL
平縁、 頚部刺突列区画、 口縁無文、 LR

11 -24 II - )5- 2 貝 II (27. 6) 29. 2 撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

平縁、 口縁無文、 LR撚糸文
// -25 11 - 1 4- 2 貝 II (25. 2) 27. 5 II II 
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図版番号 出士地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内面文様 底部調整 4

波状突起4 、 胴部刺突隆帯区画、 突
36-26 A - 1 5 - 2 貝 土器 (12. 8) 17. 0 起から刺突除帯の逆L字磨消 4 、

タテ撚糸文

小突起4 、 突起から頚部に陸帯、

37-27 A - 1 3- 2 貝 II (32. 8) 32. 4 間逆L字磨消4 、 タテ撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

環状突起4 、 小突起 4 、 頚部刺突降
11 -28 II - 1 5- 2 貝 II (26. !)  26. 7 帯区画、 下に逆L字磨消 4 、 剥離多い、

タテ撚糸文

橋状突起4 、 注 口 、 頚部刺突隆帯区画、 無文底11 -29 JI - JI - JI ” 20. 4 9. 8 17. 5 ロ緑無文 ヨ コ 整形
浅鉢

A - 1 4- 2 貝 平縁、 口縁下刺突列区画 、 タ テ撚糸
II -30 

A-13— 土層
II (26. 0) 19. 6 文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

橋状突起4 、 小突起4 、頚部隆帯区画、

11-31 II - 1 5 - 2 貝 II (34. 8) 22. 0 ロ縁無文、 RL 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 浅鉢

環状突起4 、 小突起 4 、 刺突隆帯頚
11 -32 // -14- 2 貝 II (21. 0) 8. 8 20. 0 部区画、 タテ撚糸文、 底近ヨ コ整形 無文底

平縁、 口縁内反、 頚部沈線区画、 口 緑
11 -33 II - 1 5 - 2 貝 II (6. 4) 11. 0 無文、LR複節、 底近く ヨ コ

橋状突起4 、 小 4 、 頚部刺突険帯区画、 菓文底11 -34 II - ! 5- 2 貝 II (12. 2) 7. 7 7. 8 無文、 タ テ ヨ コ整形、 朱彩 ヨ コ整形
浅鉢

環状突起 1 、 頚部陥帯区画 、 口縁部
無文底ll -35 ll - 11 - 11 II (20. 1) 6. 0 12. 0 無文、LR 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形
浅鉢

突 起 4 、 頚部刺突陥帯区画、 突起上
38- 36 II - 1 4 - 2 貝 ＂ (19. 2) 22. 0 に鰭状隆帯、 口縁部無文、 下逆L宇上

磨消区画4 、 タテ撚糸文

II - 1 3 - 15- 突 起 4 、 頚部刺突隆帯区画、 突起に
ll -37 

2 貝 ？
II (17. 7) 18. 5 鰭状隆帯、 LR撚糸文

,, 、 ,, ,, ロ縁部無文、 下に逆L字
11 -38 II - 1 4 - 2 貝 II (23. 0) 21. 0 状磨消区画4 、 タ テ撚糸文

突起 4 、 頚部刺突隆帯区画、 突起に
高台11 -39 11 -1 4 - 2 貝下 II (12. 6) (7. 1)  12.  5 鰭状隆帯、 下に逆L字状磨消区画、 底

部近く 隆帯区画、 タ テ撚糸文 4 貰通孔

平縁、 頚部沈線区両、 口縁無文、 口 端
11 -40 II - ] 3- 2 貝 II (14. 2) 16. 0 か ら刺突隆帯下垂、 llllに コ 字状の磨

消区画5 、 タ テ撚糸文

環状突起4 、 頚部刺突陥帯区画、 突
//-41 II - 1 4- 2 貝 ＂ (28. 8) 20. 8 起に鰭状隆帯、 下に逆L字 と 円 形刺

突区画4 、 タテ撚糸文

環状突起4 、 小 4 、 頚部刺突隆帯区画、

11 -42 II - 1 3 - 2 貝 11 (27. 6) 23. 2 ロ縁部無文、 下に逆コ字状磨消帯6 、
タテ撚糸文

11 - 1 5 - 2 貝 橋状把手4 、 口端刺突列、 LR、 底部近
// - 43 

（混貝） ！／＊
” (15. 3) 8. 0 24. 0 く ヨ コ無文 無文底

突起4 、 LR無節
39- 44 11 - 11 - 11 ＂ (14. 5) 7. 0 13. 5 無文底

突起 4 、 頚部沈線区画、 下に逆L字状
JJ -45 11 - 1 4 - 2 貝 ＂ (22. 6) 22. 4 磨消区画4 、LR

突起 6 、 頚部沈線区画、 頚部下 に も
11 - 46 11 - 1 3- 2 貝 11 (35. 6) 30. 8 区画、 口縁無文、 コ字状磨消区画 6
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図版番号 出土地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内面文様 底部調整 5

突起 4 、 頚部刺突隆帯区画 、 突起に
39-47 A-13- 2 貝 土器 (40. 0) 22. 4 鰭状涵帯、 口緑無文、LR撚糸文 上 ヨ コ 、 下 ？

平緑、頚部隆帯区画、 橋状把手 4 、胴
11 -48 II -15ー混 貝 II 14. 0 胴28. 0 22. 0 部に刺突隆帯区画、 間にC字状磨消

区画 4 、 タテ撚糸文
上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 壷形土器

ロ 緑内反無文、 小突起 4 、 頚部径帯
40-1 C ー 拡 II (20. 8) n同28. 0 16. 4 区画、 下に逆L字形磨消 4 、 LR撚糸文 壺形

21. 2- 頚部・胴部に沈線区画、 間にC字状磨 無文底11 -2 A- 2 - 2 貝 II 10. 4 6. 4 消 ヨ コ連鎖 胴18. 7 19. 8 壷形

頚部・胴部に沈線区画、 Ill]に逆L字状 無文底
II -3 C ー 拡 II 7. 7 7. 2 12. 9 磨消 ヨ ＝連鎖 胴15. 0 

壷形

ロ縁無文、頚部・胴部陸帯区画、 間 に
II -4 A-15- 2 貝 ” (14. 0) l同28. 0 22. 0 コ字状磨消 4 、LR 壷形

平緑、 口 縁部無文、橋状把手 4 、 頚部
II -5 11 -14- 2 貝 ” (23. 6) l同38. 0 24. 0 隆帯区画 、 下に隆線囲み磨消展開 、 壷形

朱彩

II - J 3- 2 貝 平縁、 口 縁無文、 橋状把手 4 、 下に
11-6 

• 土 層
II (23. 4) 胴43. 2 33. 8 ョ コS字形磨消区画4 、 LR複節、 朱彩 上 ヨ コ整形 壷形

大波状 5 、 口 縁無文、 頚部 ヨ コ 沈線
50-1 B - 2 混 II (43. 6) 23. 5 その間沈線連絡下タテ 、 無文 上 ヨ コ整形

18. 5一 平縁、 口縁 ヨ コ 無文、 ナナメ擦痕
11 -2 II - II II 17. 3 7. 0 葉文底19. 1 

29. 8- 不定口縁 3 、 口 縁外反、頚部無文、RL
11 -3 II - 3 混 II 27. 8 12-15 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形 葉文底25. 0 

ロ縁小刻且縄文ヨ コ沈涸連絡、RL、 網代文まわり11 -4 II - 2 貝 II (43. 4) 14. 0 21. I 補習孔
無文整形

椀形、頚部エ字文、下 ヨ コ無文
II -5 11 - 2 混 土器 (JO. 5) 10. 2 内 ヨ コ

波状突起 6 、 口 端無文、 頚部 5 本沈
11-6 11 - 2 貝 II (45. 0) 23. 8 線帯縄文、 下入組文、 下 5 本沈線無文、 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形RL 

平緑、 口 緑無文 、 外反 、 RL,底近 く ヨ 上 ヨ コ 、 下 タ テ 、11 -7 11 - 2 黒土 II 17. 8 7. 8 20. 0 コ無文
そ の下 ヨ コ 網代文

平縁、 口緑・無文外反、RL
11 -8 II - II ” (18. 4) 14. 0 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

小波状、 口縁無文、 沈線区画、 口縁か
51-9 II - 4 混 II (29. 7) 26. 0 ら綾絡文、 llll沈線区画， 下 ヨ コ無文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

小突起 4 、 口 縁外反、 頚部屈折、LR撚
11 -10 II - II II (15. 0) 17. 2 糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

平縁、 頚部で屈折•沈線区画、 下倒卵
// -1 1  II - II II (13. 0) 16. 8 形状文、LR撚糸文

平緑、 口緑外反、頚部無文帯、RL
11 -12 II - II II (30. 1) 26. 5 上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

小波状 4 、 口縁外反、 頚部無文帯、RL
II -13 B II (31. 3) 25. 4 II ＂ 
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図版番号 出土地区 種別 ロ径（推）cm 底径cm 器高（現高）cm 外面文様 内面文様 底部調整 6

ロ緑やや外反、 無文、LR
51-14 B 土器 (22. 0) 13. 0 上 ヨ コ 、 ナナメ 、 下 タ テ

小突起4 、 口端無文、 LR
11 -15 ” II (27. 6) 17. 0 上 ヨ コ 、 下ナナメ ・ タ テ

平棧、外反、 口端整形、RL
11-16 II ” (26. 8) 16. 7 上 ヨ コ 、 下 タ テ

平縁、 外反、 口端整形、 RL
11 -17 B ー黒土 ？ II (28. 0) 21.  0 II II 

平縁、 エ字文、 下無文
63-1 C ー 拡 II (14. 9) 6. 2 口 端沈線 浅鉢

小波状 6 、 口縁刺突列 、 突起に刺突
11 -2 II - II ＂ 14. 5 7. 6 22. 4 隆帯、胴部刺突列区画、 逆L字形磨消 葉文底

区画6 、 タテ撚糸文

小突起、 突起から胴部に刺突隆帯 、

11 -3 II - II ＂ 14. 8 8. 0 21. 6 ロ縁含めて コ字状磨消区画、LR、
底近 く クテ無文

無文底

環状突起 4 、 小 4 、 口縁無文、 頚部剌
11 - 4  II - II ＂ (28. 0) 17. 9 突隆帯区画 、 突起に鰭状刺突隆帯 、

下逆L字形磨消区画、RL複節
上 ヨ コ 、 下 タ テ整形

橋状突起4 、 口縁無文、頚部隆帯区画、

11 -5 II - II JI (32. 0) 38. 2 RL 

環状突起 5 、 頚部沈線区画、 RL筏節
11 -6 II - II II (16. 5) 9, 2 浅鉢 ？

小突起6 、 頚部陥帯区画、 突起1こ鰭状
11 -7 C - 2 ー 拡 II 22. 5 10. 9 26. 5 陥帯、LR 無文底

平縁、 外反、 口縁無文 、 頚部刺突隆帯
II -8 II - 拡 II (18. 9) 9. 8 区画、 下逆L字形磨消区画、 タ テ撚糸

文

突起4 、 口縁無文、 頚部刺突隆帯、 突
64-9 II - II ” (24. 1) 20. 0 起1こ鰭状隆帯、LR撚糸文

ロ 縁無文、 頚部隆帯区画 、 口 縁に 緒
11-10 II - II ” (42. 5) 25. 5 状隆帯、 下沈線逆L字形磨消区画、 LR 上 ヨ コ 注 口

平縁、 口緑無文、 頚部刺突列区画、 LR
11 -11 II ー II II (23. 4) 26. 0 撚糸文 上 ヨ コ 、 下 タ テ

突起 4 、 口縁無文、 日 縁含 め コ 字状
11 -12 II - II ” (36. 0) 28. 3 磨消区画4 、RL複節

突起4 、 口端無文、 、 タテに刷毛 目 文
II -13 B-1- C —拡 II 28. 5 20. 5 

図版番号 出土地区 拓 図 特 徴 図版番号 出士地区 拓 図 特 徴

， 繊維、斜行縄文、RL、 土面刺突 繊維、 斜行縄文、 RL、 末端Iレープ， 
5-1 A - 1 1- 3 貝 ロ 縁 ： 5-3 A - 1 2ー 士 貝 ロ 縁 ：， ， ， ， 繊維、 口端刻目 、 斜行縄文、 RL ， ,, " II ＂ ' ， 
II -2 11 - 1 1 混 貝 II ， // -4 II - [ 2 ー混 貝 II ＇ ， ， ， ， ， 
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図版番号

I

出土地区

I

拓 図 特 徴 図版番号

I

出土地区

I

拓 図 特 徴 7

5 - 5  A-1宏混貝

11 -6 

11 -7 

II 

”
 

II
 

"
 

ーー II 

，
 

縁目

11ーー

繊維、斜行縄文、RL、末端ループ

＂ 
， ， ， 

' ＂ 

＂
 

'
 ， ， ， 

＂＂
 

6-3 I A- 2—黒 士下

I

口縁 ：
； 

11 - 4  I II II II I II ' 

' 
11 -5 I II ー 1 -黒土下

I

11 : 

線維、斜行縄文、RL、土面、内擦痕

， ， ， 
， 

＂ ， ， , , 

II 、 II 、 LR、 11 , J村ヨ コ擦痕

， 
11 -s I 11-11-12—混土I 11 : ， 

" 
， ， 

， ， ＂ ， ， 
11 -6 I 11 11 11 I 11 : ， ， 

， ， ， ， ， ， ， ， ＂ 

＂
 ， ， ， ， 

＂＂
 11 -9 I "  - 1 2ー混 貝 I " : ， ， 

11 -7 I 11 -3 - 2 混貝 I II 

" 、 "
、 RL、 " 、 "

11 -10 

// -11 JJ-11-12ー混土I II 

// -12 

9
9
9
9
9
9-
9
9
9
9
9
9
9-
9
9
9

 

＂
 

貝2
 

”
 

ーー

II - 4 -土層 1 11

＂＂
 

＂＂
 

＂
 

＂ 

＂ 

＂
 

＂
 

II -8 

11 -9 

11-10 

11 - 1 -黒土下1 11
" ＂ LR、 口端刻目 ， ,,

＂＂
 

,, " ＂
 II - 8 -黒 土 I II 

II -456ー土層1 11

" 

＂ 

＂ 

,, 

RL、 ,, ヽ

｝｝ 、 土而刻目 、 }}

11 -13 II - 1 2ー混 土
， ， 
： ｛本部， ， 

"
 

,,
 

,,
 11 -11 I II ”

 
,'

 
／

 
／

 
”

 

II
 

,, ,,
 

LR 

11 -14 II - II ―混 貝 II
 

＂＂
 

,,
 

ヽ

II -12 11 - 1 - 1 貝下 ： ｛本部
" "”

 

＂
 

9
9
9
9
9一
9
9
9

，
 
，

 ， ， 
'

 ， 
＂＂

 
"

、
"

、 RL、 内 ヨ コ擦痕

11 -15 I 11 11 11 11 -13 I 11 ー 7 -土層

＇
 
，

 ， ， 
'

 ， 
"”

 11 -16 I 11-11-12-混土 11 -14 1 11 -455ー土層

// -17 1 11 - 1 2ー混 土 ”
 

,'’,'
 

ーーーーーー"”
 /1-15 I II 11 II 

' II ＇ ＇ ＇ 
＇ ＇ ' II ＇ ＇ 
＇ ＇ 
: II ＇ ＇ 

， ， , , , , ” 

,, 、 ,, 、 ,, 、 ,, 、結束痕

＇
 
，

 
＇

 
＇

 
＇

 " 、 " 、 " 、 " 、内無文
11 -18 1 11 - 7 ー士層 11 -16 1 11 - 3 -2 混貝

＇
 
＇

 
＇

 
＇

 

：
 

II
、

II
、 LR

"
 11-19 I 11 - 11 —混 士 ｝｝ 11 -11 I ,, - 7 ー士層

, ， ＂ ， ' 
， ， 11 -20 1 11  - II —混 土 II

 

II
 

11 -18 I 11 -123ー混貝

．＇
 
.＇

 
,'

 
,'

 
＂

 
，

 
，

 II -21 I 11-11-12—混士 11 -19 1 11 -455ー土層

II

II

II

 

9
9
9
9
9
9

「
'
9
9
9
9
9一
9
9
9
9
9
9

" 、 "
、

" 、内擦痕、結束痕

" 、 "
、 RL、 内タテ擦痕

" 、 " 、 LR複節、内擦痕、
結束痕

11 -22 1 11 -1 2ー混 貝
: 

II 
＇ ， ， ' ＂ ーー

" 、 " 、 RL、結束痕
11 -20 1 11 - 3 ー混貝

// -23 1 11 - 7 ー 士層
＇

 
，

 
，

 
，

 ,, ,, ,, ,, 、 、 、
内タテ擦痕

,, 、 ,, 、 ,, 、 内擦痕、
,,

11 -21 I II ー 1 -黒土下

II

II

 

9
9
9
9
9
9

↓
9
9
9
9
9
9

 

＂ ＂ 
6-1 A-12ー 士 貝

,'’,＇-'
 

縁口
II

II

 

9
9
9
9
9
し

" " ” 、 ”
11 -22 I 11 -456ー土層

,, " ＂
 

,, ,, 、 "
11 -2 II - 1 2ー混 貝 1 11 11 -23 I 11 - 1 - 1 貝下
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図版番号

I

出土地区

I

拓 図 特 徴 図版番号 I 出土地区 I 拓 國 特 徴 8

6-24 A-123ー混貝
繊維、斜行縄文、RL、内擦痕、結束痕

部

体

II

,'’
,-
9
9
9
9
9
9
9.
'’’,'

 

縁ロ

7-20 I A - 1 —黒土下

11 -25 II - 1 2ー士居

7-1 II - 1 2ー土層

,, 、 ,, 、 ,, 、付加条

9八羽状縄文、結束、土面刻目

11 -21 1 11 ーz�黒土下

11 -22 I II II II 

部

体
II

II

9
9
9
9
9
9-
'’,＇’
,
'•
9
9
9
9

 

繊維、斜行縄文、RL、綾絡文、内擦痕

" 、 "
、

" 、 " 、 内擦痕

， 
' , , ＂ ＂ 

， 
, 

II -2 1 11 -456ー土層
＂

 
，

 
，

 
II
 

部

体

9
9
9
9
9
9

 

11 - 23 I 11 ー 1 -黒土下

＇ 
＇ 
: II 

,, ＂ ， ， 

＇ ＇ 
＇ ' II 

： 

" 、 " 、 " 、内擦痕
11 -3 I 11 11 11 11 -24 I 11 - 1 —黒 土下

，
 ＇
 ，
 ：
 

, , , , ’ ’ 9 ’ ＂ 

＇ 

: II 
＇ ← ＇ ＇ , II 

, II 

＂ ＂ 
11 -4 II - 7 -土層

＂ " 
11 -5 11 -456ー士層

"”
 

" 
11 -6 II - 7 -土層

,, 、内擦痕・剥離

,, 、 内擦痕

"
 

"
 

11 -25 I 11 11 11 

8-1 1 11 - 1 2ー混 貝

11 -2 I II 1 2ー土層

ーー

9
9
9
9
9
9・
9
9
9
9
9
9
9•
9
9
9
9
9
9

縁口

JI

,, 、 ,, 、 LR、撚糸圧痕文、
内擦痕

" 、 口端無文、ループ文

” 、 " 、 " 、結束痕、 （段落）

11 -7 1 11 -456ー士層 ， 
，

 ， ， 
,

 
,

 
"”

 ＇
 
＇

 11 -3 I D -土層
＇

 II
 ＇

 

II 、 土面刺突、 II

11 -8 I II - 4 ー士層 I 口縁 ：
" 、 " 、 ＂ 、内擦痕

11 -4 I C ー拡
" 、 口端無文、 "

II 

11 -9 II - 8 -黒 土 1 11 11 -5 A-3-2混貝

11-10 II - 7 -土層

: ----+ ＇ ＇ 
II ' ， 

,, ,, 
内 ヨ コ擦痕

ーー
＂＂

 

＂ 

非結束？ 、 、 ,,
11 -6 11 -1-1黒土下

” ' ' ' 
：

体

部

＇ 
:-----
＇ ＇ 
, II 

II
 

,, 

ループ文、 内擦痕

" 、 " 、 結束、 口端刻 目 、 "
11 -11 1 11 ー 1 -黒土下1 11 11 -7 I II II : II 

II 、 II 、 II
、結束痕、 （段落）

" 、 " 、 非結束、土面刻 目
11-12 1 11 -14- 2 貝 1 11

＇ ， 
11 -8 1 11 -1-1黒土下 ＂

 

9
9
9
9
9
9

 

,, 、 ,, 、 ,, 、 末端ループ文 ？ 、
結束痕（段落）

： 
II ' 

: ， ， 
，

 ， ， ， 
＂＂

 1 1-13 I D —土層 11 -9 ! II II II 
＇ 
， 
: II 

,,
、 口端無文、ループ文、 内擦痕

程度

11 -)4 A-123- 2混貝

11-15 II - 1 2ー混 貝

部

体
II

,'’,＇-＇
 

＂＂
 

" 

＂ 

" 

" 、内擦痕

" 

11-10 

11-11 

11 - 1 - 1 貝下

II - 8 -黒土

II

II

 

＇
 

＂
 

＂ 

ループ文

"
、 内擦痕

" 、 " 、 " 、 内擦痕
11-16 I ,, ー 1 -黒士下

＇ 
＇ 
: II 11 -12 1 11 - 7 ー士層

"
、

" 、 内擦痕 ・凹凸
' II 

" 、 " 、 " 、 内 ヨ コ擦痕 " 、 ループ？
II ー17 1 11 ー 2-黒土下 ＇

 
＇

 II ー13 1 11 → 1 1 - 3 貝 ＇
 

＇
 

" ＂ ＂
 // -18 II - 1 2一混 貝 : II 

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

: 
, II 

" " ,, 、 内擦痕
11-19 II - 7 -土層

＇ 
11 -14 1 11 ー 8 -黒 土 I 口縁 ：

＇ ＇ ' ＇ 
I ＇ 

11 -15 I II II II ＇ ，

体

部

＂
 

口端無文、ループ文、内擦痕

" ループ文
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図版番号 出士地区 拓 菌 特 徴 図版番号 出土地区 拓 図 特 徴 ， 
， 繊維、 口端刻目 、組紐文 ， ロ縁外反・無文、 頚部沈線区劃、 内 ロ

8 - 16 C ー 拡 ロ 縁 ： 1 1-4 A - 1-4—表士
ロ 縁 ： 端沈線、 （大洞A)

， • 黒 土 ， ， ， 
， ＂ 口端無文、 II 、 内擦痕 ， 突起、 三叉文、 頚部沈線、 （大洞8)， ， 

11 -17 A-123- 2 混 II ， 11-5 II - 1  II ， ' 
,, 土面刻目 、 ,, ＇ 頚部に 5 本沈線帯縄文、 土面沈線、 （宮

11 -18 II -)2ー混 貝 II ， 
11 -6 11 - 2-1貝下＊ :(混貝） 戸rr式）， II ， ， 

,, 土面刻目 、 ,, ロ縁無文、頚部沈線， 沈線文
// -[9 ” II II II ， 11 -7 11-2-2貝直上＊， II ： （混貝）， ， ， ， 

" 組紐文 ， 沈線文
II -20 II II II ： 体部 11 -8 11 -3-2 貝 ＊ （混貝） ： 体部

， ,, ,, 沈線疸弧文 ？ （大洞B式）， 
ロ 縁

＇

•(混貝）11 -21 II II II : II 11 -9 11-1-1貝下＊

,, ,, タテ沈線文
II -22 II II ー貝 層 ' II II -JO 11-3-2貝下＊ （混貝） 体部

,, " II 
// -23 11-11-12—混士

， 
' II II -II  ” II " *  ( 11 ) , II 
， ， 

,, ,, ， 
小波状、 外反、 帯縄文入組文、 1!!1穴文、， 

11 -24 A - 1 2ー混 貝 ＇ 
＇ II 11 -12 11 -1-1 貝 ＊ ロ 縁 ：（混貝） L磯文
， 
＇ 

＇ ,, ,, ' 外反、 帯縄文入組文、LR縄文
11 -25 II II II : II ll -13 11 - 3 - 黒土＊ II : ( // )  

， 
,, II ， 小波状、 外反、 帯縄文入組文、 LR縄文、

11 -26 11-11-12-混土 ' II // -14 11 -1-1 貝 ＊ II : ( 11 )  凹穴文

＂ " ,, ,, ,, ,, 
// -27 II - 1 2ー混 貝

， 
11 -15 11-3-l貝下＊ : ( 11 ) ' II II ， ， ， 

， ， 
小波状、 外反 、 頚部文様帯、 入組文、＂ ＂ 

11 -28 II II ＂ ＇ 
' II 11 -16 A - 3-1貝中＊ ＂ : ( II ) LR縄文

" ＂ II ' II ' I! '  II ' !! ' D』穴文
11 -29 II - 3 -混 貝 ， ， II II 一17 11 - 1 - 1 貝＊ II : ( I/ )  ， ＇ ， 

， " 、 格子 目状撚糸文、 内 ヨ コ擦痕， ＇ ,, " " ,, 、 RL縄文
11 -30 11 - 7 -土 層 : II 11 -)8 11 -2-2 貝＊ II : ( II )  

， ＇ ， ＇ 

， II II II ， ,, " " II II 
11 -31 11 -45か土層 ' II 11 -19 I I  - 1 ＊ II : 

， ( II ) 
， ， ， " " ， 外反、 入組文、 LR縄文

11 -32 11 - 1 - 1 貝下 ' II 11 -20 11 -2-2 貝＊ II : ( II ) 
， 

" 、 内擦痕
， 

小波状、 口端無文、 頚部文様帯入組文、,, ， 
II -33 11 - 4 -土 層 ' II 11 -21 11 - 1- 2 貝＊ II : ( /I ) RL縄文

， ， 

ロ 縁部文様帯、 工宇文、 LR斜行縄文、
， 外反、 帯縄文、LR縄文A-1-4— 表土 ， 

11-1 ロ 緑 ： 内 口 端沈線 11-22 11 -2-2 貝＊ II : ( I/ )  
• 黒 土

" " II II ,, /} 、 RL縄文
11 -2 II II II II 11 - 23 II - 1 -黒 土 II 

＇ ， ＇ 

， ロ縁外反•無文、 羽状縄文、 内 口 端沈 ＇ ,, ＂ " ， 
線 11 -1-1貝下＊ : (混貝）11 -3 II II II II 11 -24 II ， ， ， ＇ 
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図版番号

I

出土地区

I

拓 図 特 徴 図版番号

I

出土地区

I

拓 図 特 徴 10

11-25 

11 -26 

11 -27 

: I 外反、頚部文様帯入組文、LR縄文
A-1-1貝下*I 口縁 ： （混貝）

: 1 ,, 、 帯縄文、LR縄文
II一1-2-1貝下*I " : c 11 J  

11 -2 - 1貝下*I II : ( 11 )  
: I帯縄文、 凹穴文、LR縄文

12-46 I A -3-1貝下＊

11 -47 I 11 -3-2貝上＊

11 -48 I 11 -2-2貝 ＊

部体

II

II

i
t
:
＇

 

外反、 帯縄文、 1!!1穴文、 RL、 （混入）

帯縄文、 LR、 ( " )

頚部文様帯入組文、LR、 ( " )

11 -28 ＂ ＂ ” ， 
*I II : ( 11 )  ， ， 

小波状、帯縄文入組文、 LR縄文
11 -49 11 -3-2貝上＊ : , // 

， ， 

頚部下沈区劃、RL、 ( u )

11 -29 11 - 1 
， ， 

* I  II : ( 11 )  ， ， 

外反、 口端無文、 帯縄文、LR
11 -50 

11 - 1 - 2 - 1  
• 2 貝 下 ＊

＇ ＇ 
＇ ' II 

頚部文様入組文、 ll!I穴文、 LR、 ( ,, )

11 -30 // -2 - 2貝 ＊

11 -31 
11 - 1 - 2 - 1  
• 2 貝 下＊

11 - 32 11 - 3 -表 士

‘ ,
l

‘ ,‘、

"

JJ

 

(

'＼
 

9
9
9
9
9
9-9
9
9
9
9
9
9-
9
9
9
9
9
9

 

'

,

＂

 

｝

｝

 

＂＂
 

＂＂
 

＂＂
 

帯縄文、 LR

,, 、 LR、 凹穴文

, ’ ’ ’ ＂ 

11 -51 

11 -52 

11 -53 

11 -1-1貝下＊

11-1-1貝下＊

// -J- 2貝 ＊

ーー

9
9
9
9
9
9•9
9
9
9
9
9
9.＇’,'’’

 

縁口

11

" 、 RL、 ( " )

小波状 、 外反 、 頚部に擦消帯、LR、 補
修孔、 ( ,, )

外反、 頚部無文帯、 LR、 ( ,, )

I " 、
,, -33 I 11 -3-1貝下*I ,, j <混貝）

,, RL ,, 
11 -54 1 11 - 3 ー貝 中 * I "

" LR、 ( 11 )

， ＇ 
11 -34 I ,, ー か黒 士 I 11 : ， ， 

＂
 

,, LR 
11 -55 I II ー 1 -黒 土 1 11

" " " 

、

、

＂
 �＇�

 
貝混、，

＼I

I

 

I

I

 

＂ RL ,, ＂ LR、 （混貝）
II -35 11 - 1 - 1 貝＊

11 -36 II - 2 -黒 土

II -56 II -[-[貝下* I "

,, LR 
11 -57 II - 1 

＂
 

,, 
II 

: I 波状、外反、帯縄文、LR
11 -37 1 11 - 1 - 1 貝*I II : (混貝） 11 -58 11 - 1 - 2 - 1  

• 2 貝 下 ＊ 1 11  
,, ,, RL(混貝）

： 波状、外反、刺突文、頚部沈線、鋸歯文
11 -38 I 11 - 1 * I  11 : ( 11 )  I LR 

,, ＂
 

LR、 ( " )
11 -59 //-1-1貝下*I "

12- 39 
' ， 

// - 2 - 2 貝*I ,, : c 11 J  
口端無文、 帯縄文、LR

11 -60 II-Iー2-2貝*I "
,, ＂ " ヽ

�＂
 
（

 

// -40 11 -2-2貝上＊

11 -41 IA-1-1貝下*I II 

11 - 42 // -1 - 2貝下土*I "

ヽ
�II

 

.,．
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
,＇’’,'

 

II
 

外反、帯縄文、LR

外反、帯縄文、LR、 （混入）

" 、 口 端無文、 帯縄文、LR、 ( " )

11 -61 

II -62 

// -63 

11-1-1貝下*I II 

11 - 2-貝下* I "

11 -2-1貝下*' "

,, " ＂ （ II ） 

" ＂ ＂ ヽ
�＂

 
（

 

" ＂ " ’�
 

＂
 

、,＇
‘

＇ ＇ 
11 -43 1 11 -1-1貝下*I ,,

口端無文、 広い帯縄文、RL撚糸文、 ( " )
11 -64 1 11 - 3 - 2 貝 * 1 11

＂ ” 補修孔、 ( ,, )

11 -44 11-3-1貝中＊

11 -45 II -J-2-2貝＊

部体

II

9
9
9
9
9
9[9
9
9
9
9
9
9

 

外反、 入組文、 LR、 ( ,, )

帯縄文、 凹穴文、LR、 ( u )

11 -65 

11 -66 

11 - 1 - 2 貝* I "

11 -2-1貝下*I 11 

" 、 " 、 " 、 ( 11 )
＊印は屑位修正し（） で修正層位を
示した。

外反、 頚部無文帯、 LR、 （混貝）
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12-67 I A- 2 - 2 貝＊ 口 縁 ：

l← � , , ,_,,j� 体部

// -69 1 11 - 1 - 1 貝下I 口 縁 ！

外反、 頚部無文帯、 LR(混貝）

頚 部 ヨ コ沈線、 沈線渦巻文、 タ テ撚
糸文

ロ緑無文、 頚部沈線、 下に連鎖文下垂、
RL 

14-88 I A - 3 ー 黒土

11 - 89 1 11 - 3 → 貝下

11 -90 I A - 3 ー黒土

＇ , I 無文底、 5. 1cm 
： 底部＇ ← ＇ ＇ ' II ＇ ＇ 
; ＇ 
: II 

,, 3.5cm 

無文平底、7. 9cm 

11 -70 I 11 - 11 - 11 
倒卵形文、 タテ撚糸文

： 体部
＇ 

11 -91 1 11 - 3 - 1 貝中 ' II ＇ ＇ 

無文平底、 11 . 0cm、 現祁11. km、 1 ,m、l
LR 

11 -11 1 11 - 3 - 1 貝下

，
 
，

 
，

 
，

 

：
 

外反、 頚部下に渦巻等の沈線文、
タテ撚糸文 11 -92 I 11 - 11 - 11 ＂

 

9
9
9
9

 

網代文平底、 12. 2cm、現高6. 6cm、羽状？

11 -72 1 11 - 3 - 1 貝下

13-73 1 11 - 3 - 2 混貝

11 -74 I 11 - s - 1 貝中

， 
ロ 縁 ：

， 
------; ， 

： 体部
， 
｝ ， 

ロ縁 ：
， 

やや内反 、 口 端無文、 頚部に沈線下
放射状沈線、撚糸文

橋状突起、 隆帯連鎖刻 目 、 Y字状磨消 、
RL 

波状 口 緑、 口縁無文、 波状に渦巻文、

頚部隆帯下に、

11 -93 

11 -94 

11 -95 

,, 16. 6cm、 （混貝）
11 -1-2貝下士＊

II - 3 -黒 土
,, 

,, 

12. o,m、 現涵6. O,m、RL

周 り 磨消、 10. 3,m(混貝）
11 - 2 - 2 貝＊

' II ＇ ＇ 
｝ ＇ ＇ , II ＇ ＇ ← ＇ 
: II 

11 -75 // - 3 - 1 貝下

9
9
9
9
9
9

 

II
 

外反、 突起に降帯、 頚部隆帯区割、

タテ撚糸文 11 -96 ＂
 

9
9
9
9
9

 

,, 6. 0cm、 ( ,, )
11-1-1貝下＊

II -76 11 - 3 - 1 貝中 : {本部
沈線文、撚糸文

11 -97 II-じ2混貝＊
， ， 
: II 

莱文平底、5. 6cm、RL、 ( ,, )

11 -77 11 - 2 - 1 貝下

11 -78 II - II - II 

,'
 

縁口

11

11 -98 1 11 - 3- 1 貝下

11 -99 1 11 - 3 - 1 貝下

II -79 II - 3 - 2 貝 II 

内反、 突起、突起頚部に砂突隆帯区劃、

下渦巻き文、撚糸文

ロ縁無文、 沈線区劃、 下に連鎖隆帯
下垂，RL

" 、 " 、 LR 78 と 同 じ
11 -100 1 11 - 1 - 2 貝

JI

II

II

 

9
9
9
9
9
9

;
 

" 12.5cm 

II 4. 8cm 

II 12. 0cm 

， ， 
11 -so l 11 - 11 - 11 l n ' 

" 、 " 、 撚糸文
11 -101 1 11 - 3 - 1 貝中

,, 、 7. 4,m、 現涵6. 9cm、RL＂
 

9
9
9
9

 

II -81 11 - 3 -混 貝
,'’’,'

 

II
 

A - 4 — 貝層中

11 -82 11 -2 - 1 貝下

II -83 II - II - II 

： 体部
， + ， 

ロ縁 ：

" 、 " 、 下連鎖隆帯下垂、 RL、
78と 同 じ

沈線間に刺突文 、 鋸歯状文 、 RL撚糸
文

波状突起、 頚部刺突隆帯、 突起へ、 LR

16-1 

11 -2 

II -3 

II - 4 -混 貝

11 - 4-貝層中

部体

9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9_’’’,＇

 

縁

縁

ロ

ロ

橋状突起、 突起士面渦巻、 連鎖隆帯
下垂、RL

橋状突起、 頚部陥体区劃 、 下連鎖陥
帯下垂、 RL

突起、 S状隆帯

11 -84 11 - 3 - 2 混貝 II ' : 
： 

やや外反、 頚部下刺突隆帯区劃、
コ字状の磨消区劃、 タテ撚糸文 II -4 II - II - II 

環状突起、 突起部隆帯
II 

: 

11 - 85 I II - II - 11 I ,, 平縁、 口縁無文、 やや外反 、 頚部刺突
隆帯区割、 下に逆L字状磨消区劃、 RL
撚糸文

11 -5 I 11 - II - II I II 
: 突起、 貫通孔、 口端無文沈線区劃、

下放射状沈線、撚糸文

85と 同 じ 現状突起、 内反、 頚部降帯区劉
ll -86 1 11 - 11 - 11 1 11 

14- 87 I A- 1 - 1 貝下

＇ 

底部

11 -6 II - 4 -混貝 I "

無文底、 10.6cm
11 -7 II - II - II ： 体部

胴部連鎖隆帯区劃 、 上から 隆帯交差、l
撚糸文
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胴部連鎖隆帯区劃、 上 か ら 隆帯交差、 突起、 口縁無文、 頚部沈線、 ボ タ ン状
16-8 A - 4 ー混 貝 ： 体部 RL撚糸文 19-4 A - 8 ー混 土 ロ 縁 ： 突起から沈線、 タテ撚糸文

＇ 
＇ ， 

， 
＇ ボタ ン状凹部、 Y字状磨消 、 隆帯、RL、

， 橋状突起、 口 縁無文、 頚部隆帯区劃、＇ ， 
11 -9 II II-這＊ ' II （混貝） 11 -5 II - 9 -混 貝 II 下連鎖隆帯の鈎文展開 、 ポタ ン状突

起が配される。

連鎖陥帯、 RL( II ) ， 鈎状 口 縁、 突起 、 頚部陸帯から連鎖
11 -10 //-456―土層＊

＇ 
11 -6 11 - 8 - 1 混貝 ＂ 

， 
ボタ ン状突起降帯下垂＇ ， 

， ， 
＇ ， 
， 

平緑、 口 端 無文 ヨ コ 、 下速鎖放射状
， 

連鎖険帯頚部下に下垂胴部区劃、， ， 
11 -1 1  11 - 4 — 土層＊ ロ 縁 ： （混貝） 沈線、 タテ撚糸文 11 -7 II - 8 - 1 貝 ： ｛本部 ボク ン状突起、 LR

＇ ， 
＇ ' 
＇ " ＂ 下放射入組沈線、 " 頚部沈線区劃、連鎖隆帯下垂、 RL＇ 

11 -12 II - 4 -混 貝 II ， 11 -8 11 - 7 - 1 貝下 ＇ 
＇ ＂ ， 

， 
＇ 
＇ 平緑、 口縁無文、 下鈎状文、 LR、 （混貝） ， 外反 、 頚部沈線区劃 、 ボ タ ン状突起， 

11 -13 JJ-4 一 貝層中＊ II 11 -9 11 -8 - 1 混貝 : II 中心鋸歯文、RL
， 
， 
， 

ロ 縁無文、 頚部沈線区剖 、 下放射状 ， ボタ ン状突起中心に磨消下に 、LR
A- 4 — 貝層中 ： 体部 沈線、RL II - 8 -混 土

， 
16-14 11 -10 ' II 

， 
， 

沈線の円文 、 2 列 の刺突列、 RL撚糸 ボ タ ン状突起、 下に連鎖文、 頚部隆
11 -[5 /I II II ' II 文 11 -1 1  II - 7 ー 混 貝 : II 帯区剤

波状、 外反 、 頚部文様帯、 帯縄文入組 ボタ ン状突起中心に沈線、 クテ撚糸
11 -16 11 - 4 -混 貝 ロ 縁 ： 文、 RL 19-12 A- 7 ー 混 貝

＇ 
＇ II 文

＇ 外反、 頚部文様帯、 円文、 入組文、 11!1穴、 平縁、 外反、 口縁無文、 頚部沈線区剖、＇ 
11 -17 II 11 II II 撚糸圧痕 11 -13 JJ -7-混貝黒土 ロ 縁 ： 下放射状沈線、撚糸文

＇ 波状突起、 口 縁無文、 円 文 中心に文 外反、 口縁無文、 下綾絡文・放射状文、

11 -18 II ＂ II II ＇ 様 // -14 II - 9 II タテ撚糸文

＇ 
＇ 

外反、入組文、 LR ロ縁無文、 頚部沈線、 下沈線文、 タテ＇ 

11 -19 II ＂ II 
＇ 
： 体部 // -15 II - 7 -混 土 II 撚糸文
＇ 

， 入組文、 LR
＇ 
＇ 外反、 口縁無文、 頚部沈線、 下綾絡文

II -20 II II ” : II 11 -16 II II II II 
＇ 下垂、 ポタ ン状突起、 RL＇ 

， ＇ 
， 

， 平緑， 外反、 頚部無文帯， LR
＇ 

内反、 上無文、 下鋸歯状沈線、 RL、

11 -21 II II ＂ ロ 縁 ： 11 -17 11-8-2 貝下＊ ： 体部 ( 1 貝下）
， 
， 
， ＂ ” ,, ,, ， 

＇ 沈線に よ る 懸垂状踏消、撚糸文

11 -22 II II II II ' II -)8 II - 7 -混 貝 : II 

， ＇ 
， ＂ ヽ ,, ヽ ,, " ， 沈線に よ る 1 字状路消、 RL撚糸文、， ， 

II -23 ” I/ JI II ， 11 -19 // - 9 - 1 混貝 ： ＂ 
， 
， ， 
， ， 
， ' 
， ,, II ,, ヽ ＂ ， 沈線連鎖文、 放射状沈線（倒卵形 ？ ）
， 

II -20 II - 9 -混 貝11 -24 ＂ II II II ， ' II 
， ， 

， 
， II 、 (混士）

， 
沈線間磨消、 ワ ラ ビ状沈線、 RL撚糸， " ,, II ， 

11 -25 II II - 土層 ＊
， // -21 11 - 9 - 1 混貝

， 文II ' II 
， 
， 

内反、 口縁無文、 頚部隆帯区劃 、 隆帯
， 頚部から胴部に タ テ ワ ラ ビ状磨消 、

19-1 A - 8 ー混 貝 II 円文中心連鎖隆帯、 沈線Y字状磨消文、

ボタ ン状突起、 RL
JJ -22 II - 7 -混 貝 ＇ 

＇ II 胴部沈線区劃、 RL

＜ 字状 口 緑、 環状突起、 頚部径帯区劃、 ， 波状？ 、 口縁無文、 口縁2 列隆帯区劃、

11 -2 11 - 9- 1 混土 II 下連鎖文の隆帯文、 RL 20-23 II - 7 -混 貝 ロ 縁 ： タテ撚糸文

＇ 

突起、 口縁無文、 頚部隆帯区劃、 ボタ ＇ ロ 縁無文除帯区劃、 口緑に刻 目 隆帯、＇ 
11 -3 II - 8 - 1 貝 II ン状突起中心に文様展開 11 -24 ＂ ” II II ， 下逆L字磨消、 RL， 

＇ 
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， 内反、 口 縁隆帯区画、 RL撚糸文 ＇ ロ 緑無文、 頚部刺突隆幣区画、 口 緑
ロ 縁 ；

， 
20-25 A - 7 ー混 貝 21-46 A - 8 ー混 士 II ＇ に鰭状陥梱撚糸文， ＇ ＇ 

外反、 口 縁無文、 隆帯文施文、LR ,, 突起から刺突隆帯下垂、 RL
// -26 11 - 9 - 1 混下 II ， 11 -47 // - 7 - 2 貝下 II ， 

， ＇ 
， ＇ 
， 

小波状 、 口 縁部無文 、 口 縁含 め コ 字 小突起、 口 縁無文、 頚部刺突隆帯区画、

11 -27 II - 9 -混 貝 II ， 状磨消、RL // -48 11 - 7 -混 貝 II 刺突隆帯含み逆L字状磨消か、 RL撚
， 糸文
， 

波状、 口縁無文、 下隆帯区画、RL、 小突起、 口縁無文、 頚部刺突陥帯区画、， ， 
// -28 11 - 7- 貝層＊ II ， ( 2 貝上） 11 -49 // - 8 - 1 混土 II ＇ 突起1こ鰭状8隆帯、撚糸文， ＇ ' ， ＇ 

外反、 口 緑無文、 頚部降帯区画、 LR撚 ＇ ロ緑無文、 頚部刺突降帯区画、 RL撚， 
11 -29 II II II * II ， 糸文、 ( 2 貝上） JJ-50 11 - 7 - 2 貝下 II 糸文， ， ， 

外反、 口縁無文、 口 縁に 2 刻 目 隆帯， 環状突起、 口 縁無文、 頚部隆帯区画
11 -30 11 - 8 - 1 混下 JI タテ磨消 と 連鎖隆帯、LR 26-1 A - 1 2 ー混 貝 II 突起へ刺突陸帯、 LR

， 
ロ縁無文2 重隆帯区画、 タテ撚糸文 " " ,, " 

11-31 II - 7 -混貝 II 11 -2 ＂ II II II 

， ， ， 小突起、 口 縁無文、 頚部隆帯区画、 斜 ， 突起、 口縁無文、 頚部怪帯区画、 ボタ
11 -32 II - 8 - 1 貝 II 

， め隆帯、RL JJ -3 II - II ー 貝 層 II ， ン状突起から倒卵形隆帯区画、RL
， ， 
， 

ロ縁無文、 頚部隆帯区画、 口 縁 ・ 下斜
， 

ロ縁無文、 頚部連鎖隆帯区画、 ボ タ， ， 
JJ -33 II - 8 -黒土 II めに刻 目 蔭帯、撚糸文 11 -4 ” II ” II ， ン状突起中心に隆帯文様、 RL， 

＜ 字状外反、 口縁無文、頚部隆帯区画、 ロ縁無文、頚部述鎖隆帯区画、 下沈線、

11 -34 11- 8 - 2 這上 II ， 斜め連鋲刻 目 、 RL 11-5 ＂ II II II タテ撚糸文
， ， 
＇ " ＂ 頚部・胴部径帯区画、

， ロ縁無文 、 頚部沈線区画、 ボ タ ン状， 
11 -35 11 - 8 - 1 混上 II 間逆L字磨消、 LR JJ -6 11 - 1 1 ー 貝 層 II ， 突起， RL撚糸文， ， ， ， 

突起、 口縁無文、 頚部隆帯区画， 放射 ， 突起、 口縁無文、 頚部沈線区画、 突起
// - 36 // - 9 - 1 混土

， 
連鎖隆帯、撚糸文 11 -7 11 - 1 2ー貝 層 に ボ タ ン状突起、 下沈線、 タ テ撚糸II ， II ， 

， ， 文， 
， 

胴部隆帯区画、 斜 め に 2 刻 目 隆帯、
， 

突起、 口 緑無文、 頚部沈線区画、 突起， 
II -37 // - 8 - 1 混下 ： 体部 タ テ撚糸文 II -8 A - 1 2ー貝 層 II ， ポ タ ン状突起 、 下沈線文様 、 RL撚糸

' ， 文， 
， 

小波状、 口縁無文、 頚部隆帯区画、 下
， 突起、 口 端無文、 ボタ ン状突起中心

11 -38 II - 7 -貝 層 ロ 縁 ： 速鎖刻 目 隆帯、 RL II -9 // -10-貝層上 II ， に沈線文，RL， 
， ， 
， ， 
， 平緑、 口緑無文、 頚部刺突列区画、 RL ， ,, " 頚部陸帯区画、 突起

21-39 II - 8 - 2 貝 II ， 撚糸文 II -10 II - II ー 混 貝 II ＇ に凹部逆c字鰭状隆帯、 RL撚糸文， ， 
， ＇ 
， ， 
， " " " ＂ ＇ 環状突起、 口 縁無文、 突起へ鰭状陥， ＇ 

11 - 40 ” II II II ， 11 -11  II - 1 2ー混 貝 II ， 帯， ＇ 
， ， 
， ＇ 
， ＇ 
， ＂ " ,, ,, ロ 縁逆 ＜ 字状、 無文、 頚部隆帯区画、

II -41 II - 9 - 土層
， 

11-12 11 - 1 1ー 混貝
＇ 頚部・ ロ 端にボタ ン状突起 、 タ テ 撚II II ＇ ＇ 糸文， ＇ 

＇ ＇ 
ロ 縁無文、 頚部隆帯区画、 隆帯 と 口＇ " ヽ " ,, ヽ

11 -42 11 - 8 -混 土 II ＇ 11-13 ＇ II ” II II 端にボク ン状突起、C字状鰭状隆帯

突起 、 頚部刺突隆帯区画、 口 縁 か ら
， 環状突起、 口 縁無文 、 突起へ鰭状隆， 

11 -43 11- 8 - 1 混貝下 II 逆L字形磨消、撚糸文 11 -14 II - 1 2ー 混貝 ＂ ， 帯， ， 

＇ 小突起， 頚部,J同部刺突隆帯区画， 突 ロ緑無文、 頚部降帯、 隆帯上に ボ タ＇ ＇ 
11 -44 11 - 8 - 2 貝下 ＂ 起まで鰭状隆帯、 間刺突囲含め磨消 11-15 II - 1 0ー混 貝 II ， ン状突起2 個 ヨ コ配置、 LR， ＇ 区画、 タ テ撚糸文 ， ＇ ， 

， ロ縁無文、 頚部刺突隆帯区画、 口 縁 ロ縁無文、 頚部隆帯区画、 隆帯にボ， ' 
， ， 体部11 -45 II - 8 -混 士 JI ， に蛯状陥帯、 撚糸文 /1 -[6 II - 1 1 —混 貝 タ ン状突起

， ， ， ' 
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， 環状突起、 無文、 突起部凹部から太
， 2 列 ヨ コ刺突列、 下無文

26-17 A - 1 0ー 混 貝 ロ 縁 ： い沈線 27-38 A - 1 0ー 混 貝 ： 体部
， ， 
， 下部隆体区画、上ボク ン状突起連鎖？ 、 網代文平底、9. 2cm、 現裔9. 3,m、 タ テ

11-18 II - 7 -混 貝 ： 体部 LR 11 -39 II - ) 2ー混 貝
＇ 
I 
， 底部 整形

＇ 
， ， ボ タ ン状突起中心に隆帯文

＂ 11. 5cm 

11 -19 II - 1 1 ー 混 貝
， 11 - 40 11 - 1 1 ー混 貝' II ' II 

＇ ， 

連鎖陸帯文下垂、 ボ タ ン状突起配置、
＇ 8. 0cm、 現裔9. 0、 タ テ撚糸文

＇ 
" 

11 -20 11 - 1 0ー混 貝 ＇ II RL 11-41 11-11-1:: ゚ッ ト ， , II 
， ， 

橋状把手 、 口縁無文 、 1!!1部で連結 し
， ＂ 8. 5cm ， 

11 - 21 II II II ロ 縁 ： たS字状沈線 11 -42 11 - 1 1 ー混 貝 ， ， II 
＇ 

， 
＇ 

， 

， 突起、 口縁無文、 頚部沈線区画、 突起
， " 周囲磨消、 10, 0cm 

， 
， 

11 - 22 11-11—ピッ ト II ， 下の凹部に刺突を含んだ沈線文、LR II -43 ＂ II II : II 
， ， ， 

， 
， 

＇ 
， 突起、 口端頚部沈線区画、 突起1こ刻 ＇ 葉文平底4. 2cm

11 -23 11 - 1 1—混 貝
， 目 の鮨状隆帯、LR 11 -44 11 - 1 2ー混 貝

＇ 
II ， ' II 

， ， 
' ロ縁無文、 頚部沈線区画、 頚部か ら

11 ,  11. 7cm、 現高6. 3cm、 RL撚糸文
， 

// -24 11 - 1 1ー 貝 層 II 
' 綾絡文・放射沈線、RL 11 -45 II ー 1 0 -土層 : II ' ' ， 
， ， " ,, ,, ヽ RL撚糸文 ＂ ヽ 12. 1cm 

11 -25 11 - 1 0- 貝 層 II 11 -46 11 -10-這上 ， ， II 

波状、 口縁無文、 沈線倒卵形文様、 タ
' 内反、 口 縁無文、 頚部 2 本沈線区画、， 

11 -26 II - 1 1 ー混 貝 II テ刷毛 目 文 28-47 II - 1 1ー混貝 口 縁 ： 下連鎖磨消円文、RL、 (I-4混と 接合）
， ， 

＇ 外反、 口縁無文、 頚部沈線区画、 下放
， 口端無文、 胴部沈線区画、 口 端か ら’ 

11 -27 II II II ＂ 射•刺突を持った沈線 // -48 11 - 8 -混貝 II ， 連鎖刺突文、 両側に弧状文、 交点に， 凹部文、LR
， ， 

波状、 口縁無文、 頚部沈線区画、 下綾 ， 28- 48 と 同 じ

11 -28 II - 1 1—黒土 絡文・沈線文、RL 11 -49 II - 8 -混 士
， 

II 
” ， ， 

＇ 
， 

， ロ縁無文、 頚部沈線区画、 下放射線、
ロ縁無文、 沈線 と 磨消の文様、RL＇ 

27-29 11 -11ーピッ ト II タ テ撚糸文 II -50 II - ) 2ー 混 貝 II ＇ 
＇ ＇ 

， 放射状線文、 タテ撚糸文
＇ 胴部に磨消区画、 上から刺突文、 LR

， 
11 -30 II - ) Qー 貝 層 ： 体部 11 -5 1  // - 1 1 ー貝 層 ： 体部

' ＇ 
， 

沈線の逆L字状の区画、 LR 無文平底、8. 1cm

11 -31 ” II ＂ : II 11 -52 11-11— 貝層下 ： 底部

上倒卵形沈線文様、 胴部下部沈線区
＂ 9. 0cm、 現高3.3cm、 ヨ コ整形

11 -32 ＂ II II ' II 画、 タ テ撚糸文 II -53 II ＂ II ' II 
， ， ， 

無文平底、 12. lorn 
タ テ ジ ク ザ ク 文、RL

， 

II - 1 0ー混 貝
＇ , II II -54 II - II —混貝

， 

11 -33 
' II ， 

： 
， 

＂ タテ撚糸文
， ,, 真中 ヨ コ ， 5.3cm

11 -34 11 - 1 2ー 貝 層 ' II 11 -55 11 -10-土層上 ' II 

， 
， " LR 

＂ 7. 7cm、 現高5. 4cm、 タ テ撚糸
， 

11 -35 11 -11一 士層上 ， ， II JJ -56 II - 1 0ー 貝 層 ＇ ＇ II 文、 ヨ コ整形

， 
＇ 

， 
， 

， 逆L字状磨消区画、 C字状磨消 、 タ テ 網代文平底，6.8cm、 現高4.5cm、 ヨ ＝
， 

11 -36 II - J Oー 貝 層 : II 撚糸文 II -57 11 - 1 1ー 貝 層 : II 整形
， ， 

， 3 列 ヨ コ刺突列
， 橋状突起、 口縁無文、 頚部隆帯区画、

II - J 3ー混 貝
， 29-58 11 -1か土層上 譴 ： 頚部からY宇状磨消、 綾絡文、LR

11 -37 ' II ＇ ＇ ＇ 
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小突起、 口緑無文、 頚部隆帯区画、 突
： 体部

2個刻目 施文のY字状磨消文、 RL
29-59 A - I I ー混 貝 ロ 縁 ： 起へ鰭状隆帯、 下逆C(L)字形磨消区 30-80 A - 11—ピ ッ ト

＇ 画、 RL， ， ， ， ， 小突起 、 口縁無文、 頚部に円状磨消 ， 胴部隆帯区両、 刻 目 • 円 文を含む逆L， ， 
// -60 II - 1 2ー 混 貝 II ， 区画、 タテ撚糸文 11 -81 11 -)0--士層上 ' II 字状磨消、 RL' ' ， ' ， ， ， 

橋状突起 、 口 緑無文、 突起に凹部連
， ， 胴部隆帯区画、 2 個刻 目 施文の逆L

11 -61 11 - 1 2 - 2 貝 ｝｝ 結 した隆帯、 下に磨消区画文、 RL 11 -82 11 - 1 1ー混 貝
， 

字状磨消区画、 LR' II 
＇ 

， 
磨消の大きな区画、 下に円文を包ん

， 
小突起、 口 縁無文、 頚部刺突険帯区両、II - 1 1 ― 混 貝 ， ， 

11 -62 げ本部 だ磨消区面の連鎖、 ジクザク文、RL 31--83 11 - 1 1ー混 貝 ロ 縁 ： 突起下に連鎖突刺突文、 RL
1 2ー混 貝 ， ， ， 

， 橋状突起 、 磨磨消区画大 き く 下垂、 ロ縁無文、 頚部刺突隆帯区画、 突起＇ ， 
11 -63 11 - 1 2ー混 貝 ＇ 

＇ ＂ RL 11 -84 II - 1 2ー混 貝 ＂ ， に鰭状隆帯、RL
， ， 

磨消区画、 の下部 、 RL、 (61 -65同一 ， ロ縁無文、頚部刺突隆帯区画、RL， 
11 -64 ” II II '

＇ II 個体） II -85 11 - 1 1 ー 混 貝 II ， ， 
＇ ， 
＇ ， ， 
＇ 磨消区画、 RL ,, 頚部刺突列区画、LR

11 -65 ” II II ' II 11 -86 II - J 2ー混 貝 II ， 

胴部L字磨消区画、 RL撚糸文 内反、 突起、 口緑無文、 頚部刺突区画、

30-66 // -)0--環上 ' II II -87 ” II II II 突起刺突、RL
＇ 

＇ 胴部逆L宇磨消区画、 RL 突起、 口縁無文、 頚部刺突陸帯区画、

// -67 ＂ II II ＇ 
＇ II 11 -88 ＂ II II ” 突起下から磨消下垂、 タ テ撚糸文
＇ ， ， ， 
＇ ロ緑無文、 随起帯区画 、 口 縁 に 2 個 ， 小突起、 口縁無文、 頚部刺突列区画、＇ ＇ 

11 -68 II - 1 0- 混 貝 ロ 縁 ： 刻 目 隆帯、 タ テ撚糸文 11 -89 ＂ II ” II タテ撚糸文
， ， 
， 口 端無文 、 沈線区画 、 2 個刻 目 降帯 ' 突 起 口 縁無文 、 頚部刺突径帯区画 、， ， 

11 -69 II - !  I ー混 貝 II ， ロ縁から下垂、RL 11 -90 II - ) 2 ー混 土 II ， 突起へ鯖状隆帯
， ＇ ， ， 
， 内反、 口緑無文、 隆帯区画、 2 個 刻 目 ， ロ 縁無文、 頚部刺突列区画、 頚部下

11 -70 11-8-1 混貝下
， 

陸帯磨消区画、 LR 11 -91 II - 1 1 ―混 貝
＇ 

に逆L字状磨消区画、 刻 目 雑状隆帯｝｝ ， ｝｝ ＇ ， ＇ 下部に、 胴部沈線区画、 LR， ！ ， 
内反、 " 、 刻 目 隆帯磨消

＇ 
ロ 縁無文、 頚部刺突隆帯区画 、 撚糸＂ ＇ 

II -71 II - 1 0ー 混 貝 ＂ 区画、 LR祓節 11 -92 II - [ 2ー混 貝 II ， 文， ＇ ， ＇ ， 
， 

ロ縁無文 、 隆帯区画 、 2 個刻 目 隆帯
＇ 

環状突起、 小突起、 口縁無文、 頚部隆， 
11 -72 ＂ II II II ＇ 下垂、 RL 11 -93 II - 1 1― 混 貝 II 帯区分、LR， ， 

＇ 
＇ 
， 小突起、 口端無文、 隆帯区画、 突起か 突起、 口緑無文、 突起から磨消帯下垂、， 

II -73 II - 1 1 ー混 貝 II ＇ ら 2 個刻 目 隆帯下垂、 RL II -94 II II II II ， ， 垂、 RL
， ， ， ， 
， 小突起 、 口 端無文 、 突起か ら 2 個刻 突起、 ,, 、 頚部隆帯区画、 突起に， 

11 -74 II - j Qー混 貝 I} ， 目 隆帯下垂、 両側に コ 字状磨消区画、 // -95 ” ＂ ＂ II 鰭状隆帯、 下磨区画下垂， LR ＇ 

' 小突起 、 頚部刺突隆帯区画、 突起に ＇ 小突起、 口 端無文 、 突起か ら 隆帯下
II -75 II - 1 1 — 混 貝 II ， 2 個刻 目 隆帯 II -96 II - J O ー混 貝 II ＇ 垂胴部降帯区画、 タ テ撚糸文， ＇ 

： 
＇ 

， 
口 端無文 、 刺突列含む鋸歯沈線 、 2

' 
ロ 縁無文、 頚部隆帯区岡、 無文帯下， 

11 -76 II - 1 2- 2 貝 II ， 個刻 目 隆帯 口 端から下垂、 RL根節， 11 -97 II - 1 1 — 混 貝 II ＇ に沈線区画、 RL
， ， ， 
＇ 

ロ縁無文 、 沈線区画、 刻 目 隆帯 と 磨 内反、 口縁無文 、 頚部隆帯区画、 RL、， 
11 -77 11 - 1 0ー 混 貝 II 消下垂、 RL 11 -98 II - 1 2ー 混 貝 II LR 

ロ緑無文、 2 個刻 目 隆帯 と 磨消下垂、 内反 、 II 、 2本隆帯区画、 下無文
11 -78 II - 1 2ー混 貝 ” RL 11 -99 II - [ Qー混 貝 II ， 帯で陥帯区画、 タテ撚糸文， ， ， ， ， 2 個刻 目施文のY宇状磨消文、 RL 内反、 口禄無文、 頚部陥帯沈線区画、

11 -79 II - J Zー貝 層
， ，， 体部 11 -100 11 - 1 1 ー混 貝 II RL ＇ ， ， 
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31-101 I A - 1 1 ー混 貝

41-1 A - 1 4ー 貝 層

// -2 1 11 II ” ーー

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9ー
9
9
9
9
9
9

縁
一

ー

-
ロ

'

内反、 口縁無文 、 橋状把手、 2本陸帯
区画、 タ テ撚糸文

環状突起、 口縁無文、 下倒卵形文、刷
毛 目 文

ーー II ＂ 

41-21 I A - 1 4ー 貝 層

11 -22 I A - 1 3 ー混 貝

42-23 1 11 - 1 4- 2 貝

＇ 
！ ｛本部

＇ ＇ , II ＇ ＇ 

＇ 
ロ 縁 ：

＇ 

胴部下部文様、倒卵形文、 綾絡文、 RL
撚糸文

胴部沈線文、磨消X宇状文、 LR

橋状突起、 口縁無文， 頚部降帯区画、
突起下2個刻 目 の 隆帯の逆L字状磨
消区画、LR

9
9
9

 II
 

＂
 

ーーII
 

3
 

”
 

突起、 口縁無文、 下倒卵形文
＇ ＇ 

11 -24 1 11 11 11 I 11 : ＇ ＇ 

環状突起、外反、 突起下ポタ ン状突起
頚部隆帯区画、 LR

＇ ＇ 
11 -4 I 11 - 1 3ー 混 貝 I 11 

ロ緑無文、 下放射沈線、刷毛 目 文
11 -25 I 11 - 1 3ー混 貝 1 11

突起、 外反、 口縁無文、 頚部陸帯区画
突起下ポタン状

11 -5 II - 1 5ー 貝 層 1 11

11 -6 I 11 

" -7 

II
 

II - 1 3ー 貝 層

，
 

II

II

 

”
 

外反 、 小突起、 口縁無文、 倒卵形文 、
LR 11 -26 II - 1 5-混 貝 II

波状、 口 縁無文、 沈線文、 タ テ撚糸文 II -27 II II II II 

波状、 外反、 頚部沈線区画、 下放射沈
線文、 タ テ撚糸文 11 -28 

1
11 - 1 炉混貝 1 11

小突起、 口縁無文頚部沈線区画、 突
起ボタ ン状突起から連鎖隆帯下垂、

RL 

突起、 内反、 頚部隆帯区画、 ボ タ ン状
突起と 頚部凹部連絡、 下放射沈線

突起、 口縁無文 、 ボタ ン状凹部 と 刺
突隆帯の下垂

II -8 II - J  5ー 貝 層 II 
: 

ロ緑無文、 頚部沈線区画、 逆L字文磨
消、撚糸文 11 -29 II - 1 4ー 貝 層

上無文、 沈線区画、 ボ タ ン状凹部か
: f本部 I ら放射沈線文、 RL

II -9 II - 1 4ー 貝 層

9
9
9
9
9
9

 

”
 

II -10 11 -13— 貝下土

II -11 II - 1 4ー 混 貝

II -12 II - 1 4ー 貝 層

部

部

体

体

9
9
9
9
9
9-
9
9
9
9
9
9
9—’,'’

 

縁目

" 、 " 、 下放射状文

放射沈線と磨消、撚糸文

突起、 口 縁無文 、 頚部沈線区画下放
射状文、補修穴、 撚糸文

沈線文区画、LR

II -30 

II -31 

II -32 

11 -33 

II - 1 5ー 混貝

II -13-1混貝

II - 1 5ー 貝 層

II - 1 4ー 貝層

部

II

体

II

9
ヽ

縁口

ポタ ン状凹部から連鎖隆帯文

＜ 字状外反、 口縁無文、頚部隆帯区画
凹部あり 刺突隆帯放射、 LR

ボタ ン状凹部から連鎖刺突隆帯、 RL

頚部沈線区画、 ポ タ ンI!!]部から隆帯
放射、 LR撚糸文

11 -13 I 11 - 1 3 ー 貝 層 II

II

 

9
9
9
9
9
9

千
9
9
9
9
9
9

T

タ テ沈線文、 RL撚糸文 11 -34 I 11 - 1 3 -混 貝 1 口 縁 :
突起、 突起にボタ ン状凹部

11 -14 I II II II 
外反、 胴部文様、 頚部沈線区画、 下放
射状沈線、撚糸文 ·’’

 

II
 

”
 

＂
 

＂
 

5
 

3
 

II
 

ロ 縁無文 、 頚部迪鎖刺突隆帯区面 、

ボタ ン凹部配骰

// -15 1 11  - 1 3ー混 貝

II -16 I 11 - 1 3ー 貝 層

11 -17 1 11  - 1 4ー 貝 層

' II 

, II 

: II 

胴部文様、 磨消円文、 RL撚糸文

胴部放射状磨消文、 RL撚糸文

胴部放射沈線、 RL撚糸文

11 -36 1 11 

II -37 

II -38 

II ＂ 

II - 1 4ー 貝 層

11 -13-1貝層1 11

: i本部
: 1 ,  刻 目 施文Y字磨消文下垂、 RL

ロ 縁
-

小突起、 頚部に2本沈線区画、 ポ タ ン
状lli1部から下に文様、 タテ撚糸文

ロ縁無文、 頚部連鎖刺突隆帯区画 、

下底消文下垂、 RL

11 -18 I 11 11 11 ，
 ，
 ，
 ，
 

胴部卵形文様、 RL撚糸文
43-39 1 11  - 1 5 - 2 貝 1 11

,, 、 頚部刺突隆帯区画、 沈線と
磨消の区画、 LR

11 -19 I 11 11 11 : II 
， 

頚部沈線、 下懸垂文、 RL
11 -40 II - 1 4—混 貝 1 11

" 、 頚部隆帯区画、 口 縁に緒状
隆帯、 く 字状外反、 RL

11 -20 I 11 - 1 3-貝 層
， ' II ， 

胴部倒卵形文様、 RL撚糸文
11 -41 // - 1 か混貝

「
'
9
9
9
9

II
 

突起、 口縁無文、 頚部座帯区画、 RL
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43-42 A - 1 4 - 2 貝 ロ 縁 ：
， ＇ 
＇ 

II -43 II - 1 4ー混 貝 ＂ 

， 
11 -44 II - 1 5 - 2 貝

， ＂ ， ' ， 
， ， 

II - 1 4 - 2 貝 ' 11 -45 II ， ， ， 
， 

11 -46 11 - 1 3- 土層 II 
' ' 
' ， 

11 -47 II ＂ II II ' ， ' ' 

// -48 II - J 5 - 土層 ＂ ， ， 
， ， 

11 -49 JI - 1 3 - 2 貝 : 1本部
， 

， 
44-50 II - 1 5—混貝 ロ 縁 ：

， 

II -51 II - 1 5 - 2 貝 II ， ， ， ， 
， 

II -52 II - 1 4 - 2 貝 II ＇ 
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縁
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突起、 口 端無文、頚部沈線、 凹部から＇ ＂ 11 II II クテ放射沈線文、 RL撚糸文、＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 
頚
沈線

部隆 帯、 J:沈線 区画、 タテ隆帯、 下
： 体部II ＂ II の n 文、 円弧文LR

！ 

” II ＂ ロ 縁 ：
突

沈線
起、 突 起土面 凹部、 口 縁無文、頚部

、2個のポタン状凹部下に円弧文， 撚糸文、 (B-1-4混31と 同 じ）， 

， 突起、 口端縄文、頚部長方形磨消区画” II II II ， 下無文 、 2個の凹部隆帯突起へ、RL， ， 

： 体部
タテ磨消と太い沈線文、 タテ撚糸文＂ ＂ II 

＇ 

ロ 縁 ：
内反、 口 竣無文、頚部 に同心円・弧線

II II II 施文帯、頚部下に 区画、 LR
＇ ＇ 
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上同心円の凹部 か ら太い放射状沈
， 

クテに磨消と 沈線文、 RL撚糸文， ， 
55-13 B - 2 - 4 混 ： 体部 線文、 RL 56-34 B - II - 4 混 ： 体部

， 

＇ 3本組の放射沈線文、 LR タ テ沈線文、RL撚糸文＇ 
II -14 II II ” ' II II -35 ” ” II ' II 

， ， 
， 

波
文

状
、 2

、
個

外
の
反

凹
、 頂

部
部
か

同
ら

心
頂

弧
部

線
に

文
隆

、
帯
頚

、

部
2個

無
， ＂ ＂ 

II ロ縁 ：
， 

＇ 
11 -15 II II II -36 II II II ' II 

凹部か ら 下放射沈線文、 LR ＇ 
， ＇ 
， ＇ 
， 波状？、 口 緑無文、 ヨ コ縄文帯2条の ＇ タ テ に磨 消 と 沈線文、 RL撚糸文、 (34

11 -16 II II II II ， 区面、 LR撚糸文 II -37 II II II ＇ ＇ ＂ と 同 じ）， ， 
， 

刺突文を含む鋸歯状文、 ヅクがク沈線 連鎖刺突文、 降帯囲みY字磨消、 RL
11 -17 II II ” ： 体部 文、RL II -38 ＂ 11 -2貝 ＇ ， II 

； 
3本のタ テ沈線文、LR ロ 縁無文、RL撚糸文＇ 

// -4混11-18 II II ” : II 11 -39 ＂ ロ 縁 ：

波
文

状
と懸

、 口

垂
縁
文

無

、撚
文

糸
、 頚

文
部
（宮

沈戸諧l、 頂b)
部連鎖

， ロ 端無文、 ,,
II 口 縁 ：

＇ 
＇ 

II -19 ＂ II 11 -40 II II II II 

， ， 
， ＇ 
， 口 端沈線、 頚部無文、 下弧線文、 LR撚 ' 網代文平底， 8.8cm、 ヨ コ整形

II -20 II II II II ， 
糸文 II -41 JI ff II ： 底部

， ＇ 
， ， 
， ロ 縁無文、頚部沈線、 下放射沈線文 ， 無文平底、 5.8四、 タ テ整形

II -21 B - II - 4 混 ＂ ， II -42 ” ＂ ＂ ， ， II ， ， ＇ 
， ， 
， 

円 文 と 放射沈線文
＇ 

5, 6cm、 現高3.3cm， ,, ,, ＇ ,, ヽ

II -22 II ＂ II II ， 11 -43 II ＂ ” : II ＇ ＇ ， 
＇ ， 
＇ 

磨
ロ 縁

消放無射文
沈
、 頚

線
部

、撚
沈

糸
線

文
、 2個の凹部か ら 葉文平底， 10, 1cm ＇ 

II -23 II ” ＂ II ＇ 11 -44 ” ” ” '＇ II ＇ ＇ ＇ 
， 

， 波
射

状
沈線

、 口

文
縁

、 R
無
L

文、頚部沈線、 下磨消放 ， II 12. 3cm、 ヨ コ整形
11 -24 II ＂ ＂ II ， II -45 ” II ” ' II ＇ ， 

， ， 
， 

ロ縁無文、 頚部沈線、 タ テ連鎖文、 RL ， 波状？， 口 端縄文， 凹穴を持つ帯縄文
11 -25 ” ” ” II ＇ 57-1 B - ll - 4 混 ロ 縁 ： 入組文、 LR＇ ， 

， 

磨
突

消
起

、
、 口 縁 無文、頚部沈線、 下C字状 ， ロ 端縄文 、 l!!I穴持つ帯縄文入組文、

56-26 II II II II ＇ タ テ撚糸文 II -2 II ” II II LR ＇ ， 
， ＇ 
＇ ＇ 
＇ 

内反、 口端無文、頚部隆帯と 沈線区画、
＇ 

＇ ， JI II ＂ 
11 -27 II II ” II ＇ 下放射文、 撚糸文 II -3 ” ＂ II II ＇ ＇ ， 

＇ 

ヨ コ2本沈線区画？、 タ テ ニ誼連弧文、
’ 

外反 、 頚部無文、 LR
： 体部

＇ 
11 -28 II ” ” LR 11 -4 ” ＂ ” ＂ ， ， 

， ＇ ＇ 
3本沈線の鋸歯文、 撚糸文 ＇ ,, II ,, ＇ 

II -29 II II ＂ ' II 11 -5 ＂ ＂ ” II ＇ 
， ＇ 
， ＇ 
， ＇ 
， 

沈
ロ

線
縁

、

無
RL

文
撚

、

糸
頚

文
部刺突列区画、 下放射 ＇ " " ,, 

II -30 II ” II ロ 縁 ： II -6 II II II II ＇ ＇ 
， ＇ 
， ， 
， ＇ 

内反、 口 縁同 心 円 と 放射沈線、 土面， 突
突列

起、 突起へ点列、 口 縁無文、頚部刺 ＇ 
11 -31 II ” II ＂ ， 区画、RL撚糸文 11-7 II II ＂ II ＇ 刻 目 、 LR. ＇ 

＇ 
＇ ， 

突起2分、 口 縁無文、 頚部刺突列区画、
， 

突起、 土面
コ 沈

円
線
文、 表無文、 裏突起に凹， ， 

// -32 II ” II II ， RL撚糸文 II -8 II II II II ， 
部、 下 ヨ， ， 

， ， 
， 
， 

沈

ロ

線
縁

、

無
RL

文
撚

、
糸
頚

文
部刺突列区画、 下放射 小突起、表襄円刻文

： 体部
， 

II -33 ” II II JI -9 ” ” ” II ， ， ， 
＇ ， 
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混
： 口縁無文、 頚部沈線、 下放射沈線文、 土 ？ ， 外反 り 、 上 ヨ コ 沈線区画 、 下入組文 、

57-10 B - ll - 4  口 縁 ： タテ撚糸 58-7 B - 3 : {本部 LR 
' '  
， 

小突起、 口端沈線、 表衷円刻文 外反 " ＂ ＂ 
II -11 II II II II II -8 II II • II 

， 口縁無文、 頚部沈線、 下放射沈線、 夕 ＇ 外反、 ヨ コ縄文帯、 RL
11 -12 II II II II , テ撚糸文 II -9 II II , 

， 
II 

， 
' '  
＇
， 口縁無文、 ,, 、 下円文、 放射沈線 ， ＂ 、 上 ヨ コ 沈線、 下入組状に沈

/I -J3 /I /I /I 11 , 
， 

文、 RL撚糸文 /I -IO /I /I ' II 線文、 LR
， 

， 突起、 口縁無文、 頚部沈線、 頂部下に 上縄文楷と 磨消交互、 下2重沈線区画
II -14 II /I II II : 円文放射沈線， RL II -11 II II : II LR, {宮 II か）

' '  
' '  

突起、 II 、 II 、 放射弧線文 、 ロ縁無文、 帯縄文区画、 下無文帯、 補
II -15 II II II 11 : 懸垂文、 RL II -12 II II ロ 縁 ： 修孔、 LR(宮戸 IT)

' '  
， 
， 

環状突起、 " 、 頚部掻帯クテ2本 " 、 " 、 LR、 ( " )
II -16 II II II II 組沈線 と 磨消 U • n 文、 タテ沈線文、 II -13 II II II 

, RL 
’ ’  
1 1 II II II { II ) 

11 -17 11 11 II : 体部 3本放射沈線と 弧線文、 RL撚糸文 Jl -14 JI JI II 

' '  

， 口端無文、 ヨ コ 沈線区画、 下s字沈線
II -JS II II II : 11 連鎖鋸歯文、 タ テ撚糸文 II -J5 II II II , タテ撚糸文、 ( 11 )， 

＇ 

ヨ コ 沈線区面、 下にS宇沈線、LR、 ( ,, )II -)9 II II II : // ロ縁無文、 頚部隆梢、 ポタ ン状凹部、 11 -)6 II II : 体部
下に沈線文， LR ' 

， 

ヨ コ 沈線とS字述絡沈線、 ( ,, )
II -20 II II II : 底部 無文板状圧痕， 10. 1cm、 ヨ コ 11 -17 II II '

， 
II 

' '  
， 

' '  
: ,, 、 下無文帯、 羽状縄文、 ( " )

II -21 II II II , II 網代文平底、 7. 1cm、 現高3. 9c田、 ヨ コ II -18 II II , II 
， 
’ ’  

波状、 口緑無文、 ヨ コ沈線とS字連続
11 -22 11 11 11 ' 11  無文平底、 5. 3cm、 ヨ � 11 -19 11 11 ロ 縁 ， 沈線、 下無文帯、 LR( 11 )’ ’  

’ ’  

， 口縁無文、 頚部沈線、 下磨消放射沈線
II -23 II II II : II 網代文平底，9. 9cm、 ヨ ;::i II -20 II II II : LR、 ( /I )

’ ’  
， 

: ' 
20 と 同 じ、 （宮戸 IT )

II -24 II II II ' II 葉文平底， 13. 0cm、 現高81cm,RL, II -21 II II 11 
ヨ ＇ 

大波状、 口縁無文、 頚部沈線、 下沈線
58-1 B - 3 土 ? ' II 波状、 外反、 口 端縄文、 帯縄文入組文 II -22 II II II 連弧文と磨消、LR(,, )

, LR , 
’ ’  

I ' II 、 II 、 II 下放射沈線， LR
II -2 II - II ロ 縁 ， 波状、 口 端縄文、 帯縄文入組文、LR II -23 II II II 

’ ’  
’ ’  

’ 口端無文、 頚部5条の縄文帯、 下無文
II -3 II II : f本部 ョ コ タ テ沈線文、 RL撚糸文 11 -24 II II II 帯、LR撚糸文( 11 )

＇ 
， 

， 口縁無文、 頚部沈線、 下放射状沈線、

II -4 II II ロ 縁 ： 突起、 外反、 RL II -25 II II II : 円分、LR、 ( JI )
' 

’ 
， 
’ 無文平底， 13臀 7cm、 ヨ コ

II -5 II II : 体部 外反、 上 ヨ コ沈線区画、 下入組文、LR II -26 II II : 底部
， 
， 

， 葉文平底、 7. 0cm、 現高2. 7cm,RL、
II -6 IJ II • II 11 ' JI ' II II -27 IJ II '

' II ョ コ
， 

’ ’  
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I 
I 葉文平底、 10. 2cm、 ヨ コ

58-28 I B  - 3 土 ？ ： 底部

11 -29 I 11 11 I , ,, 、 10. 4四、 ヨ コ' II 

B-3土の遺物は後期宮戸 II式である。 3土は西壁では最下層 の あ た る 。 遺
物から3土でな く 2土層であ ろ う 。3土層 と す る と 、 4混土層の遺物よ り 新
し く な り 、 層位が逆転する。

60-19 I B - -4混

11 -20 I E — 不 明

11 -2 1  I II II 

部体

II

99
9
9_’,＇’’,'一9999
9

縁口
突起、 口 縁無文、 タ テ 沈線問に綾絡文
RL 

磨消放射文、 タテ沈線、LR撚糸文

沈線弧線文、 RL撚糸文

59-1 I B ー 不 明 I 口 縁 ［
突起、 口 端縄文、 帯縄文入組文、 頚部
下に区面、LR II 11 -22 1 11 II 

: I 網代文平底、 12. 3cm、 現高6.3cm、 LR、
： 底部 ョ コ

11 -2 I II II 
， 

II ' 
＇ 
＇ 

＂ ＂ ' ， ' ' ， ' 
11 -23 I 11 11 

， 無文平底、 9. 5四、 現高6. 9cm、 LR、
: II I ョ コ

// -3 1 11  // 

11 -4 I 11 11 

11 -5 I 11 11 

部体

II

99999一9999999-99
9
9

＂
 

外反、 ,, 、 ,, ヽ 、 ,, 、

上太い沈線楕円形文、 中磨消帯、 LR

胴部区画、 上沈線、 LR

/I -24 I II 11 

11 -25 I 11 11 

61-26 1 11  11 

， 
＇ 
: JI 
＇ 
;-
＇ 
＇ , II ＇ 
＇ 
← 
＇ 

： 体部
， 

葉文平底、 12. 4cm、 現高9. 9cm、 RL、 隆
帯区画

,, 、 6, 7cm、 ヨ コ

タ テ太い沈線、 重弧文放射文、LR

11 -6 I 11 11 ＂ 上2本の ヨ コ沈線、 RL撚糸文
II -27 I II II II 

タテ沈線、 弧線文•放射文、 RL

II -7 I II II 

＇ 
＇ 

ロ 縁 ：
＇ 
＇ 

11 -8 I B - - 4混 I II 

11 -9 I 11 11 

// -10 B ー 不 明 1 11

' 

外反、 口縁縄文、 頚部無文、 LR

小突起， 外反、 LR

"”
 

,
 ， 

,
 
,

 

外反、 頚部無文、 LR

11 -28 I 11 11 

11 -29 I 11 11 

11 -30 I 11 11 

11 -31 I B  - - Z l昆

， 
＇ 
， 
＇ ＂ 
＇ 

← ＇ 
' II ， 
， 
+ 
， 
， 
' II 
， 
＇ 
; 
， 

譴月
＇ 

タ テ5本沈線、 RL撚糸文、

タ テ沈線文、 弧線文、 LR、

タ テ太い沈線、 磨消文、LR

波状、 口縁無文、 頚部縄文帯、 下磨消
入組、 LR、 （宮戸 IT)

11 -11 1 11 - -2土 I II : 
， 
， 

， ' ， ’ ＂ ， 
， 

I/ -32 I 11 - - I/ I II 
ロ縁無文 、 頚部沈線、 下磨消連続弧
線文、 LR、 (B-3土、 20·2 1 と 同 じ） ( 11 ) 

II -12 I 11 ー 不 明

11 -13 I 11 11 

11 -14 I 11 11 

11 -15 I 11 11 

9
99999
999999999999

J99
999
9

 

II

IIII

-

II

II
 

" 、 頚部無文、 RL撚糸文

突起2分、 口縁無文 、 頚部隆帯区画 、

ボタ ン状凹部から隆帯

環状突起 、 突起土面円形凹部、 貫通
孔2個 、 突起両側に弧線文3本、 凹部
か ら隆帯弧線下垂

コ,·,状突起， 貫通孔、 頚部沈線区画、
下放射沈線、LR撚糸文

II -33 

11 -34 

65-1 

II -2 

， 
， 

II - - II I II ' ， 
， 
， ' 
， 
， 

II - - 2 貝 I 11 ' 
， ， + 
， 

C ー 拡

I 

11 : 
， 
， 

よ， 
， 

II II I //  : ： 

ロ縁無文、 頚部6条沈線、S字連絡沈線
下無文、LR、 ( " }

波状、 口 端無文5条縄文帯、 頚部入組
文、 下6条沈線区画LR、 ( JI ,実測図）

口端無文、 太い沈線区画、 土面刺突列
裏面 口端沈線、LR

l と 同 じ

60-16 I B - - 2 混 i 11 : 外反、 口縁無文、 貰通孔、 頚部沈線、
下倒卵形文、 RL撚糸文 11 11 -3 I C  II 

: 

外反、 1 と 同 じ

11 -17 I 11 ー 不 明

11 -)8 I II II 部体

99999一999999
9

II
 

環状突起か、 口縁無文、 連鎖沈線と
放射状磨消、 RL、 （宮戸 I b) 

ヨ コ沈線、 放射状磨消、 LR

II -4 

II -5 

C — 拡

＂ ” ＂
 

. 

寸

口端無文、 刺突列、 沈線区画、 土面刺
突列、 RL

,, 、 2本沈線区画、 土面細い刻目
製2本沈線
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65-6 I c — 拡
＇ 

ロ縁 ：＇ 
-----; 

" i 

口端刻目 、 下沈線区画、 土面に沈線、
LR 66-27 I c -

土面刻 目 、 口端沈線、 頚部入組文、 裏
口端段落

II -7 ! II II ＂
 

外反、 突起、 突起沈線、 頚部2本沈線、
裏突起沈線、 沈線 11 -28 I C ー 拡

ロ 縁 ：＇ 一＇ ＇ II ' ， ， 
; 

口端縄文、 頚部2本沈線、 下帯縄文• ヨ
コ刺突列、RL

11 -8 I D -表土下層
,, 、 土 面 刻 目 、 頚部2本沈線｀衷
沈線、LR 11 -29 I 11 11 ＂

 
ロ縁刻み・無文、 三叉状文、 下沈線区
画

11 -9 I D  - II 
: 

小突起、 口端無文、 沈線区画、 下工字
文 と 区画、裏沈線 II 11 -30 I C  -

：
 II

 

小波状、 口縁無文、 頚部玉抱き 三叉文
下沈線区画、LR

65-10 I C ー 拡 ＂
 ：

 

口 端沈線、 下工字文、 下沈線区画、 無
文、 裏沈線 II 11 -31 I C ー 拡

9
9
9
9
9

 

”
 

ロ縁三叉文、 下沈線入組

11 -ll I II II II
 

11 -12 I 11 11 

II -13 ! II II ' 

10と 同 じ 11 -32 I II II II
 

II
 

口端沈線、 下工字文、 沈線区画、 無文、
襄沈線 11 11 -33 l e  — 拡

口端無文、 頚部3本沈線、 凹部あ り 下
無文 II 11 -34 I C  - • 

突起、 口縁無文、 突起下降帯、 下鋸歯
状沈線

II
 

ロ縁無文、 連鎖刺突弧状隆帯

突起、 口 縁無文、 ボ タ ン状凹部結ぶ
弧状隆帯、 頚部隆帯刺突列
クテ撚糸文

11 -14 I D  II 
: 

,, 、 沈線区画、 下工字文、 区画、
無文、 襄沈線 II 11 -35 I C — 拡

9
9
9
9
9
9

 

＂
 

小突起、 口緑無文、 頚部刺突隆帯、 突
起へ鰭状隆帯、RL撚糸

11 -15 I C — 拡
： 

II 
I 

＂
線

沈線4条区画、 下無文、 裏沈 11-36 I II II 
： 

II ' ， 
ロ緑無文、 頚部隆帯 、 下磨消三角状
区画、 タ テ撚糸文

11 -)6 I II II 

11 -17 I D -

11 -18 I c ー 拡 II
 

' 2分突起、 口端沈線、 外反、 頚部エ宇文、

下区画沈線、LR、 裏沈線 11 11 -37 1 11 11 ｝｝ 
小突起、 口縁無文、 頚部刺突降帯、 突
起鰭状降帯、LR撚糸文

II
 

突起、 口 端沈線、 突起山形沈線、 下3
条沈線区画、LR、 襄沈線、 II 11 -38 I 11 11 

9
9-
9
9
9
ヽII

II

 

II 、 II 、 II II 、 タ テ撚糸文

突起、 土面凹部 と 沈線、 口端無文、 下
工字文無文、 裏沈線 11 ,, -39 1 11 ,, ,, 、 ,, 、 ,, ,, 、RL撚糸文

II -)9 I II II 
：

 II
 

土面細い刻 目 、 口端沈線、 頚部突起
持つ縄文帯、 下沈線区面、 LR、 稟沈線 II 11 -40 I C  -

9
9
9
9
9
9

 

II
 

L
 

R
 

，
 

,．
 

＂
 

，
 
，

 
＂

 

II -20 Dー表士下層
： 

II ' : 
2分突起、 土面凹部と沈線、 口 端沈線、
下工字文、LR、裏沈線 11 -41 I c ー 拡

,, , }} 、 }} }} 、 RL撚糸文

11 -21 C — 拡

II -22 D ー表土下層

II -23 C - 拡

9
9
9
i
9
9
9
9
9
9
9
9

4
9
9
9
9
9
9

 

II

-

II

II
 

口端無文、 下入組沈線 と 沈線区画 、

裏沈線

口端無文、 頚部隆帯8本下沈線区画

内反、 口縁無文、 突起1こ鰭状沈線、 頚
部沈線区画、LR

11 -42 I 11 11 

67-43 1 11 11 

11 -44 I II II 

”
 

9
9
9
9
9
9.＇’’,'’,．'’’,＇

 

II

II

 

" 、 " 、 " " 、 タテ撚糸文

口端撚糸タテ刺突痕、 下連弧文

II 
I 

ロ縁無文、 頚部刺突隆帯、 逆L字磨消
区画、 下刺突隆帯区画、 タテ撚糸文

11 -24 I 11 11 
：

 II
 ＇

 ＇
 

外反、 口縁無文、LR、 （時期下るか） 11 -45 I 11 11 
9
9
9
9
9
9

 

II
 

小突起、 口縁無文、 頚部隆帯、 突起ヘ
逆L宇磨消、 RL複節

66-25 I II II 

11 -26 I 11 11 

9
9
9
9一9
9
9
9
9
9
9

II

II

 

口端沈線、 頚部縄文帯、 土面沈線、 襄
ロ雉段落、LR 11 -46 I II II ロ縁無文、 頚部刺突降帯、 逆L字磨消

撚糸文

,, , ,, 、 下沈線区画、 土面沈
線、襄段落 11 -47 I 11 11 

： 
II ' ＇ ＇ ＇ ' ， ， II ' 小突起、 口縁無文、 頚部刺突陸帯 、 L

字 (U) 磨消撚糸文
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C - 拡
ロ 縁無文、 口縁鰭状陸帯、頚部径帯、

67-48 ロ 縁 ： 下隆帯区画、 RL 69-8 A - I Iー混貝 士器片製円板
縦2. 7CIII、横2. 65cm、 重8g、 円形

， 小突起、 口 縁無文、 頚部下刺突陸帯、 縦3. 71cm、横4. 6cm、重19g,楕円形
// -49 II II II ， 突起から連鎖隆帯下垂、 タテ撚糸文 II -9 II ＂ II II 

， 
， 
， 

， 突起、 口 縁無文、 頚部沈線区画、突起
II -貝層

縦2. 87cm,横3. 02cm,重lOg, 台形
II -50 II II II 隆帯から逆L字磨消区画、撚糸文 11 -10 II II 

胴部2条降帯区画、 鰭状陥帯で連絡、 縦3. 24cm、横3. 2cm、誼13g、 三角形
// -51 11 II ： ｛本部 撚糸文 II - 1 1  I←1か貝層 II 

胴部降帯区画、 隆 帯 と 路消の入組、

II - 1 2ー混貝
縦4. 36cm、横4. 36cm、痕21g、 円形

11-52 II ” ＇ 

＇ 
II LR複節 II -12 II 

＇ 

＇ 

図版番号 出土地区 種別 特 徴 II -J3 11 - 1 3ー貝 層
縦3. 78四、横5. 16cm、重21g, 楕円形

II 

A - 1 4- 2 貝 不明土製品
口5, 13cm、底5. 06cm、 話I. 16cm、 湾曲

11 - 1 3ミ土層
縦3. 6cm, 横3, 38cm,璽10g、 円形

68-1 し上而4孔、右上欠、上面ヨ コ整形 II -14 II 

II - I I ― 混
口 5. 3cm、 麻 I . 3 - L  2cm、円盤状 ， 間

II -貝層
縦3. 92cm、横4. 05cm、璽20g、楕円形

// -2 II 隈狭い4孔、 上面 ヨ コ整形 11 -15 II II 

11 - 1 - 1 貝 下
口2. 3cm,底3. 7cm、高2. 3cm, 右側欠

II - 1 4- 2 貝
縦4. 12四、横5. 5cm、 堂28g、楕円形

II -3 臼形耳飾 中央貫通孔、2璽の刺突列 II -16 II 

表 採
ロ2. 6cm、 高2. 45cm 、 上欠、 中央に貫

C ー 拡
縦3. 24cm, 横3.41cm、霞Ilg, 円形

11 -4 小玉 通孔、 上9本刻線、 ヨ コ に1本、 タ テ 4 11 -17 II 
本刻線

口7. 9cm、底5. 7cm, 高4. 0cm、 台付、エ
// -5 D 小形士器 字文 II -18 11 II 

縦4. 09cm. 横4. 46cm、 頂22g、四辺形
II 

A - 1 1ー 混貝 粘土塊
長6. 3cm、 幅3.9cm、厚19-1. 15cm 

II -19 D - 1 ー 混 貝
縦3.2cm,横3. 33cm,filllg, 円形

II -6 II 

B - ll - 1 混
長7. 8cm、幅6. 7cm、厚1. 9cm、頭部•両腕·

II -7 土偶 左脚欠、表中心刺突列、 妊娠状腹部 11 -20 II - 士 層
縦5. 08四、横5. 64cm、誼31g、 円形

II 

A - 3 ー 貝 層
長4. 8cm、府届4. 44cm、厚l. 3cm、 上下欠

D - 1 — 混 貝
縦4.8cm、 横4. 58cm、 直21g、 II

II -8 士偶 損、表3列刺突列、襄刺突痕 11 -21 II 

A-2ー貝直上
縦3. 72cm、横4. 06cm、 直19g, 円形 縦3. 8cm、横3. 82cm、 直14g、 II

69-1 士器片製円板 11 -22 D - ＂ 

A - 4 ー 混
縦4.02cm、横4. 05cm、 重20g、 円形

II -2 II B - II -4混貝
縦3. 94cm、横4. 5cm、誼16g、 三角形

II -23 ＂ 

A-456—土層
縦4. 12cm, 横4. 27cm、 重15g, 円形

II -24 
縦4. 29cm, 横3. 8cm, 煎17g, II 

II -3 II II II II ＂ 

II ー が 混 貝
縦3. 67cm、横3. 47cm,重17g, 四辺形

表 土
縦3. 96cm, 横4. 33cm,重19g、 円形

II -4 II 70-25 II 一 ＂ 

縦3. 74cm, 横4. 18cm、 重19g, 円形
II -26 11 - II - 4 混

縦3. 32cm,横3. 64cm、窟19g、 JI
II -5 II - 9 - II ＂ 

II - 9 - 混 貝
縦4 7cm、横5. 27c皿重30g、 三角形

A - 4 - 土 層
縦5. 49皿， 横5. 66cm、震39g、四辺形

II -6 II II -27 ＂ 

11 - 1 0ー混貝
縦4. Bern、横4. 86cm, 露24g、 円形

II -JOー 貝層
縦4. 81cm, 横5. 36cm, 重3Qg, II 

II -7 II II -28 ｝｝ 
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70-29 A-10ー土層上 士器片製円板
縦5. 13cm、 横6. 12cm, 誼38g、 II

71-5 A - 1 ー 表 土 石器ー 石鏃
長2. 6cm 、 幅1. 56cm、 原0. 34cm、 基部
欠凸基

11 - 1 1-混貝
縦4. 82四，横3. 78cm、 重22g, 台形

C - 7 ー 表 士
長2. 62cm、 幅l. 23cm , J互O. 4cm、 先端

II -30 ＂ // -6 II 欠凸基

11 - 11 -貝 層 中
縦6. 48cm、横6. 1cm、 重50g、 Pl形（底）

A - 1 か 貝 ？
長2. 4cm,福1. 15cm, 厚0. 25cm, 凸基

II -31 II 11 -7 II 

II -32 II -12ー貝層
縦3. 24cm、 横3. 2cm、 重l3g、 三角形

II - [ 3 ー 貝
長2. 15cm、 幅I. 3cm、 J厚0. 4cm、 先端欠

II II -8 II 凸基

II -2-! 貝 下
縦5 27四、横4. 93cm、 璽31g、 円形

C - 1 ー 表 土
長2. 84cm、 幅L 6cm、 厚0. 4cm、 凸基

II -33 II II -9 II 

拡
縦2. 57cm, 横2. 54cm、 重7g、 /}

II - 炉 黒 土
長2. 2cm、 幅1. 03cm, 厚0. 47cm、 先端

II -34 C II II -IQ II 基部欠凸基

A-7-2混土
縦3. 4cm、横3. 22cm, 菰9g、 円形

71-11 表 採
長2. 17cm 、 幅1. 1cm 、 厚0. 34cm、 基部

II -35 II ＂ 欠凸基

C — 拡
縦4, 3cm、 横4. 29cm, 重19g、 II 長2. 02cm、 h届1. 2cm、 厚0. 3cm、 凸基

II -36 II II -12 ” ＂ 

A-9-1混貝上
縦4. 0�、横5. 05cm、 重32g、 円 （楕円）

11 -[3 A - 7 ー 貝 層
長l. 98cm, 幅1. 22cm、 厚0. 44cm、 凸基

II -37 II 底
II 

II - 1 3ー混貝
縦3.39四、横3. 71cm、 蛍12g、 円形（台）

C - t ,  ッ ト
長2. 23cm、 幅0.95cm、 厚0. 51cm、 凸基

II -38 // 11 -14 II 

11 -10ー混貝
縦3. 66cm, 横4. 68cm、 重19g, 楕円形

II -15 II - 2 
長3.01cm、 幅1. 47cm、 厚0. 47cm, 11 

II -39 II II 

II - 1 1ー混貝
縦4. 07cm、 横3. 3lcm,fill2g, II 長2. 56cm、 幅I. 22cm、 厚0. 58cm, 11 

11 -40 II II -16 A -9 - ｝｝ 

11 -12ー混貝
縦4. 98cm、 横4. 2cm、 1ll30g、 ,, C — 拡

長3. 0cm、 福1. 35cm, 厚0. 6cm, 11 

11 -41 II II -)7 ｝｝ 

11 -14—混貝
縦3. 6cm、 横4. 05cm, 煎14g, 円 形 （四 長2. 2cm、 福1. 02cm, 厚0. 4cm, 11 

II -42 II 辺形） II -)8 D - 6 - II 

// -2貝
縦4. 06cm、 横3. 84cm、 煎18g、 Pl形 長2. 01cm、 幅1. 51cm、 厚0. 4cm、 II

11 -43 II II 11 -19 A - J - ｝｝ 

11 -14ー混貝
縦5. 1cm, 横4. 93cm、 直40g、 四辺形

II -20 C - 6 ー 表 土
長3. 9叩， 幅0. 95cm、 厚0. 53cm、 棒状

II -44 ＂ ｝｝ 基

// -14ー土層
縦4. 72cm, 横4. 72cm, 宜39g、 II 長4. 5cm 、 幅1. 08cm、 原0. 82cm 、 棒状

11 -45 II II -21 C - 3 - ＂ 基

71-1 A - 4 - 混 貝 石器ー石鏃
長3. 1cm、 幅1. 57cm、 厚0. 34cm、 凸基

II -22 B - 11  - 2 士
長3. 8cm, 幅1. Blem, 厚0. 89cm, 凸基

II 

長3. 14cm、 幅I. 28cm、 厚0. 38cm、 先端
A - 2 ー 混 貝

長3. 8cm, 幅L 65cm, 厚0. 61cm, 凸基
11 -2 II -3-! 貝 下 II 欠凸基 II -23 II 

長2. 5cm 、 幅1. 16cm、 厚0. 21cm 、 基部
C —拡ー人骨辺

長3. 31 11 cm、 幅2. 51cm、 厚0. 86cm、 丸
II -3 C - 6 ー 表 士 II 欠凸基 11 -24 II 基

長2. 4cm、 h罰1. 17cm, 厚0. 4cm, 凸基
A - 1 1 ー混貝

長2. 98cm、 幅l. 45cm, 厚0. 46cm, 丸基

11 -4 A - 3 ー 貝 ？ II 11 -25 II 
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71-26 A - 1 3—混貝 石器—石鏃
長2. 8cm、 幅1. 45cm、 厚0. 4cm、 丸基

71-47 A - 1 — 黒 土 石器ー石鏃
長1. 54cm, 幅1. 6cm, 厚0. 27cm 、 先端
基欠凹基

C ー 拡
長2. 98cm、 福1. 34cm、 厚0. 83cm、 棒か B - II - 4 混

長2. 41cm, 幅L 81cm, 厚0. 59cm、 凹基

11 -27 II 凸か II -48 II 

II -28 A - 1 0ー混土 A - 4 — 貝
長I. 24cm沿屈l. 89cm, 厚0. 56cm, 先欠

｝｝ 長2. 02cm、 幅l. 47cm、 原0.4cm、 凹基 II -49 II 凹基、 砂岩製

II -29 c - 2 - 黒 土 11 - 1 5ー混貝 石器— 石錐
長4. 4cm、 幅1. 5cm, J耳0.42cm

II 長1. 71cm、 幅1. 59cm、 厚0. 39cm、 凹基？ II -50 

II -30 B - I - 4 混 II -51 11 -2-1 貝 下
長3. 85cm, $届3. 85cm、 届1. 09cm、 先端

II 長2. 78cm、 福2. 0cm, 厚0. 51cm, 凹基
II 欠

11 -31 A - 1 2 ー 貝 II 長L 66cm、 幅L 19cm、 厚0. 3cm、 凹基 C - 3 ー 表 土
長2. 1cm、 幅2. 93cm, 厚0. 67cm、 II

II -52 II 

I← 1 3ー混貝
長l. 43cm、 幅l. 22cm, 厚0. 31cm、 凹基

11 -32 ｝｝ 
A-1 1 ー貝 下

長4. 0cm消届l. 4cm, 厚0. 52cm
// -53 II 

長1. 24cm, 幅1. 71cm、 厚0. 25cm、 II
ー 貝 ？

長3. 2cm、 福0. 71cm,! 早0. 47cm, 上部

II -33 II - 3 - II II -54 B - II 欠

II - I 5 ー 貝
長l. 61cm,�属I. 64cm, 厚0. 32cm, 11 A - 7 - 黒 土

長3. 19cm、 幅0. 7cm、 原0. 47cm、 上部

II -34 II II -55 II 欠

11 - 1 1ー混貝
長2. 0cm, 幅I. 87cm、 厚0. 25cm, 11 B - ll - 1 混

長2. 9cm、 幅I. 52cm、 厚0. 66cm 、 先端

II -35 II II -56 II 欠

B - I - 4 混
長1. 8cm、 幅l. 4cm、 厚0. 3cm、 凹基

II -36 II 72-J C -4 ー 表 士 石器—石匙
長3. 93cm、 幅6. 7cm、 厚l. 21cm、 （横形）

A - 5 ー 表 士
長1. 94cm, 幅1. 14cm、 厚0. 19cm, 凹基

11 -37 II B - II - 4 混
長4. 1cm、 福6. 21cm,厚0. 93cm、 II

II -2 II 

C - 拡
長2. 02cm, 幅1. 53cm、 厚0. 27cm、 II

II -38 II A-15ー混貝
長5. 6cm、 幅1. 59四、厚0.4cm、 （タテ形）

II -3 II 

長I. 65cm, 幅1. 7cm, 厚0. 33cm 、 先端 II - 1 1ー混貝
長6. 9cm、 幅2. 82cm, 厚0. 6cm、 /J

II -39 II II II 欠凹基 11 -4 II 

長1. 74cm, 幅l. 45cm, 厚0. 26cm、 1!!l基， II - 1 2ー混貝
長5. 16cm, 幅2. 14cm, 厚0. 52cm、 II

11 -40 II II II II -5 II 

II -41 A - 8 ー 貝 II 
長1. 84cm, 幅I. 58cm、 厚0. 29cm、

II
II -6 表 採

長7. 52cm、 幅2. 27cm、 厚0. 55cm、 II
II 

長2. 7cm, 幅1. 96cm、 厚0. 26cm, 11 A -4 ー 貝 層
長7. 48cm, 幅2. 8cm,厚0. 8cm, 11 

II -42 II - 2 - 貝 II II -7 II 

II - ! - 貝
長2. 18c皿幅I. 85cm, 厚0.28cm、 II B - ill - 4 混

長5. 4cm沖禍2. 1cm、 厚0. 5cm、 タ テ

II -43 II 11 -8 II 

B - I - 4 混
長1. 76cm、 福1. 34cm, 厚0. 28cm, 基左 A-10ー混貝

長6. 4cm, 幅2. 54cm, 厚0. 73cm、 "

11 -44 II 欠l!!J基
II -9 II 

C ー 拡
長1. 62cm、 幅1. 42cm、 原0. 49cm、 II

c咄か人骨辺
長6. 82cm, 幅2. 32cm, 厚J. 1cm, II 

II -45 II 長1. 16cm、 幅1. 26cm、 厚0.31cm、 先端 II -[0 II 

欠凹基

II -46 II II 
長1. 16cm, 幅1. 26cm、 厚0, 31cm、 II

II A - 4 ー 混 土
長5. 35cm、 幅2. 4cm頂i[0.94cm、 II

II - 1 1  ＂ 
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II - 4 ー 混 貝
長6. 22cm, 幅4. 25cm, 厚0. 99cm、 上部

A — た 貝 層 石器ー石棒
長9. 5cm、 幅3. 14cm, 厚1. 5cm, 下端欠

72-12 石器峨耕石器 欠 73-15 

II - 7 - 貝 層
長8. 5cm、 幅2. 0cm、 厚0. 52cm 長11. 4cm, 幅4. 18cm, 厚3.94cm、 上下

11 -13 II 11 -16 C -8 - II 欠9を形痕

長5. 4cm、 幅2. 7cm、 厚0. 98cm
A-3-1 貝層 石器—砥石

長23.4cm、 幅16. 75cm, 厚3. 0-0. 18cm, 

11 -14 A-10- II 74-17 砂岩、 タ テ擦込み中央部に穴

拡
長5. 2cm、 幅2. 6cm、 厚0. 81cm 

表 採 石器オI石器
長12. 0cm 、 幅7. 77cm、 厚6. 8cm、 上下

// -]5 C II II -)8 打痕変形、 両側面打痕 と擦痕

長4 8cm、 幅2. 76cm, 厚1. 2cm, 右欠
A - 9 ー 貝 層

長5. 63cm, 幅2. 5cm、 厚2. 5cm、 上下打

II -]6 A - 2 ー 貝 II II -)9 II 痕変形

II - ) - 黒 土
長2. 69cm、 幅2.21cm、 厚0. 9cm

A-2-1 貝 下 石器-[l!]石
長11. 9cm、 幅7. 65cm, 厚4. 4-3. 95cm,

II -17 II II -20 上下部打痕変形、 中央に2個の凹穴

II - 3 - 黒 土
長3. 81cm, 幅2. 79cm、 原L 12cm 

B — 皿— l 混土
長11. 09cm、 幅7. 5cm、 厚4. 27cm、 上下

II -18 II II -21 ＂ 部打痕、 下部焼けか、 両面中央黒色

A-14浪層
長15. lcm、 福5.8cm,厚2. 9cm

D - 1 — 混 貝 石器t角石器
長9. 52cm、 幅5. 5cm、 原1. 92-2. 09cm、

73-1 石器ー石斧 11 -22 円盤状（小判形）

C - 5 ー 表 土
長12. Ocru、 幅4. 82cm, 厚2. 6c田 、 先端

A - 3 - 2 混
長5. 15cm、 幡4. 24cm、 厚2. 49cm、 両平

II -2 II 欠 75-23 ＂ 坦面擦痕

A - 1 1ー混貝
長9. 22cm、 幅5. 44cm,厚2. 4cm 、 上部

II - 8 - I 混
長5. 02cm、 幅4. 28cm、厚3.6皿、 両側而•

,, -3 II 欠 11 -24 ＂ 先端擦痕 と打痕

長7. 51cm、 福2. 36cm、 厚0. 5cm
II - II -1 貝下

長8. 47cm、 幅5. 44cm,厚1. 26-1. 1cm 

11 -4 II - ) 4 - 2 貝 II // -25 ＂ 

II - 7 - 黒 士
長8. 2cm, 幅4. 38cm、 厚2. 36cm 、 上部

II - 3  - 2 混
長5. 2cm、 福4. 3cm、 厚2. 58cm、 平坦面

II -5 II 欠 II -26 II あ り

II -]3ー混土
長6. 71cm、 h篇4. 5cm, 厚2. 05cm、 II

II - 4 - 貝 層
長6. 7cm、 h瓦5. 09cm, 厚0. 93cm, 下部欠、

11-6 II II -27 II 

B - ill - 4 混
長6. 73cm 、 幅4. 7cm 、 厚2. 52cm、 上部

11 -3-l 貝 下
長9. 58cm,幅7. 0cm, 厚2. 65cm, 下部欠，

II -7 II 欠凹部打痕 II -28 II 上部両側面打痕

II -8 A - 2 - 2 貝 ｝｝ 
長5. 0cm、 幅4. 2cm、 厚2. 51cm、 先端欠
上部打痕 II -29 11 -11-1号人骨辺

長9. 55cm, 幅4. 7cm, 厚1. 18cm、 平坦·
II 小判形、 両側整形、 l号人骨東lm鎮石

か

II -9 c- —貝層 II 
長5. 3cm、 幅4. 0cm、 厚2. 61cm、 先端欠
上端打痕 II -30 II -炉黒士 凝灰岩製

長6. 2cm, 幅3. 16cm, 厚0. 8cm, 中央凹
部、 舟底状

11 -10 B -1-3土層
長3. 75cm、 福4. 1cm、 厚2. 1cm、 先端欠

II II -31 B - III - 4 混 II -垂飾具
長10. 33cm, 幅3. 6cm、厚2. 05cm, 上部
貰通孔、 刻線，擦痕

A — 公 混 土
長3. 2cm、 幅2. 9cm、 原2. 11cm、 先端欠 長5. 62cm, 幅3. 82cm, 厚1. 92cm、 下部

II -11 II II -32 B - II 欠、 上部貰通孔

長5. 4cm、 幅4. 0cm、 原2. 66cm、 先端欠
II -12 c - ー 貝 II 上端打痕

11 - II - 4 混
長6. 46cm 、 幅5. 8cm、 厚1. 9-1. 65cm 

11-33 ,, -[!!]石 上部欠 、 上面中央打痕のl!!l部 、 両面
整形痕

11 -13 A - 1 ー 黒 土
長4. 04cm,幅2. 42cm, 厚1. 07cm, J: 部

II 欠、擦切 II -34 A-2-1 貝 下
長 1 1 . 05cm沖届6. 81cm、 厚3. 32cm、 下

II 部欠、 左側面Iミ状の削 り 痕、約2mm幅

11 -14 B - ID 忍 混
長6. 4cm、 幅3. 9cm、 厚2. 35cm,先端欠

II 11 -35 11 -2-1 貝 下
長3. 52cm, 幅3. 42cm,厚0, 78cm、 下部

II 欠、 下部に凹部
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75-36 A-13サ貝層 凝岩裂一凹石

II -37 C — 菰ー2号人骨 垂飾具— 小宝

76ぺ38 C-i&-2号人骨付近 II 

II -39 A - 1 3- 2 貝 II 

II -40 C — 拡 II 

11 -41 A - 2 — 貝 層 II 

II -42 11 - 11 ー貝層下 II 

11 -43 II - ) - 貝 下 II 

11 -44 II -2-貝 層 下 II 

77-1 B - 11 - 2 士 骨角製品—釣針

11 -2 A - 4 ー 混 貝 II 

II -3 11 - 1 3ー黒土 II 

II -4 II -2ー 貝 層 下 II 

II -5 II - 炉 貝 層 II 

II -6 II - 7 - 混 士 II 

II -7 11 - 1 2ー混貝 II 

II -8 II - 8 - 混 貝 II 

II -9 11 -2-1貝中＊ II （混貝）

11 -10 11-13ー貝 層 中 II 

II - 1 1  II -2-1貝下＊ II （混貝）

11 -12 II - 3 - I 貝 II 

特 徴

長7. 02cm、 福6. 35cm, 厚1. 76-0. 63cm、

中央部凹部、 舟底

①長1. 0c口、 幅1. 1cm、 厚0. 6cm, ②長
0, 93cm, 幅0. 9cm,厚0. 5-0. 7cm, 2号
人骨胸部出土

長6. 0cm 、 福3. 73cm, 厚1. 55cm, 不明
の線渕、 衷面削痕、 平板状

長8. 27cm、 幅8. 55cm、 厚1. 46cm、 不明
線刻、 襄面削痕、 平板状

長6. 06cm,幅3. 0cm淮;£071cm、 不明線
刻、 裏面削痕、 平板状

長4. 35cm,幅6. 44cm,厘1. 45cm, 不明
線刻、 平板状， 下部欠

長6. 32c皿幅4.2cm、 厚I. 28cm、 平板状、

右側欠

長5. 36cm,幅4. 34cm,厚2. 18cm, 上部
欠

長5. 48cm沖箇3. 46cm、 厚2. 18cm、 上部
欠か

長6. 6cm、 幅3. 79cm、 厚1. 02cm、 外鈎、

完形

長8, 1cm、 幅2. 2cm,厚0, 5cm, 鈎欠

長7. 8cm、 幅2. 0cm、 厚0. 56cm、 II

長7. 75cm、 幅L 4cm, 厚0幽 55-0. 5cm、

鈎欠

長6. 62cm、 幅2. 5cm、厚0. 6cm、 鈎欠、

長6. 9cm沖冨1. 3cm, 厚0. 5-0. 4cm、 鈎
欠

長5. 66cm,幅2. 0cm, 厚0. 59cm,鈎欠

長5. 2cm, 幅？ 、 厚0. 5cm, 鈎欠

長6. 2cm、 幅？ 、 厚1. 1-0. 68cm、 鈎欠

長5. 5cm、 幅？ ， 厚0. 59-0.48cm、 鈎
欠

長5. 12cm、 幅？ 、 厚0. 46-0. 43cm、 鈎
欠

長3. 7cm、 幅l. 1cm、 厚o. 4-0. 22cm、

鈎 な し、 完形、

囮版番号

77-13 

11 -14 

II -15 

II -16 

II -17 

11 -18 

11 -19 

II -20 

11 -21 

II -22 

11 -23 

11-24 

11 -25 

II -26 

II -27 

78-28 

II -29 

II -30 

II -3! 

11 -32 

II -33 
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A- —表 士
長3. 82cm、 福1. 5cm、 原0. 3cm、 鈎な し、

骨角製品舟り針 完形

A-13ー混貝
長4. 3cm、 幅1. 55cm、 厚0. 3-0. 25cm、

II 完形

II - 7 - 混 貝
長4. 77cm、 幅？、 原0. 62cm、 ち も と ・鈎

II 欠

表 採
長4.4c皿幅1. 5cm、厚0. 45cm、 鈎欠＂ 

A-H貝下＊ II （混貝）
長7. 3cm, 幅1 7cm、 肛0. 6cm、 ち も と ・
鈎欠

II - 4 ー 混 貝
長4. 76cm、 幅L 7cm、 厚O響 66cm、 II

11 

II - 2 - 混 貝
長4. 65cm、 幅？、 厚l. 3-0. 4cm、 II

II 

II - 4 - 混 貝
長6. 7cm、 幅？、 /'l'O. 52叩、チそK鈎欠

II 

D - 1 ー 貝 層
長4. 3cm,幅？， 犀0. 77-0. 8cm, チモト鈎

II 欠

A - 2 - 2 貝
長3. 4cm、 幅？、 厚0. 5四、チモト・鈎欠

II 

II - 4 ー 貝 層
長2.42四、 幅？、 厚0. 62cm、 卜そ卜鈎欠

II 

c -拡
長4. 5cm、 幅1. 81cm、 厚0, 62cm,錨形、

II 左鈎欠、 上部貫通孔

II - が 黒 土
長5. 0cm, 幅1. 76cm, 厚0. 7-0. 5cm, 

II 錨片方、 基部ア ス フ ァ ル ト 、 上部貫
通孔

B - II - 2 貝 釣具
長5. 9cm, 幅5. 52cm、 厚2. 0-0. 75cm、

チそ卜部分欠、 鈎部切込み、 未製品か

// -2土層
長9. 6cm、幅2. 2cm、厚1. 6cm、先端部欠、

II II 

A -4 混 貝 釣針未製品
長7. 6cm、 幅2. 6cm、 厚0. 7-0. 5cm 

II - 2 - 黒 士
長5. 5cm、 幅I. 88cm、 厚0. 52cm、 上部

II 左側欠、 平板状中央部を削る

B- 11 -2土層
長7. 75cm、 幅？、 厚0. 6cm、 先端欠

II 

A -4 ー 混 貝
長3. lcrn、 幅1. 5cm、厚0.2cm, 上部欠

II 

11 - 8ー 貝 （上） 古式離頭括
長4. 71cm、 幅L 97cm、 厚0.4cm、 右脚欠、

開脚上に貫通孔

II - 8 - 混 士
長5. 7cm, 幅2. 3cm、 厚0. 43cm、 先端•右

II 脚欠
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78-34 A - 1 5ー貝 層 古式離頭鈷
長6. 7皿、 幅2. 25cm、 厚0. 4cm、右脚欠

78-55 A - 1 4- 2 貝 骨鏃
長5. 12cm、 幅0. 61cm、 厚0. 32cm、 II

B - lli -2 混
長9. 35cm, 幅2. 2cm, 厚0. 8-0. 6cm、

11 - 1 0ー混貝
長2. 9cm、 幅O. 62cm、 厚0. 48cm、 ア ス

11-35 II 完形 II -56 ｝｝ フ ァ ル ト

II -36 11 - II - 2 土
長4. 22cm、 幅2. 5cm、 厚0. 7cm、 上下端

II 欠、 鈎段違いに左右1個
長4.3cm、 幅0.62cm、 厚0. 5cm, !I 

II -57 11 -15- II 

11 -37 ／／ — -黒士 離頭鈷燕尾
長4. 5四、 ¢篇？、 厚？、 上端•左側欠損

II - 1 0ー混貝
長3. 36cm、 福0. 78cm, 厚0. 56cm

11 -58 II 

11 -38 
長6. 4cm 、 幅l, 2cm 、 厚0. 56-0. 5cm 、

B - I - 4 混
長5. 05cm、 幅0. 61cm, J!I.O. 5cm 、 先端

A-15- II 右破損、 中間に貫通孔 II -59 II 欠

11 -14-貝層
長6. 0cm、 幅1. 0cm、 厚0. 5cm、 中間右

A-14—混貝
長4. 4cm,幅0. 85cm,厚0. 6cm, 下端欠

11 -39 II 欠損、 中間に貰通孔 II -60 II 

B - Ill - 2 混
長5. 72cm、 幅2, 06cm, 厚0. 7-0. 52cm、

C ー 拡
長16. 18cm、 幅0. 9cm、厚0. 8cm、 完形

78-40 ” 左右鈎、 上鈎の下に貰通孔、 ，届が飛 79-61 棒状角器
行する形

長5. 9cm, 幅1. 31cm, 厚0. 7-0. 6cm、

A-13ー 貝 層
長12. 25cm、 幅0. 9-0. 8cm, 厚0. 88cm

11-41 II II II II 左右鈎、 下鈎位隧に貰通孔、 飛行形 II -62 II 下嬉欠

II - ) 貝 燕尾形未製品
長3. 6cm,幅l. 2cm, 厚0. 82cm、 中 間 よ 長11. 84cm, 幅1. 02-0. 8cm、厚0. 87cm

II -42 II り 下切込 II -63 // -)4- II 下端欠

A - 1 3ー混貝
長8. 2cm 、 幅I. l l cm、 厚0. 76cm、 屈折

表 採
長3. 5cm、 福0. 77cm, 厚0.6cm, 下端欠

II -43 単純刺突具 話 部アス フ ァ ル ト II -64 II 

長9, 3cm、 幅O囀 8cm、 厚0.68cm
A - 1 1 - 1 貝 下

長5. 2cm, 幅0. 86cm、 厚0. 78cm、 下端
// -44 II - 3 - II 11 -65 II 欠

B - III - 2 土
長 1 1 . 1 cm 、 福0. 72cm、 厚0. 6cm、 基部

II - ] 4-混貝
長10.0cm、 幅0. 7-0, 67cm、 厚0.6cm、

II -45 II ア ス フ ァ ル ト 11 -66 II 完形

C — 拡
長7. 1cm, 幅0. 6cm,厚0. 2cm, 先端欠

（混貝） II 
長5. 85cm、 福0. 8-0. 7cm、 厚0. 7cm、

// -46 アカエイ尾刺 11 -67 11 - 1 1- 下端欠

A - 1 - 1 貝 下 刺突具
長7.4cm、 幅0. 9cm、 厚0. 6cm, 上部欠

11-12一貝層下土屑 ( II )  II 
長2. 85cm、 幅0. 84cm, 厚0. 6cm、 下端

11 -47 11 -68 欠

II - 3 - 黒 色
長7. 88cm、 福0. 99cm, 厚0. 4cm, 上部

II -68' II -3- ) 貝 ＊
長4. 2cm、幅0、 8cm、 厚0. 48cm、 下部欠

11 -48 II 欠 ＂ 

II - 4 - 混 土
長7.46cm、 幅0. 7cm、 厚0. 5cm, 上部欠

11 -1-1貝下＊
長6. 1cm、 幅1. 08cm、厚0.9cm、 上部欠

II -49 II 11 -69 II 

B - I - 4 混
長8. 9cm、 幅L 06cm, 厚0. 6cm、 上部欠，

11 -13—貝屈中
長8. 0cm,幅0. 9cm,厚0. 7cm, 上部欠

II -50 II 11 -70 II 

A - 1 — 黒 土
長7.9cm, 幅〇. 88cm、 厚0. 4cm, 11 

II -71 II - 2 - I 貝 骨針
長17. 2cm、 幅1. 58-0. 5cm 、 厚0. 6-

II -51 II 0. 4cm、 先端欠

長6. 13cm、 幅0. 69cm、 厚0.5cm、 II
B - ill — 土層

長14. 25cm、 幅1. 0cm、 厚O. 42-0. 1cm 
II -52 II -2- 1 貝 下 II II -72 II 上部欠、 烏骨製

B - II - 2 士
長9.4c皿幅1. 15cm, 犀0.6匹， 上部・先

A - 8 - 1 貝
長9. 48cm、 幅1. 01-0. 52cm、 厚0. 6cm 

II -53 II 端欠 II -73 II 

A - 1 4- 2 貝
長6. 0cm、 幅0. 67cm、 厚O. 54cm、 J:部

11 -15—貝層中
長8. 33cm、 幅1. 0-0. 5cm、 淳0. 7-

II -54 II 欠 II -74 II 0. 4cm、 上部欠
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79-75 C — 拡 骨針
長4, 9cm、 幅0. 96cm,厚0. 5cm, 上部欠

80-96 A -4 ー 混 土 垂飾品
長1. 52cm, 幅3. 65cm, 犀0. 4cm 、 両端
切 断、 キ ツ ネ 下顎骨製、 顎下部に扶
り

II -76 A - 3 - 1 貝
長5. 35cm、 幅1. 05-0. 63cm、 厚0.48cm,

II - 3 - 1 貝
長3. 2cm、 幅1. 12cm、 厚I. 1cm、 鳥骨製

II ? 上部欠 81-97 // 螺旋状刻線

II -77 II - 4 - 貝 層
長4.93cm, 幅0. 96-0. 7cm, 厚0. 6cm、

C ー 拡
長4. 8cm、 幅1. 0-0. 45cm、 厚0. 35cm、

II 上欠 II -98 II 針状形態、 上下に貰通孔

II - 4 - 混 貝
長19. 6cm、 幅0. 66-0. 4cm、 厚0.4-

II 78 II 0. 43CI!I, 先端欠 II -99 A - 1 3ー混 貝 箆状骨器
長19. 5cm、 幅2.82ー2. 0cm 、 厚o. 7-
0. 65cm 、 上部左右に貫通孔、 全体扁
平箆状、鯨骨製

II -J4-混貝
長17. 2cm、 幅0. 8-0. 62cm、 厚0. 6cm、

II -79 II 先端 11 -100 B - ill - 3 混 骨刀
長42. 4cm 、 幅3. 85-3. 3cm、 厚2.6-
2. !cm、 反 り 握 り 部分太く 、 下部凹部
握 り 端鍵状突出、鯨骨製

B - ffi—土層
長15. 3cm, 幅1. 6-0. 8cm 、 厚0. 9-

A - 3 - 1 貝 刺突具
長10. 66cm, 幅1. 05-0. 52cm 、 原0. 5

II -80 骨箆状 0. 6皿 11 -101 cm 

表 採
長16. 2cm, 幅3. 15ー2. 04cm, 厚0. 9-

B - ll - 2 貝 叉状鹿角
長13. 5cm, 幅5. 45cm,厚1. 3-0. 9cm、

80-81 骨ヒ 0. 98cm、先端欠 11 -102 基部に擦痕の切断

II -82 A-4- 貝 屈 中 II 
長11. 1cm 、 幅2. 4-2. 1cm、 厚1. 04-
0. 8cm、 先端欠 II -JQ3 ” 11 -3混 ｝｝ 

長22. 7cm、 幅4. 7cm、 厚2. 4-1.  3cm 、

基部に擦痕の切断

II -83 ＂ II ＂ II 
長10. 73cm沖届1. 6-1. 1cm、 原1. 02-

A-1 1 ー混貝 鹿角半裁
長7. 1cm, 幅3. 5cm 、 厚I. 7cm 、 両端擦

0. 9cm、 先端欠、未製品か、細身 11 -104 痕切断

B - 11 - 4 混
長8. 62cm,幅1. 8cm、厚0. 7cm, 完形

B - 11 - 4 混
長8. 0cm、幅3. 4cm、厚1. 9cm、 II

II -84 箆状骨器 11 -105 II 

A-1- 1 貝 下
長4. 67cm,幅1. 3cm, 厚0. 4cm, 完形，

A - 1 5 - 2 貝 鹿角
長 1 1. 0cm、 幅7. 4cm, 厚3. 05cm 、 叉状

II -85 ＂ 擦痕整形 82-106 部分、 刻線途中まで、 下擦痕の切断

11 -12ー貝層
長4. 53四、 福1. 5cm、//l.0. 4cm、完形、

II -86 II 11 -107 " - 1 -
長12. 7cm、 幅2. 2-0. 7cm、 原I. 03、 擦

II 痕

II -3-2貝上
長4. 0cm 、 幅1. 05cm 、 原0. 2cm、 完形，

II - 2 - 貝 隠
長5. 55cm 、 福1. 7-1.  1cm, 厚I. 4cm, 

II -87 II 板状 11 -108 II 両端切断痕、

11 -8-1貝下
長8. 1cm、 福1. 9ー0. 7cm, 厚1. I 2cm, 

II -黒士
長7. 02cm、 福1. 9cm、 厚0. 9cm、 両端切

II -88 骨針？ 先端欠、 上頁通孔 11 -109 ” II 断痕、 半裁

11-1-混貝黒土
長6. 2cm、 幅1. 07-0. 82cm, 厚0. 4cm,

II - 8 - 貝 層
長5. 7cm、 幅2. 2-I. 9cm, 厚l, 0cm、 両

II -89 II 先端欠、 上貫通孔、
11 -110 II 端切断

II - 4 - 混 貝
長7. 1cm、 幅2. 2-1. 0cm, 厚0. 7cm、 先

11 -10ー混貝
長5. 9cm、 幅1. 52-0. 9cm 、 厚I. 2cm、

II -90 垂飾品 端部欠、 上端も欠 11 -111  II 両端切断痕

11 - 1 - 1 貝 下
長2. 3cm、 幅0. 89cm 、 厚0. 8cm, 完形，

11 - 1 - 1 貝 下
長2. Sc田 ， 幅1. 0-0. 56c田， 厚0. 9cm, 

// -9] II 鳥骨製 II -112 II 下端切浙痕

B - I - 2 貝
長8. 72cm、 幅1. 7-0. 5cm、 厚1. 0cm、

II - 表 士
長5. 2cm、 幅2. 58-0. 5cm、 原0. 6cm 、

II -92 II 上欠、 螺旋状刻み、 上貰通孔 11-113 ＂ 下端切断痕

A -9 - 混 土
長5. 8cm, 幅3. 4cm、 厚3. 42ー1. 1 cm、

II -2ー 貝 層 下
長7. 9cm, 幅1. 56-0. 52cm, 厚0. 85cm

II -93 II 上貰通孔、鹿骨製 " -114 II 下端切断痕

II -94 II - 1 3 -
長8. 5cm、 幅2. 5ー 1. 8cm、 厚1. 6cm、 先

II 端欠、 上貰通孔、鹿角製 II - 3 - 1 貝 下
長1. 12cm、 福1. 1-0. 8cm, 厚 1 . 03cm, 

JJ -115 I) 下端切断痕

II -95 II - 9 - 2 貝 II 
長3. 86cm、 福4. 2cm, 厚1. 2-0. 4cm、

完形、 ト ラ フ グ上顎歯骨製、 上貰通 II -116 II - 9 - 混 士
長4. 9cm、 幡1. 06-0. 4cm, 厚1. 0cm, 

II 下端基部斜め削 り 、 切断痕
孔
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図版番号 出土地区 種別 特 徴 図版番号 出土地区 種別 特 徴 3 1  

82-117 A-14- 鹿角
長7. 9cm, 幅L 5-0. 6cm、 厚1. 0cm, 下

A - 1 1 —混貝 魚骨ー鯰蓋骨
縦4. 0cm、 横3. 7cm、 左右•下端欠， 表裏

端切断痕 84-13 中央部に押圧痕、L

11-118 11 - 2 - I 貝
長8. 4cm,幅1. 8-L 2cm, 厚1. 5cm, 両

II - 9 ー 貝 層
縦4. 0cm、 横3. 4cm、左右•下端欠、 表上

II 端切断痕 11 -14 ｝｝ 部に押圧痕、L

11 -119 II -3- ) 貝 下
長7. 7cm、 幅2. 1-1. 2cm, 厚1. 3cm、 下

II 端切断痕4分1割り II -) B - II - 2 貝 貝製品ー貝翰
長0. 8cm,幅6. 7cm、 厚0. 7cm、サ紘·-

11-120 B - 11 - 2 士 II 
長6. 2cm、 幅2. 22-1. 45cm 、 厚0. 8-
0. 6cm、 下端切断痕、 タ テ 割 り 、 而平 II -2 

長0. 6cm, 幅6. 7cm, 厚0. 8cm, 11 ＂ ” ＂ II 

A - 1 — 表 土
長5. 2cm, 幅2. 0-1. 5cm, 厚0. 6cm、 タ

II - ffi -3 混
長0. 5cm, 幡4. 6cm, 厚O. 3cm, 11 

11-121 II テ割 り 、 而平 II -3 II 

// - 4 — 混 貝
長6. 2cm, 幅1. 1-0. 88cm、 厚0. 8cm, 

// -2貝
長0. 6cm、 幅6. 7cm、 厚0. 5cm、

JI

11-122 II 下端打痕、 タ テ 割 り II -4 II ＂ 

B - I - 2 士
長5. 5cm、 幅l. 2-1.  0cm 、 厚0. 53cm, 

A - 1 3ー混貝
長1. 3cm、 幅5. 5cm、 厚0. 5-Q. 1cm, II 

1/-123 II 下端打痕、 タ テ 割 り 、扁平 II -5 II ？ 

A-12ー 貝層
長5. 44cm、 幅I . 7-0. 96cm, 厚I . 26cm, 

II - 8 - 土 層
長5. 4cm, 幅8. 7cm, 厚0. 65-0. 4cm、

11 -124 II 両端切断痕 II -6 II 下部欠、 イ タ ボガキ

11 -125 II - 4 - 貝 層
長8. 12cm、 幅1. 7-1. 0cm、 厚1. 06cm、 II - 4 - 貝

長4. 9cm、 幅6. 2cm、 厚0. 5-0. 2cm、 下
II 下端切断痕 II -7 II 部欠、 イ タ ボガキ

83-1 B - ill -4 混 魚骨—良蓋骨
縦5. 5cm、横6. 3cm、完形に近いが先端・

II - 8 - 混 土
長5. 7cm、 幅5. 8cm, 厚 O 4-0. 35cm, 

右端欠、 上に刺突痕、 R(カ ミ ） II -8 II 上部欠、 イ タ ボガキ

A -8 混 貝
縦3. 6cm、 横3. 5cm、 先端・右端欠、 やや

B - ill - 2 混
長6. 9cm,幅7. 1cm, 厚0. 9-0. 7cm, 上

II -2 II 右よ り 押圧痕、R 11 -9 II 部欠、 イ タ ボガキ

縦4. 35cm, 横3. 7cm、 II ' 中心部に押
A - 1 4- 2 貝

長12. 0cm, 幅10. 4cm, 原1. 3-0. 6cm, 
II -3 II - 1 - II 圧痕、R 85-10 II 未製品、 イ タ ポガキ

11 - 1 0ー貝 層
縦5. 8cm、 横4. 9cm, 完形に近い、 先・右

II - 1 - 1 貝 下
長7. 2cm 、 幅6. 9cm、 厚0. 5-0. 16cm、

11 -4 II 端欠、やや中央部に押圧痕、 R II - 1 1  II 未製品、 イ ク ポガキ

B - ill — 士
縦3. 6cm、 横3. 4cm、 先•右端欠、 上部刺 長7. 2cm、 福6. 7cm, 厚0. 4-0. 3cm, 未

II -5 II 突痕、 R
II -12  ＂ ＂ ＂ II 製品 、 イ タ ボガキ

A - 2 ー 混 貝
縦4. 8cm、 横4. 9cm、 両端・下端欠 、 上左

B - ill - 2 混
長7. 4cm, 幅2. 4cm,厚0. 9-0. 2cm, 左

II -6 II よ り 刺突痕、R (カ ミ ） II - 1 3  II 側欠、 イ タ ボガキ

II - 7 - 混 貝
縦2. 25cm、 横2. 8cm、 両•下端欠 、 上右

B - ill - 2 混
長8. 8cm, 幅6. 0cm, 厚0. 6-0. 3cm, 右

II -7 II よ り 刺突痕、R (カ ミ ） II -14 II 側欠、 イ タ ポガキ

縦3. 8cm 、 横3. 43皿、 先•左端欠 、 中央
11 -15 

長8. 6cm, 幅6. 3-5, 3CIII, 厚0.1-0. 2
II -8 D - II 上部に多数の押圧痕、 L II ” ＂ II cm、 左端欠損、未製品、 イ タ ボガキ

表 採
縦6. 1cm、横6. 7cm、 右•下端欠、 中央上

A - 1 ー 黒 土
長5. 0cm, 幅6. 1cm、 厚l. 0-0. 27cm、

11 -9 II 部に多数の押圧痕、 L // -16 II 下部欠損、 イ タ ボガキ

B - Ill - 4 混
縦3. 7cm、横3. 6cm、左•下端欠、 中央や

B - ill - 2 混
長7. 4cm, 幅2. 4cm, 厚0. 9-0. 2cm, 上

II -)0 II や左 よ り に刺突、 （カ ミ ） L II -17 II 部 と左側欠損、 イ タ ポガキ

縦4. 8cm,横3. 4cm、左右•下端欠、 裏面 長8. 6cm, 幅6. 0cm、 厚0. 6ー0. 3cm、 上
II - 1 1  A - 2 - II 上部に刺突、 （カ ミ ） L II -)8 ＂ II II ＂ 部 と 右側欠損、 イ タ ボガキ

II - 8 - 貝 層
縦4. 9cm、横4. 1cm、左•下端欠、 表中央 長8. 1cm 、 幅6. 0cm、 厚0. 3-0. 2cm、 左

84-12 II 上部に刺突痕、 衷上部に刺突痕、L 86-19 ＂ II II II 側欠損、 イ タ ボガキ
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図版番号 出土地区 種別 特 徴 図版番号 出土地区 種別 特 徴 32 

A - 1 — 黒 土
長5. 8cm、 幅5. 1cm, 厚0. 75-0臀 33cm,

86-20 貝製品ー貝輪 上部と右側欠損、 イ タ ボガキ

II - 1 4- 2 貝
長6. 4cm、 幅7. 4cm, 厚O. 6-0. 36cm, 

11 -21 II 上部と左側欠損、 イ タ ポガキ

B - ID - 2 混
長7. 0cm沖篇5. 9cm, 厚0. 5-0. 1cm、左

11 -22 II 下端欠損、 イ タ ボガキ

A-11ー士層
長7. 6cm,幅6. 6cm,厚0. 8-0. 5cm, 左

11 -23 II 側·下端欠損、 イ タ ボガキ

B - ill - 1 混
長8. 5cm, 幅4. 1cm、厚0. 9-0. 2cm、左

11 -24 II 側欠、 イ タ ボガキ

A - 1 3 ー 貝
長7. 0cm 、幅4. 9cm 、厚0. 85ー0. 2cm、

II -25 ” 左側と 下端欠損、 イ タ ボガキ

II - 1 1 - 貝
長6. 4cm、 h冨4. 2cm, 厚0. 3-0. 12cm、

II -26 II 上部と左側欠損、 イ タ ポガキ
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貝塚遠景（東か ら ） �

調査風景 ( 1 3� 1 5区） �

▲ 土器の出土状況 ( 1 3-1 5区）
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ト レ ンチ北側
� 土器出土状況

(1 5区2貝層）

� 土器出土状況
( 1 0� 1 2区）

<1111 土器出土状況



▲ B-B-1 混 土偶出土

土器の出土状況 c 1 0� 1 2区） �

土器出土状況 �
( 1 3区）

1 4-2貝出土土器 �

- 1 50 -



B-3-3混出土 �
骨刀 (42.4cm)

... l 号人骨 出土状況
(A ト レ ・ 1 1 区）

... 2号人骨出土状況 cc拡張部）

- 1 5 1 -



B-2-2土出土 �
釣針（長6.6cm)

▼ 1 4-2貝出土土器（口径34.8,器高36cm)

1 1 —貝下出土（口径30.8器高63.2cm) �

<1111 1 2—混貝出土（口径27.6,器高46.8cm)

▲ 1 5-2貝出土（口径20.4器高1 7.5cm)
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▲ 1 5-2貝出土 （現高28.0cm)

▲ 1 3-2貝出土（口径22.6器高32.5cm)

▲ 4-2貝出土 （現高 1 8.5cm) ▲ 1 2混土出土（現高34.8cm)
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▲ 12—混土出土（口径1 8.5,器高21 .0cm) <1111 1 1 哨混貝出土
（器高20.5cm)

-<Ill 1 3-2貝出土
（器高1 6.0cm)

▲ B ト レ3混出土（口径27.8,器高29.8-25.0cm)

▲ B ト レ4混出土（器高1 6.8cm)

▲ B ト レ2貝出土 （推口43.4器高21 . 1 cm)
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報告書抄録

ふ り が な にしのはまかいづか

書 名 西の浜貝塚

副 縣 名

シ リ ーズ 名 松島町文化財調査報告曹

シ リ ーズ番号 第 1 集

編 著 者 名 後藤 勝彦

編 集 機 関 宮城県宮城郡松島町教育委員会

所 在 地 〒981-0215 宮城県宮城郡松島町高城字町10番地

発行年月 日 西暦2008年3月 31 日

コ ー ド
ふ り が な ふ り が な

北緯 束経 調査期間 調査面積 調杏原因所収追跡名 所在地
市町村 迫跡番号

みやぎけん

く に しせき 宮城県
1966. 08. 12 国史跡 みやぎぐん 17 2 ～ 1 9 9 ,rl 住宅地の開発計

に しのはまかいづか 宮城郡 38度22分52秒 141度4分56秒 1966, 08. 26 画に係 る調査
西の浜貝塚 ま つ し ま ま ら

松島町
いそざき

磯崎字
に しのはま

西の浜

所収遺跡名 種別 主な時代 主な造構 主な追物 特記事項

貝塚
縄文前～晩 · 弥 縄文土器、 土偶等土製

西の浜貝塚 生 ・ 古墳 • 平安 埋葬人骨 品、 石製品 、 骨角製品 、

製塩 自 然迪物、 埋葬人骨

国史跡 西の浜貝塚の昭和41年8月 12 日 か ら8月 26 日 ま で行われた発掘調査の調査報告継である 。

ABCD ト レ ンチを設定し 、 縄文士器、 士偶等士製品、 石製品 、 骨角製品 、 自 然辿物、 埋葬人骨等が出土
している 。
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